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妹が魔女で困ってます。

星家なこ
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プロローグ

１　「妹と魔女の学園」

２　「白銀帝と呼ばれる少女」

３　「魔女を喰らう腕」

４　「白銀と、黒の終焉」

エピローグ



    

  
    
      


プロローグ



　今日、二人の妹が家を出ていく。

　家を出る理由は進学のためなのだが、通うことになる学校が普通とは少し違う。

　二人の妹は魔女になるため──遠く離れた全寮制の学校へ行くことになった。



　さてと、どうしたもんかな？　一生会えないってわけじゃないから、あんまり深刻になる必要はないんだろうけど……今日でお別れなのは、間違いないわけなんだし。

　兄である御み堂どう未み来きは、そんなことを考えながら妹の部屋へと向かっていた。

　どれくらいの温度でお別れするのが一番いいのか？

　ずっと一緒にいた妹だからこそ、適温というものがよくわからず未来は悩んでいた。

　まあ、悩んでも仕方ないか。いつもの調子でやってたら、なるようになるだろ。

　最終的に、未来はその場の雰囲気に任せることにした。

　兄として、妹が求めているものを与えてやればそれでいいと思った。

「おい、永と遠わ。入るぞ」

　できる限り自然に、未来は声をかけながら妹の部屋のドアを開けた。

　部屋には、妹の一人である御み堂どう永と遠わがいた。

　肩口まで伸びた艷やかな髪は、本人の性格と同じく真まっ直すぐでクセがない。

　顔は端整に整っており、目は切れ長で大きく、気の強い性格を想像させる。体を動かすことが好きなためか、無む駄だなぜい肉などは一切ついていない。だが、年頃の少女らしく、体の各所にはちゃんとした魅み力りよくある丸みが備わっている。

　そんな、少女としての魅力を全身に備えた妹、永遠は──いきなり部屋に入ってきた兄をキョトンとした顔で見つめていた。

　そんな顔をしている理由は簡単なものだった。

　少女としての魅力を全身に備えた妹は──着替えの真っ最中だった。

　制服を着るため、永遠は下着姿になっている。首にはネックレスをしており、ティアドロップ型の赤い石が静かに揺れていた。

　室内で動いているものは、その赤い石だけ。別れの挨あい拶さつのために部屋を訪れた兄と、着替えの真っ最中に部屋にこられた妹は、時間が止まったかのように硬直していた。

「え、ええっと……まあ、あれだ。いわゆる、よくある事故ってやつで……」

　永遠という妹にそんな言い訳は通用しない。兄である未み来きは、それを嫌というほどよく知っていた。

　案の定、永遠の顔はみるみるうちに怒りに染まっていった。



    

  
    
      



    

  
    
      

「な、な、な……なに覗のぞいてんのよっ！　変へん態たいバカお兄っ！」

　妹の右腕に炎ほのおが宿る。

　ヤバイと思ってドアを閉めるが、一歩遅い。火炎放射器から発せられたかのような炎が、閉めかけのドアの隙すき間まから噴き出し、未み来きの鼻の頭をほんのちょっと焦がしていった。

「何すんだよッ！　ちょっと着替えを見られたくらいで、兄貴を焼き殺そうとするな！」

　抗議の叫びを上げるが、室内からの返事はない。下着姿を見られた恥ずかしさのせいで、返事をするどころではないようだった。

「くっ。やばかった。もう少しで顔面を焼かれるところだった……それにしても永と遠わの奴やつ、入学前だってのに、もうこれだけの魔術が使えるのか」

　ちょっと焦げてしまった鼻に手をやる。冷静になって思い直すと、生きてて良かったという気持ちになってきた。

「どうなされたのですか？　お兄さん」

　永遠の炎とは対照的に、落ち着いた温度の声が耳に届く。

　長く伸びた黒い髪と、ちょっとなで肩気味な立ち姿。白くて小さな顔に浮かぶ、大きな瞳と長いまつげ。

　歳としよりも落ち着いた雰囲気を発する大人しそうな少女は、未来のもう一人の妹、影かげ村むら純じゆんであった。

「ああ、純か。何があったのかと聞かれたら、説明が難しいんだけど……」

　この流れで、いい雰囲気のお別れになるのだろうか？

　未来は、大切な第一歩を踏み外したことを自覚していた。



「それではお兄さん。これでお別れになりますが、どうぞお元気で」

　体の前で手を合わせ、大人しいほうの妹、純は丁寧に頭を下げた。

「……」

　それとは対照的に、勝かち気きなほうの妹、永遠は唇を尖とがらせそっぽを向いていた。どうやら、着替えを見られた怒りはまだ収まっていないようだ。

「永遠さん。お怒りになる気持ちはわかりますが、お兄さんも悪気があったわけではないのですから」

「駄目よ。純がそうやって甘やかすから、お兄が調子に乗るのよ。許可もなくいきなり妹の部屋に入るなんて……もうっ。信じられない」

　純が冷静な口調でなだめるが、意地になっている永遠にはあまり効果がない。恥ずかしさの中にちょっとだけ悔しげな色を浮かべ未来を睨にらんでいる永遠は、嫌いな相手を見つめる猫のようだった。

　はぁ……参ったな。こうなった永遠は、結構面倒くさいんだよな。意地を張ってるだけだから、時間さえかければ何とでもなるんだけど……そんな時間もないし。

　これでお別れとなると、間違いなく悔いが残る。かといって、意地っ張りな妹をすぐになだめる方法も思いつかない。

　悩んでいる未み来きに助け舟を出したのは、物静かな妹、純じゆんであった。

「……お兄さん。これでお別れなので、最後にわがままなことをしてもいいですか？」

　長い黒髪をかすかに揺らし、純は未来に向かって歩み出た。

「わがままなこと？　まあ、純がしたいって言うんだったら別にいいけど」

　何をされるか予想もせず、未来は純のお願いを聞くことにした。

　許可を貰もらった純は、よどみない動きで未来に近づく。

　近すぎると未来が思った次の瞬間──純は目を瞑つぶって背伸びをし、未来の左頬ほおにキスをした。

「なッ！　お……じゅ、純？」

　妹からのキスに面食らう未来。だがそれ以上に、その光景を目撃した永と遠わが、本人である未来以上に慌てふためいていた。

「な、何してるのよっ！　純。お兄にキスするなんてそんな……兄妹で、そんなことしたら駄目で……そ、そんなことしたら病気になっちゃって……お腹なかが裂けて、見たこともないような怪物が出てくるかもしれないじゃないっ」

　肩をつかんで未来から引き離すと、永遠は必死になって純を説得していた。

　頭から煙を出しながら主張する永遠と、そよ風を受けているかのように冷静な純。見事なまでに、対照的な二人であった。

　お腹が裂けて怪物が出てくるだと……俺はエイリアンじゃないぞ、この野郎。

　永遠のセリフを渋い顔で聞いていると、今度は純が自分の気持ちを言葉にし始めた。

「永遠さんは、これでいいんですか？」

「え？　何でそこで、あたしの名前が……」

「裸を見られて恥ずかしがる気持ちはわかります。ですが、これでお兄さんとはお別れになるんですよ。だから……もっと素す直なおになるべきだと思います」

「す、素直って言われても……あ、あたしは別に……………って、お兄に見られたのは下着姿であって、裸なんて見られてないもん」

「そこはまあ、どちらでもいいと思いますが」

「よくないわよっ！　純がそうやって甘やかすから、お兄がどうしようもない変へん態たいバカになっちゃうのよ。この前なんかも、うたた寝してたから起こしてあげようとしたら──」

　そこまで言うと、永遠は顔を真っ赤にして黙り込んでしまった。

「まあ、それは……無意識だったから許してあげてもいいけど……むにゃむにゃ」

　眠っていたので詳しい事情はわからないが、顔を真っ赤にするような出来事があったようだ。永と遠わは顔を赤くして、口をゴニョゴニョさせていた。

　意地を張っている永遠を、純じゆんは優しい口調で説得する。その姿は、子供に語りかける母親のようでもあった。

「とにかく、無意味に意地を張る必要はないと思います。お別れなのですから、最後にわがままくらいは言ってもいいと思います」

「それが……さっきのキスになるの？」

「はい。私はあれで充分です。お兄さんにキスが出来たのですから、もう何も望みはありません」

　説得力のある静かな雰囲気で、純はそう言った。

「純…………」

　聞いている永遠は、そんな純の雰囲気に感動しつつも──

　──どことなく信用していないようだった。

「………………それって、ほんと？　いつもそんなこと言ってるけど、最終的にはいつも純が美お味いしいところを持っていってるような気が……」

「さあ？　過去のことは、あまり振り返らないタイプなのでよくわかりませんが……あっ。そうでした。忘れ物をしたので、私はちょっとこの場を失礼させていただきます」

　都つ合ごうが悪いと感じたのか、無理やり話を切ると、純は足早にこの場を立ち去っていった。

　未み来きと永遠がその場に残される。純の真意はともかくとして、衝撃的光景のせいで永遠の怒りはすでに収まっていた。

　気まずい雰囲気が二人を包む。恥ずかしそうにモジモジしている永遠を見ていると、今度は未来のほうが気恥しくなってきた。

　どちらも口を開かない状況が続く。沈ちん黙もくを破ったのは、未来に背中を向けた永遠だった。

「ど、どうしたらいいのか、わからなかったんだもん。純と違って、あたしはお兄大好きっ子じゃないから、なるべく普通にお別れしようと思ってたんだけど……お兄が、あたしの着替えを覗のぞいたりするから……」

「だから、あれは事故だったって言ってるだろ。そうじゃないとしても、俺の鼻を燃やしたんだから、それでチャラにしろよ」

「ふんっ。お兄の言い訳なんか聞いてあげないもん。それより……鼻が燃えたって、どれくらい燃えちゃったの？　あたしにも見せてよ」

　そう言って振り返ると、永遠は軽い歩調で未来に近づいてきた。

「見るだけじゃなくて、ちゃんとごめんなさいって言えよ。鼻を燃やされるっていうのは、事故じゃなくて立派な事件なんだか……ら……」

　体を寄せると、永遠は未来の鼻に向かって手を伸ばした。しかしその手は鼻に触れることなく、首へと回る。

　恋人同士の抱擁のように、両腕を首に絡めると──永と遠わは未み来きの右頬ほおに、キスをした。

「お、あ、う……………お、お前、それはちょっと、いきなり過ぎ……」

「お、お兄だけだもん。こんなお別れの挨あい拶さつしてあげるのは……変な勘かん違ちがいとかは、しないでよね。変へん態たい、バカお兄」

　平静を装いつつも、永遠の顔を真っ赤だった。

　あ、あ……ヤ、ヤバい。永遠の奴やつ……今まで見てきた中で、一番可愛かわいいかも……

　頭が真っ白になりかけた瞬間、純じゆんが姿を現した。

　顔を真っ赤にしている永遠と、硬直している未来。そんな二人を見ても、純の態度はまったく変わらない。

　いつもと同じ落ち着いた態度で、淡々と二人を見つめるだけであった。



「どこにいて何をしてても……俺は、お前たちの兄貴だから。何かあったら、絶対に助けに行くよ。だから……お前たちも、頑張れよ」

　最後の最後。魔女の学園へと向かう二人の妹に、未来はそんな言葉を贈った。

　永遠と純。二人共、嬉うれしそうな顔で笑い、その言葉に応えた。

「うん。頼りにしててあげるからね。お兄。バイバーイ」

「はい。いつも、お兄さんのことを想おもっていますので。お兄さんも、お元気で」

　そして二人は、魔女になるべく家を出ていった。

　心にぽっかり穴が空いたような気持ちで、未来はその後ろ姿を見つめるだけだった。



　あの時が最後か……あいつらの、顔を見たのは。

　二人の妹を思い出し、未来は自らの右腕に力を込めた。

　その手には一通の手紙が握られていた。

『たすけて。魔女の妹より』

　たった一言、手紙にはそう書いてあった。

　それを見て、未来の決意は決まった。

　妹が待つ魔女の学園へ。

　運命に導かれるかのように──未来は、その場所に向かうことになった。



    

  
    
      


１　「妹と魔女の学園」



　目的地が近いことを告げる、船内放送が聞こえた。

　海上に浮かぶ大型の連絡船。

　御み堂どう未み来きは、半分以上眠っている頭でその放送を聞いていた。

　屋外にあるベンチは、未来が思っていた以上に快適な場所であった。心地よい太陽光と、適度に体を冷やす潮風。それらを受け気持ちよく船に揺られているうちに、未来はついウトウトと眠りに落ちてしまっていた。

　海の匂いが鼻につく。周りに人の気配は感じられず、船内放送以外の音は何一つ耳に入ってこない。

　あぁ……そっか。着いたのか。

　もう少しで目的地につく。それを認にん識しきした未来は、背伸びして眠気を覚まそうとした。

「うん？　何だこれ？」

　起きようとする体が、ある違い和わ感かんを訴えてきた。その感覚に従い伸ばした手の平に柔らかい何かが触れる。未来は深く考えず、その何かを触り、柔らかな感触を楽しんだ。

　うぅん。何かよくわからないけど、柔らかくて温かくて、触り心地が抜群で……出来ることならずっと触っていたい気が……

　そんなふうに寝ぼけている未来の耳に、少女の声が聞こえてきた。

「おはようございます。お兄さん。ご気分はどうですか？」

「うん？　ああ、なんだ純じゆんか。気分だったら、いたって普通だけど……………ッッ！」

　違和感の正体がわかると、未来の体は問答無用で硬直してしまった。

　ベンチに座ってる未来の脚の上。お姫様抱っこの要領で、制服姿の長い黒髪の少女が座っていた。

　ご丁寧に両腕を未来の首に回し、少女は遠えん慮りよすることなく体を未来に寄せている。愛を確かめ合う恋人のような距離感は、少女の体から発せられる良い匂いを余すことなく未来の鼻へと届けていた。

　触っていたのは──少女の体の一部だった。どの部分かはよくわからないが……多分、すごく柔らかいどこかだったのだろう。

　それを自覚すると、更に体温が上がってしまった。

「おま、おま、お前は……一体何をやっとる？　こんなとこ人に見られたらどうするつもりだ？」

　かろうじて冷静さを保っているフリをして、未来は少女に現状の説明を求めた。聞かれた黒髪の少女は一切慌てることなく、更には未来の首に回した腕を気にすることもなく、冷静な口調で説明を始めた。

「その点は大丈夫です、お兄さん。私が確認した限りでは、この船に乗っているのは私とお兄さんだけです。ですので、誰かに見られる心配はありません」

「ああそっか。それだったら安心だ……………って言うと思ったか！　そういう問題じゃなくて……何でお前は俺の上に乗ってるんだよ？」

「ご迷惑でしたか？」

「め、迷惑かって聞かれたら……まあ、そこは答えにくいんだけど……いや、だからそうじゃなくて、何で俺たちはこんな状況になってるんだって聞いてるんだよ？」

「どうしてと聞かれましたら、『原因はお兄さんです』という答えになりますが」

「何で俺のせいなんだよ？」

「はい。ではお答えいたしますが……私は、気持ちよく眠っているお兄さんを起こそうと思い、お兄さんに近づきました。その際、お兄さんが起こそうとする私の体を引き寄せ、抱きしめた結果、このような状況になってしまいました。強引に振り切り、逃げることも出来たのですが……気持ちよく眠っているお兄さんを起こすのも悪いと思い、このままでいることにしました」

「ああそうですか。それだったら、俺が悪いってことに──」

「なると思うか！」と、強く主張しようと思ったのだが、あまりにも近くで少女の顔を見てしまったため、未み来きは声が出なくなってしまった。

　少女は、お淑しとやかで物静かな雰囲気を崩すことなく、大人しめの性格がよく出ている冷静な瞳で未来を見つめている。

　少女の名前は影かげ村むら純じゆん。

　艶のある黒い長髪が特徴的な少女で、一つ年下の、義理の妹であった。

　すぐそばにある純の顔はとても小さくて、とても白く、長いまつげを見ていると顔が真っ赤になりそうなくらい気恥しくなってきた。

　くそ。純の奴やつ……俺を困らせるために、こんなことしてるんじゃないのか。

　妹に対して不信感を抱くが、そもそもの原因が未来の悪あく癖へきであるのは、否定しようのない事実であった。

　未来は寝起きが悪く、快眠を邪じや魔ましようとする存在がいたら、人や物を問わず、抱き寄せて黙らせようとする。無論、無意識下でやっていることなので、未来本人にやましい気持ちなどはないのだが……誰が悪いかという話になると、やっぱり当の本人である未来が悪いということになる。

「……そっか。またやっちまったのか。直そうとは思ってるんだけど、やっぱり無意識でやってることだから……」

「直そうと思っているということは、お兄さんはご自分の癖を自覚していたのですか？」

「ああ。この前親父おやじに殴り起こされて初めて知ったよ。それまでは、こんな癖が自分にあるなんて夢にも思わなかったけど……いや、ちょっと待てよ。そういえばそれまでの間、俺が寝坊しかけたときはいつも純じゆんが起こしてくれてたような気が……」

　すぐそばにある妹の瞳を見つめる。問い詰めようと思って見つめた瞳だが、距離が近すぎたせいで、未み来きのほうが照れくさくて視線を逃がしてしまった。

「も、もしかしてだけど……これまでも俺は何度か、こんな感じでお前をベッドに引きずり込んだんじゃあ……」

　未来にしてみれば事実を知るのが恐ろしい質問であったが、当の本人である純は、どこ吹く風といった感じの顔をしていた。

「さあ。過去はあまり振り返らないタイプなので、よく覚えていませんが……それが事実だとしたら、お兄さんは困ったことになると思います」

　いつものように冷静な顔で、純はそう言った。

　未来の背中を、嫌な汗が滑り落ちていく。原因はもちろん、兄を困らせる妹だ。

「……そ、そうか。だったら、俺が悪かったってことで、この件については素す直なおに謝るけど……この、首に回している腕は何だ？　ここまでする必要はなかったんじゃないのか？」

「はい。腕に関しては、確かに不必要な部分なのですが……永と遠わさんは、お兄さんに対してこのような行為をなさっていたようなので、私も真ま似ねをさせていただきました」

　顔色一つ変えず、長いまつげの妹はそんなことを口走る。

「ぐっ。お前……覗のぞいてたのか？」

「いえ。私は何も見ていません。ただ、お兄さんと永遠さんがそんなことをしていたかもしれないなという想像を膨らませただけで……」

「これ以上は私の口からはちょっと」。そんな雰囲気をまき散らしながら、純はチラチラと未来の反応を窺っている。

　その姿は可愛かわいくもあり……ちょっとだけ、怖かった。

　くっ。純の奴やつ……こういうところは何にも変わってねえな。それにしても、あの時の永遠の行為を今までずっと覚えていたなんて……相変わらず、こういうことに関しては執しゆう念ねん深い奴だ。

　純の名誉のためにちゃんと説明しておくが、純は優しくて素直で気が利く、どこに出しても恥ずかしくない立派な妹だ。ただちょっとだけ──未来関係のことになるとズル賢い面を発揮して、未来のことを困らせてしまうという一面を持っていた。

　今回のことは、まだ可愛らしいほうだ。

　本当に厄介で困らされるのは──身内以外の女性が、未来に近づいたときで……

「ご覧になってください、お兄さん。もう少しで学園に到着します」

　声をかけられた未来は、そこで考えることをやめた。そして席を立ち、純が教えてくれた景色を見ようとする……のだが、肝心の純じゆんが、未み来きの脚から降りようとしてくれない。

「……ったく、仕方ない。今回だけだからな」

　純の望みを察した未来は、久しぶりに会った妹へのサービスとして、お姫様抱っこという状態のまま立ち上がるのであった。

　両腕で純のぬくもりと重さを感じながら、遠くに浮かぶ景色を眺める。

　見えてきたのは、孤島に建てられた大きな学園と、それに付属する建築物。

『国防魔術女学園』

　魔女を育成するために造られた施設で、これから、未来が通うことになる学園である。

　本当に来ちまったな。ここまで来たら……もう、後戻りはできないよな。

　未来は自身の右腕を見つめた。瞳に映るのは、何の変哲もない普通の右腕であった。

　やるしかないな。妹たちを護まもってやれるのは、俺しかいないんだから。

　右手を握ると、未来は決意を固め、学園を見つめた。

　妹と魔女がいる、この国に一つしかない学園を。



『魔石』

　人間が持つ魔ま力りよくを増幅し、魔術を使えるようにする鉱石。

　半世紀近く前に発見されたその鉱石の存在により、世界の軍事情勢は一変していた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　強力すぎる兵器の存在が抑止力となり、国家間による大きな戦争自体はもう何十年も起こっていない。だがその代わりとして、国家を背景に背負った個人が行うテロと呼ばれる局地的な戦闘が問題となっており、魔術というのはそれらに対抗する有効な手段として、各国が競って研究するようになっていた。

　魔術が使えるのは、女性だけだった。

　どうして女性だけなのかという問いの答えは未いまだ研究中で、誰も明確な答えは知らない。ただ、女性しか魔術が使えないという事実から、魔術を使う人間は魔女と呼ばれ、国が管理運営する施設で、大切な存在として育成されていた。

　未み来きがこれから通う学園も、そんな施設の一つで──れっきとした、女子校だった。

　一周、百キロ超という大きさの孤島に建てられた魔女のための学園。生徒は当然として、学園の関係者も女性しかいない。

　そんな女子校に、御み堂どう未来という名前の男が転校してきた。

　学年は二年。

　時期は、新入生を迎え、一ヶ月程度経たったある日のことだった。



　ここまで運んできてくれた連絡船を降り、未来は地面に足をつけた。海の上とは違いガッチリしている地面に、ほんの少しだけ違い和わ感かんを覚えた。

「うーん……やっと着いた。ここが、魔女の学園ってわけか。学園以外にも、色んな施設があるみたいだけど、教職員や関係者含め、男は俺一人なんだよな」

　すぐそばには、両手を体の前で合わせ、礼儀正しく立つ純じゆんがいる。純は未来が疑問に思うよりも早く、学園についての簡単な説明をしてくれた。

「この学園は中央に校舎を構え、東西南北に寄宿舎、わかりやすく言えば生徒用の寮があるという造りになっています。東西南北の寄宿舎は、それぞれ、魔女が使う魔術のタイプによって分類されており、各エリアにはショッピングモールなどの娯楽施設も存在します。ですが従業員は皆女性で、男性はお兄さんが仰おつしやったとおり、お兄さんお一人です。ちなみにですが、お兄さんはどのエリアにどのタイプの魔術を使う魔女がいるのか、ご存ぞん知じですか？　ご存知なければ、私が簡単に説明しますが」

「ああ。それくらいだったら、ちょっとは勉強してきたから大丈夫だよ。確か、西エリアが魔弾系で、東エリアが武装系だろ。そんでもって南エリアが精霊系で──」

　未来は、遠く前方を見つめた。

　学園の北側。山の中腹に造られたそのエリアは中世の貴族が住む屋敷のようにも見え、明らかに他のエリアとは違っていた。

「あそこが、タイプに関係なく強い力を持つ魔女を集めた北エリアだろ？」

　未来と同じように、純も北エリアに視線を向けた。

「はい。全て、お兄さんの仰おつしやったその通りです。あそこが特別に力の強い魔女、いうなればエリートを集めた北エリアで──永と遠わさんが所属している場所です」

　永遠という名前を聞き、未み来きは少しだけ心配になった。

　エリートが集まる北エリアか……永遠の奴やつ、根が真面目だから、変にストレスとか溜ためてないといいんだけど。

「純じゆんはどこだっけ？」

「私は南エリア所属です。ですが、私はまだ魔術が使えないので、あくまでも暫定的にということになります。使えるようになった魔術が精霊系でなければ、それに見合ったエリアへ移動するということになります」

「ふーん。そこはやっぱり厳密にやってるんだな。その中でも、北エリアだけは随分と特別な雰囲気を出してるけど……確かあそこって、学校から出てるモノレールに乗らないといけないんだろ？　そこまでする理由って何かあるのか？」

「いえ。単純に、山を切り崩して平らにするより、そちらの方が簡単だったというだけのことのようです。ですが、演出といった面が全くないというわけではないでしょう。魔女という存在はあくまでも、兵器の代だい用よう品ひんですから。そういうハッタリが、どうしても必要になってくるんだと思います」

「兵器の代用品ね……」

　その言葉を聞くと、どうしても気持ちが沈んでしまう。

　なぜなら、その言葉の一番の被害者が、今目の前にいる純だからだ。

　過去。

　魔女はこのような学園で育てられるものではなく、研究所で造られるものとして扱われてきた。魔ま力りよくの才能がある少女が集められ、国を護まもるための研究材料として扱われる。その、非人道的な行為が問題になり、代わりの施設としてこの学園が造られることになった。

『神かん薙なぎ研究所』

　最も悪名高い研究所で、そこでは、魔女は道具であるという考えが当たり前のものになっていた。

　もちろん、そんな非人道的なものがいつまでも存続できるわけがなく、今では取り壊されてこの世から消滅している。しかし、今でも研究者たちの狂きよう気き的な考え方は生きており、魔女の世界のいたるところで歪いびつになって現れていた。

　今目の前にいる妹。純の存在自体も、そのうちの一つだった。

　純は最も悪名高い研究所、『神薙研究所』にいた少女だ。そこでどんな体験をしたのかは、純にしかわからない。ただはっきりしているのは、そこで純は道具として扱われてきたということだった。

　──純に限ったことではない。『神薙研究所』出身の魔女は例外なく、長くは生きられない体になっていた。

　持っている魔ま力りよくを、限界まで引き出すための研究。そのために、生まれる前から彼女たちは体を実験の道具とされてきた。

　そしてその結果として魔女は魔ま力りよくを手に入れ──命を縮めることになった。

　本人の思いなど、まるで意に介されることなく──

『神かん薙なぎ研究所』が取り壊されたのは十数年も前。まだ、魔女として覚かく醒せいする前の幼い純じゆんを、未み来きの父が養女として引き取った。

　それ以来、純はお兄さんと呼んで慕したってくれる、未来の可愛かわいい妹になった。

「それで、お兄さんにこんなことを聞くのは今更かもしれませんが……」

「うん？　どうした？　聞きたいことがあるんだったら、遠えん慮りよなくお兄さんに何でも聞いてみろよ」

「はい。でしたら遠慮なく質問をさせてもらいますが──お兄さんはどうして、この学園に入学することが出来たのですか？　魔術が使えるのは女性だけ。それは世界共通のルールのはずなのに……お兄さんには、何か特別な事情でもあるのですか？」

「ああ、そのことか。それだったらまあ──」

　未来は服の上から、ポケットに入っている手紙を軽く触った。だが、今は関係ないので、気にしないことにする。

「そんなに大した理由じゃないさ。何でも、俺は男なのに魔術が使えるかもしれない可能性があるから、今後の研究のためにもこの学園に通えって親父おやじに言われて……それに素す直なおに従っただけだよ」

「本当ですか？　本当に、それだけの理由なのですか？」

「本当だよ。本当にそれだけだから……とりあえず、そのピュアな瞳で俺を見つめ続けるのはやめてくれ……照れるから」

　お兄さんを心配してくれているのだろうか。落ち着いた態度のまま、純は媚こびるような瞳で未来を見つめてきた。その瞳の魔力に負け、思わず本当の理由を口にしてしまいそうになるが──

　そこは口を閉じ、しっかりと隠し通すことにした。

「……そうですか。でしたら、お兄さんの説明で納得いたしますが……何かありましたら、遠慮することなく、私にもお話ください。永と遠わさんにも負けないくらい──私も、お兄さんをお慕いしていますから。頼りにされたら、嬉うれしいです」

　純じゆん粋すい無む垢くな瞳を未来から逸そらし、白い頬ほおを赤くする。

　そのいじらしい姿がとんでもなく可愛く見えたから、つい、見み蕩とれてしまった。

　な、何やってんだ俺は。相手は妹なんだぞ。こんなもん、サラッと受け流してしまえば……と思いつつも、やっぱり可愛いな、ちくしょう。

　最近ちょっとだけ、こう思うようになってきた。

　もしかすると、自分はシスコンなのかもしれないと。

「あ、ああ。まあ、困ったことがあれば遠慮なく純じゆんを頼ることにするよ。それで早速だけど、俺がこれから寝泊まりする場所はどこになるんだ？　そもそもの話で言えば、純は俺を案内するために、わざわざ船に乗ってまで迎えに来てくれたんだろ？」

「はい。その通りです。ですが、本音としては案内などはどうでもよく、ただ、お兄さんにお会いできればそれでいいと思っていましたから」

「だ、だから、そういう本音は本人がいるところで口にするなって……照れるだろうが」

　体温と血圧が地味に上がっていることを、未み来きは自覚していた。

　本当にもう、純はそういうことに無む防ぼう備びなんだから……これがハニートラップだったとしたら、俺はこのまま見事に嵌はめられちまうぞ。

　冷静さを取り戻すため、未来は海の香りを嗅ぎ、辺りの風景を見回した。

　そこでふと気づいた。物陰に身を隠すようにして、こちらの様子を窺っている女生徒の姿がチラホラと見受けられる。漏れ聞こえる会話から察するに、どうやら、女子校に男が来るという噂うわさを聞きつけ、興味本位で見学に来た少女たちのようだ。

　そのうちの一人と、未来は目が合った。照れた様子で少女が手を振ったので、未来は深く考えず、ほとんど反射的に手を振ふり返かえした。

　ただそれだけで、見学に来ていた少女たちは一目散に逃げ出していった。

「あらら。随分とウブな感じの子ばっかなんだな、ここは。まあ無理もないか。女の子しかいない孤島の学園で生活してたら、あんな風になるか」

　この先、コミュニケーションとか大丈夫かな？

　今後を考えると少し不安になる。

　だが、それどころではない殺さつ気きを背中に感じ、未来は身を震わせた。

「………………」

　見ると、想おもいを言葉にするだけで照れていたあの可愛かわいい妹が、氷のように冷たく、ナイフのように恐ろしい瞳で、未来を見つめていた。

　あら？　さっきまでの、身み悶もだえするほどの可愛らしさを見せていた純はどこいった？

　妹の豹ひよう変へんに動どう揺ようする未来に、純は冷め切った声で淡々と告げた。

「お兄さん。多くの女性に慕したわれているようで、良かったですね。では、私がいても邪じや魔まになるでしょうから、私はここで失礼させていただきます。後はどうぞ、お兄さんのお好きなように」

　そう告げると、純は未来の返事を待つことなくスタスタと歩き始めた。

「え？　おい、ちょっと待てよ。純が案内してくれないと、どこに行っていいのかがわからなくて……」

　声をかけても、純は聞く耳を持たない。急いで追いかけないと絶対に追いつけない速度で、純じゆんは黙々と歩き続けていた。

　そう。純という妹は──本当にもうどうしようもないくらいの、やきもち妬やきだった。

　未み来きが他の女の子と少し仲良くしただけでもう駄目。氷のように冷たい態度で、素っ気なくその場から逃げ出してしまう。

　未来はその度に純をなだめ、機嫌を取らなくてはならず──とにかく手間がかかって仕方がない妹であった。

「だぁっ、もうっ。何であの程度のやりとりでやきもち妬やくんだよっ！」

　未来は小走りで、純を追いかけた。だけど思った以上に純の速度は速く、最終的には全力疾走で、やっと純を捕まえることが出来た。



「こちらが、お兄さんが寝泊まりする部屋になります」

「……そう。案内してくれて、どうもありがとう」

「どうなされたのですか？　お兄さん。何だか、お疲れのようですが？」

「いや別に。ちょっと、予想外の全力疾走があったもんだから……」

「そうですか。準備運動なしで全力を出すのは体に悪いですから、気を付けてください」

「……………」

「何か？」

「いいえ。別に……」

　純がズレているのは、今に始まったことではない。未来は兄として、そんな妹を寛かん大だいな心で許してやることにした。

　女性しかいない孤島の学園にやって来た、未来という名前の男。当然、一般の女生徒が寝泊まりしている寮に入寮することなどできない。

　未来の寝床として用意されたのは、外部からの人間が来たときにのみ使用される、来らい賓ひん客きやく用の宿泊施設であった。南エリアの端っこのほうにある三階建ての建物で、部屋数は意外に多い。その中で未来に与えられたのは、三階の一番奥にある一室だった。

　未来は今、純と並んでその部屋の前に立っている。ここが新しい自室になると思うと、不思議とワクワクしてきた。

「お兄さん。案内役としての私の役目はここまでですが……どうしますか？　お兄さんが望むのであれば、私も、部屋の掃除などのお手伝いをしますが？」

「うん？　そっか。じゃあ、お言葉に甘えてもう少し手伝ってもらおうかな。何か買い出しに行こうと思っても、俺一人じゃどこに行っていいのかもわからないし」

「はい。お兄さんのお役に立てるよう、頑張らせていただきます」

「はは。そんな大げさにするなって」

　そんな風に、仲なか睦むつまじく妹と軽いやりとりをしつつ、未み来きは新しい自室の扉を開けた。

「……………」

　だがすぐに、未来は青ざめた顔をして扉を閉めた。

「あー、あのな、純じゆん。やっぱり、手伝いはいいや。今日は長旅で疲れたからさっさと寝たいし、数日程度なら、部屋にある物だけで生活できるだろうから」

「？　そうですか？　お兄さんがそう仰おつしやるのでしたら、私としては何も言うことはありませんが……お兄さん。少々顔色が悪いようですが、ご気分でも悪いのですか？」

「い、いや、移動の疲れが出ただけだよ。少し寝れば……治るから」

　純は不審に思いつつ、心配している顔を未来に向けた。

「大丈夫ですか？　お兄さん。具合が悪いようでしたら、時間が許す限り私はお兄さんのそばにいますが」

「いやっ。本当に大丈夫。ちょっと風邪を引いたかもしれなくて……ゴホッゴホッ。だから、風邪がうつる前に純は帰ったほうがいいと思って……」

　誰が見てもすぐに嘘うそだとわかる苦しい言い訳。当然、純も納得していないようだ。

　しかしそこは、兄に従じゆう順じゆんな可愛かわいらしい妹。「お願いだから帰って」という空気を察し、渋々とだが、一歩下がった。

「そうですか。わかりました。もうお兄さんは、私を必要としていないということですね。でしたら、これ以上お兄さんの邪じや魔まをして嫌われるのは嫌なので、これで失礼させていただきます」

　純はクールにそう告げ、未来に対して頭を下げた。そのまま背中を向けスタスタと歩き始める。

　その背中からは尋じん常じようじゃないくらいの、「呼び止めるなら今ですよ」オーラが出ていた。

　な、何て無視しにくい背中なんだ……

　声をかけたら負けなのはわかっていた。だが、それがわかっていても声をかけてしまう魔ま力りよくが、純の背中にはあった。

「なぁ、純。ちょっと待っ──」

　未来が言い終わるよりも早く、純が引き返してくる。そして未来の前に立ち、いつものすました顔で「何か？」と尋ねてきた。

　悲しいほどあっさりと、純の罠わなに嵌はまった未来であった。

　しまった。罠だというのはわかっていたのに……純の奴やつがあんな背中を見せるから。

　後悔しても時間は戻らない。未来は頭をフルに使い、この場を切り抜ける方法を考えることにした。

「やっぱり何でもないから帰れ」と言ったところで、さっきの背中を見せられて俺が同情して声をかけての無限ループになるだけだ。となると、何か別のことをしてこの場を誤ご魔ま化かさないといけないわけなんだけど……

「どうされたのですか？　お兄さん。何かあるのでしたら遠えん慮りよなく言ってください」

　純じゆんは、健けな気げを絵に描いたような顔をしていた。

　そんな顔が相手でも、未み来きは負けるわけにいかなかった。ここでちゃんと純を追い返さないと、後でとんでもないことになる。

「いや、せっかく会いに来てくれたのに、このまま帰すのは悪いと思って……ま、まあそれで、感かん謝しやの気持ちってわけじゃないけど、お礼くらいにはなるかと思って……」

　そう言って、未来は純の頭を優しく撫なでてあげた。

　この程度のことで誤ご魔ま化かせるとは思っていなかった。ただ、呼び止めた理由を成立させるため、未来としては何かしないわけにはいかなかった。

　こんなことで騙だまされてくれるような純じゃないよな。となるとやっぱり、俺が心を鬼にしてあの背中を無視するしか……

　半分諦あきらめかけた未来であったが、ここで意外なことが起こる。

　表情自体は、いつもの落ち着いたものであった。

　しかし未来が手を離すと同時に──純は、ポンッという音が聞こえてきそうなくらい勢い良く、顔を真っ赤にしてしまった。

　うおっ。永と遠わならともかく、純がそんな顔を見せるなんて……

　予想以上の効果に、未来のほうが動どう揺ようしてしまう。

　キスや抱擁では顔色一つ変えなかった純が、表情自体はクールなままだが、顔を真っ赤にして照れている。

　長い間一緒に暮らしていた未来だが、純のそんな顔を見るのは初めてだった。

「お、お礼でしたらこれで充分ですので……私はここで失礼させていただきます。お兄さんもお粥かゆを早く治すよう、お風邪でも食べて安あん静せいにしていてください。そ、それでは……失礼いたします」

　真っ赤な顔でクールにそう言うと、純は逃げるように未来の前から立ち去っていった。

　途中何度か壁にぶつかっていたが、純自身は気にしていないようだった。

　お粥を治すために風邪を食えか……まさか、頭を撫でたくらいであそこまで純が動揺するとは。レアなものを見れてちょっと得した気分だ。

　純が完全にいなくなったことをしっかりと確認すると、未来は恨うらみがましい目で自室の扉を見つめた。

　それよりも、そもそもこいつがいなければ、俺はこんな苦労しなくて済んだのに……

　苦労の原因は全て、この部屋の中にある。

　軽い怒りを抑えつつ、部屋の扉を開ける。そして、中にいる人物に喰くいかかっていった。

「何してるんだよお前はッ！　何でそんな格好でこんな場所にいるんだよッ！」

　未み来きが叫んだ先にいるのは、一匹の魅み力りよく的なウサギさん──正確にいえば、バニーガールの格好をした女の子が、ベッドの上で脚を組んで座っていた。

「あら？　こんな魅力的なスーパー美少女に向かって、そんな言い方はないんじゃないですの？　お兄たん」

　余裕あふれる優ゆう雅がな態度でそう言うと、少女は見せつけるように髪の毛をかきあげた。

　濡ぬれているかのように艶がある長い髪の毛。カチューシャでとめられているその髪の毛は、値段がつけられないくらい美しかった。端整な顔に並ぶ目鼻立ちといったパーツは、全てが平均以上の魅み力りよくを放っている。

　肌は艶があり美しく、水をかけたらそのまま弾はじいてしまうことだろう。

　それに加えて強烈だったのは、少女のスタイルだった。一度見たら目に焼きつく、ふくよかな胸とお尻。太ももなどは、吸い寄せられそうな危険な魅力に満みち溢あふれている。

　バニーガールの格好で、とにかく年不ふ相そう応おうな魅力をまき散らしているこの少女は──未来の父親に頼まれ、未来のお世話をするはずの少女であった。



    

  
    
      



    

  
    
      

『男であるにもかかわらず、お前には魔術を扱える才能がある。残念ながら、そのままの状態では何もできないが、ある細工をすれば、お前はどんな魔女にも負けないとんでもない力を手にすることができる。それは、今後の魔女の研究にとって、とても重要なものになるはずだから、まずはその力を手に入れろ。それを手に入れたら、お前は魔女の学園に行け。そこで色んな経験をして、魔女を護まもるために必要な、色々なものを手に入れてこい。それは物理的なものでも、精神的なものでもいい。とにかく、魔女って呼ばれてる少女たちを護れるだけの何かを、お前はあそこで手に入れてこい。それは──この世界で、お前にしかできないことなんだ』

　未み来きが学園に行くきっかけとなった、父親の言葉。

　魔女に負けない特別な力と、魔女を護まもらなければいけないという使命。

　未来にしかない二つの理由。それがあったから、未来は男でありながら、魔女の学園への入学が許可されたのであった。

『まあ、といっても、お前も一人じゃ不安だろうからな。そのへんはちゃんと考えてある。とびきり優秀な魔女を用意しておくから、面倒はその子に見てもらえ。とりあえず当面は、その子を頼っておけば何とかなるはずだからな』

　そして紹介されたのが、今、未来の目の前にいるこの少女だ。

　名前は、神じん宮ぐう院いん貴き美み子こ。学年は一年。

　性格は……困り果てるしかないくらいの、お調子者であった。



「……で、お前は何でそんな格好をしてるんだ？」

　怒り半分の顔を見せるが、当の本人である貴美子は全く気にしていない。大げさに脚を組み替え、「わたくしを見て」というオーラを全開にしていた。

「そんなの決まっているじゃありませんか。お兄たんのことを思ってのことですわよ」

「俺のため？」

「そうですわ。このように、前もって最強に魅み力りよく的な美少女のお色気たっぷりの姿を見ておけば、他の女性に興味を示すようなことはなくなりますわ。そうすればお兄たんも、過あやまちを犯す心配がなくなるというものですわ」

「ああそうですか。気を遣って頂いて、どうもありがとうございます」

「あら？　何だか棘とげのある言い方ですわね」

「あるに決まってるだろ！　こんなところを他人に見られたら、俺は来た早々退学になっちまうよ！」

「おっほっほ。そうなったら超がつく笑い話ですわね」

「笑えるか！」

　未来としては結構真しん剣けんに怒っているつもりなのだが、貴美子には全然効いていないようだ。自信満々の顔をして、自分の体を自慢しているかのような目で未来を見つめている。

　本当に、貴美子は昔から何一つ変わっていなかった。

　未来の父親は政府の人間で、主に魔女に関する仕事をやっている。その世界では割り合い顔が広いようで、一般人とは比べ物にならないほど、広く深く魔女の世界のことを知っている。

『神かん薙なぎ研究所』にいた純じゆんを養女にできたのもそのためで、その他にも研究所とは関係の無い、生きつ粋すいの魔女たちとも親交が深い。

　貴き美み子こはその中の一人で、生まれながらにして魔女の才能があるということで、幼い頃から未み来きの父親に目をかけられていた。その繋つながりで、未来と貴美子も幼い頃から面識があり、その頃から今に至るまで「お兄たん」という不思議な呼び名で慕したわれるという関係にあった。

　ちなみに「お兄たん」という呼び方は、自分の存在を印象づけるためだけのもので、何か深い意味があるというわけではない。おそらくはこの格好も、自分の存在を未来に印象づけるためのもので、呼び方と同じく、特に意味などはないだろう。

　優ゆう雅がな態度で、貴美子はフワリと髪をかきあげる。

　アホみたいな格好をして、お馬鹿な言動を繰り返しているくせに……貴美子は最上級に良い匂いを漂わせている。気を抜くと、その匂いの虜とりこになってしまいそうなのが、何だか悔しかった。

「まあ、お兄たんがわたくしに欲よく情じようしたというスキャンダラスな話はここまでにしまして」

「俺にとったら、お前の存在はデンジャラスでしかないよ」

「男性の部屋にあまり長居するのもなんですので、本日はよくぞいらっしゃいました的な挨あい拶さつだけにしておきますわ。あ、それはそうとお兄たん。わたくし、お兄たんのために絶ぜつ妙みようとしか言えない一手を打ったのですが……そのことについて、少しお話を聞いてほしいですわ」

「絶妙な一手？　何かやったのか？」

「ええ。お兄たんが快適に学園生活を送り、なおかつ、お兄たんに対してやらしい下心を抱いている女性たちを動けなくする。わたくし、そんな絶妙な一手を打ったのですが……はい、お兄たん。どうぞご覧になってください」

　勿もつ体たいつけたように笑うと、貴美子は胸元から一枚の紙切れを取り出した。

「なんちゅう場所から取り出すんだ」と呆あつ気けにとられつつも、未来はその紙切れを受け取り、目を通した。

　そして──「へのへのもへじ」みたいな顔になった。

「『男が学校にやってくるぞ。お兄ちゃんって呼ばれるのが大好きな変へん態たい野郎だけど、皆様仲良くしてやってください』……………お、おい。これはいったい……」

「ふっふっふ。それと同じチラシを、すでにこの学園の至る所に配布しておりますわ。ですので、もはやこの学園にお兄たんのことを知らない少女は一人もおりませんわ。これぞ、『天てん下か三さん分ぶん』ならぬ『お兄ちゃんがやってくるぞの計』……って、どうしたのですかお兄たん。顔が怖いですわよ」

　受け取ったチラシを引き裂きながら、未み来きは貴き美み子こに食ってかかった。

「何だこれは？　俺の存在を宣伝するにしても、もっと他に方法があっただろ！　お兄ちゃんって呼ばれるのが大好きな変へん態たい野郎って……こんなこと書かれたら、この先まともに生活できなくなるじゃないかよ！」

「はいはい。謝ればいいんですわね。わかりましたわよ。ごめんなさい。はいっ。これでこのお話おしまーい。わたくしもう知りませんもーん」

　そう言って、貴美子は拗すねた顔をしてそっぽを向いた。絵に描かいたような逆ギレに、怒りがこみ上げてきて仕方ない。

「くっ。この超ちよう弩ど級きゆうのお馬鹿さん……」

　心の中の失礼な本音が、思わず口から飛び出してしまった未来であった。

「まあ、今はそう言っておりますけど、いつかわたくしの作戦に感かん謝しやする時がきますわよ……………多分。それよりもお兄たん。お兄たんの能力って、具体的にどんなものですの？　一人の魔女として、わたくしも興味がありますわ」

「それはまあ、機会があればとしか答えようがないけど……大丈夫だよ。何かあったとき、お前を護まもってやることくらいはできるから」

　未来は自らの右腕を見つめた。

　何の変哲もないただの右腕。

　そこには、未来にしか使えない強力な武器が宿っていた。

「ま、護ってやるって……そういうセリフは、少し照れるからやめてほしいですわ」

　柄にもなく、貴美子が照れた顔を見せる。

　照れたのを誤ご魔ま化かすためか、貴美子は必死な顔で未来に反論してきた。

「それにお兄たんがそう言ったところで、魔女が使う魔術には相あい性しようというものがあるんですから、万能というわけにはいきませんわよ。それなのに無責任に護ってやるなんて言って……本当に大丈夫なんですの？」

　貴美子が言うとおり、魔術には相性というものがある。

　魔女が使う魔術には、三つほど系統がある。魔ま力りよくを直接放つ魔弾系、炎ほのおや氷といった自然現象に変換する精霊系、道具に魔力を宿して特性を持たせる武装系。この三つにはそれぞれ相性があり、魔女が使う魔術は必ずこの三つのうちのどれかに分類され、例外はない。そして、努力や才能に関係なく、魔女は一つの系統の魔術しか使うことができない。

　つまりどんなに優れていようが、魔術を使用する以上、絶対に苦手とする相手が存在するというわけだ。

「ああ、大丈夫だよ。どんな魔女が相手でも、俺がなんとかしてやるよ。第一それくらい特別じゃなければ、男の俺がこの学園に来れるわけないだろ」

　それにもかかわらず、未み来きは自信満々の顔をして貴き美み子こにそう言った。

　その言葉が胸に響いたのか。今度は照れることなく、貴美子は嬉うれしそうな顔を見せた。その顔が結構可愛かわいかったから、未来は目のやり場に困った。

「お兄たんがそう言うのでしたら、わたくしもお兄たんを信じてあげますわ。わたくしを護ると言ってくれたのですから──ちゃんと頑張ってくれないと許しませんからね」

　人が変わったように、貴美子は愛あい嬌きよういっぱいの可愛らしい笑顔を向けてきた。

　セクシーな格好にキュートな笑顔。これまでのおかしな言動全てが吹っ飛び、今この瞬間は、ただの美少女にしか見えない。

　……やだやだ。色々と世話してくれる立場なんだから、こんな風に俺が困る顔を見せるなっていうんだよ。それでなくても、俺は相応の覚かく悟ごをもってこの学園に来たっていうのに……

　女はみんな魔女だと思う。

　特に、妹のような顔をしてそばに来て、いきなり女の顔を見せる子は──男を困らせる、最上級の魔女だと思う。

　思い当たる顔を頭に浮かべ、未来は小さくため息をついた。



　貴美子が帰った後。

　未来は新しく自室となった部屋のベッドに寝転がり、天井を眺めていた。

　手には、ある手紙を握っていた。

　その手紙はたった一言──「たすけて。魔女の妹より」と書いてあった。

　正直に言うと、未来はこの学園に来ることを迷っていた。

　男でありながら魔術が使える特別性と、魔女を護まもるという使命。未来にしかない特別な理由があったとしても、舞台は女子校なのだ。そう簡単に、飛び込んでいけるような場所ではない。父に言われてもしばらくの間、未来は悩んでいた。

　そんな未来の背中を最後に押したのが、「たすけて」と書かれたこの手紙だった。

　もしも、この手紙を出したのが──あの妹たちだったとしたら。

　家で延々と心配し続けるよりも、実際にこの子を見つけ出し、助けてあげたほうがいい。

　そう思ったから、未来はこの学園に行くことを決めたのだった。

　入学準備が整っても決断できなかった頃に、この手紙が届いたんだよな。差出人の名前は魔女の妹で、身元を明かすようなことはどこにも書いてない。普通に考えたら、悪戯いたずらってことになるんだろうけど……

　考えたところで、答えが出ないのはわかっていた。だけど、どうしても心に引っかかるものがあるから、無意味だとわかっていても、未来は思いを巡らせていた。

　考えても仕方ないのはわかってるんだけど……今も、この子が俺に助けを求めてるんだとしたら……………いや、やっぱり、考えても仕方ないか。そんなことよりも、明日は俺の初登校になるんだから、ちゃんと準備しておかないとな。何事も初めが肝心で……………明日は、永と遠わの奴やつとも会う約束をしてるんだから。

　永遠のことを考えると、何とも言えない不思議な気分になった。

　永遠の奴、ちゃんとやってんのかな。エリートが集まる北エリアなんて、偉そうな所の所属になって……寮生活とかもちゃんとやれてんのか？　周りのために無理する奴だから、色々と苦労もしてるだろうし……まさか、それを苦にして助けてなんて手紙を送ってきたんじゃ……いや、それはないか。永遠はそんな回りくどいやり方をするような奴じゃない。あいつの場合はもっと、素す直なおじゃないくせしてわかりやすい感じで甘えてきて、妹のくせしてそこらの女の子よりも、たまにだけど可愛かわいらしい姿を見せてきて、その度に俺を何か、困った感じの気持ちにさせて……

　決して認めることはないが、未み来きは結構なレベルのシスコンだ。たまに可愛らしいところを見せる妹のことを考えたら、何とも言えないモヤモヤした気分になってきた。

　結局その後。

　考えなければいけないことは何も考えず、永遠という名前の妹のことばかり考えていた未来であった。





「御み堂どうといいます。男なのでまだ魔術は使えませんが、訓練次第で使えるようになるかもしれないということでこの学園にやってきました。色々と面倒をかけるかもしれませんが、よろしくお願いいたします」

　初登校の日。

　未来は学園内の教室で、新しくクラスメートとなる面々に対し、最初の挨あい拶さつをしていた。

　普通の学校と比べ、特に変わった様子はない教室。机に座り未来を見つめている生徒たちは、当然のように少女ばかりだ。

　そんな少女たちほぼ全員が──男である未来のことを、興味津々の目で見ていた。

　色めきたった少女たちの瞳。耳に口を寄せての囁ささやき話。

　授業という鎖がなければ、今すぐにでも未来に駆け寄ってきそうだ。

　未来は挨拶を済ませると、最後列に用意された自分の席へと移動した。

　席に着くと、手際よく一限目の授業が始まった。その間、誰一人として未来に話しかけることはない。だが、興味津々に男子を見つめる女子高生の視線の雨は、止むことなく未来に降り注ぎ続けていた。

　皆が皆、集中した態度で前方の黒板を見つめている──フリをしているだけで、本音としては、一刻も早く未来に話しかけたいといった感じだった。

　何か……みんなの気合が凄すごいな。確かに、俺が男子校の生徒で、そこに女の子が転校してきたと思えば、この子たちの気持ちもわかるんだけど……

　果たしてその気合が、良い方に転がるのだろうか？

　少女たちの好奇心と気合の中。未み来きは、檻おりに入れられたウサギのような気分で、今後の心配をしていた。



　そうこうしているうちに、最初の授業が終わる。初めて迎える休み時間をどう過ごすか。未来にとって最初の試練とも呼べる時間がやってきた。

　さてと、普通に考えたら、誰かに話しかけて友人の一人でも作ろうってところなんだけど……大丈夫かな？　俺から話しかけて、変な空気になったりしないよな？

　未来と女生徒。お互いにとって初めての休み時間。

　先程までとは違い、自由を与えられたからこそ生まれる緊張感が、教室を包んでいた。

　えーい。もう、なるようになれ。

　未来は覚かく悟ごを決め、とりあえず隣の席の子に話しかけることにした。

「あ、あのさ」

　声をかけようとした瞬間。少女はおもむろに席を立った。

　あ、やばい。やっぱり警けい戒かいしてるのかな？　と、思った未来であったが、現実は違った。

「ねえ、チラシにお兄ちゃんって呼ばれるのが好きだって書かれてたけど、あれって本当のことなの？」

「え？　え？　え？」

　興味津々の顔を突きつけるようにして、隣の席の少女はそんなことを聞いてきた。

　未来がいきなりの質問に面食らっていると、今度は違う席の少女が、席を立って未来のほうへとやってきた。

「ずるいっ。話しかけるときはみんなで一緒にって約束したじゃないっ」

　それがきっかけとなり、クラス中の少女たちが席を立ち、未来の下へとやってくる。

「ねえねえ。お兄ちゃんって呼ばれるのが好きってどういうことなの？　いわゆる、妹属性ってやつなの？」

「妹系の子にしか興味ないの？　同い年の女の子って、駄目？」

「これから御み堂どう君のことを何て呼んだらいいの？　御堂君がそうしてほしいって言うんだったら、お兄ちゃんって呼んであげてもいいよ」

「お兄ちゃんって、どんな子が好みなの？　ここって女の子ばっかりだから、男の子の好みとか全然わからないんだ。だから教えてよ。代わりにお兄ちゃんって呼んであげるからさぁ」

「ねえお兄ちゃん。今度みんなで遊びに行こうよ。そのほうがすぐにみんなと仲良くなれるからさ。ね？」

　少女たちはワイワイと楽しそうな雰囲気を発しながら、矢継ぎ早に、色んな質問を未み来きにしてきた。

　緊張感の虜とりことなっていた未来であったが、一瞬でクラスの人気者へと昇しよう格かくした。

　みんなからの質問を、未来は戸惑いつつも一つ一つ答えていく。ただそれだけのことで、少女たちは未来に対して親しみの瞳を向けるようになった。

　これは……嬉うれしい誤算ってやつだな。相手が魔女ってことで色々と心配してたけど……何だ。普通の女の子たちと全然変わらないじゃないか。

　兵器の代役というレッテルを貼られているが、魔女は兵器ではない。魔術を使う女性として、国に育てられているというだけの話だ。

　普通の少女のように、男の子に対して興味を持つのは、ある意味当然のことだといえた。

　多くの女の子たちに囲まれ、好意の目を向けられている。この状況で幸せを感じない男などいない。

　未来も例外ではなく、段々と気分が良くなってきた。

　女の子に質問攻めされるのって、案外悪いもんじゃないな……ちょっと、お兄ちゃん関係の質問が多いってのが、気になるところではあるが……まあ、それも別に気にしなきゃいいだけのことだし。

　貴き美み子こが言っていた「お兄ちゃんがやってくるぞの計」。あれの効果もあったのだろうか。未来は意外なほどに皆に興味をもたれ、受け入れられていた。

　こんな場合じゃないわけなんだけど、やっぱり、女の子に囲まれるのって気持ちいいな。このまま、もう少しだけこの感じを楽しんでも罰は当たらないだろうから、もう少しだけこの空気を楽しんで…………………って、何だ？　この強烈な殺さつ気きは。

　恐る恐る、未来は取り囲む少女たちの隙すき間まから、出入口の様子を窺った。

　そこに居たのは──氷よりも冷たい気配を発し、ナイフのように鋭い視線でこちらを見ている純じゆんであった。

「……」

　未来と目が合うと、純は何も言わず立ち去っていった。

　背中を向けたらいきなりナイフで刺されそうな殺気が、身震いしそうなほど怖かった。

「あれ？　どうしたの？　顔色が悪いよ」

　未来を取り囲んでいる少女の一人が、そんなことを言ってくる。

　未来は冷や汗をかきながら、「何でもないよ」と答えることしかできなかった。





　多分純は、転校初日の俺が困ってないか、様子を見に来てくれたんだろうな。残念ながら、目撃されたのは最悪の状況だったわけだけど……次に会ったとき、まずは言い訳をしないといけないのか。ほんと、純じゆんって可愛かわいいんだけど、扱いが大変な奴やつ。

　昼休みになると、未み来きは人気のない校舎裏で休み時間のことを思い出していた。女の子に囲まれていい気になっていた自分を見つめる妹の目。思い出すと、今でも汗が出てくる。

　純……極度のやきもち妬やきでなければ、完璧な妹なのに……

　妹が持つ残念な欠点を思い、ため息をつく未来だった。

　未来がここにいるのは、ある少女との待ち合わせのためだった。

　その少女とは、未来のもう一人の妹。純に負けず劣らず未来を困らせる、セミロングの妹である。

　この学園に限ったことではないが、昼休みは長いようで短い。早く来てくれないと、大した話すらできなくなる。

　永と遠わの奴、まだ来ないのか？

　未来がちょっとした焦りを覚えた頃。聞きなれた妹の声が聞こえた。

「お兄っ」

　肩まで伸びた髪と、意志の強そうな瞳。スラッと引き締まった体は、女性としての魅み力りよくを備え始めている。スカートからのぞく脚は健康的で、色気こそ少ないが、人を惹ひきつける魅力にあふれていた。

「ごめん。ちょっと遅れちゃった」

　息を切らせ駆けつけると、永遠は両手を合わせ未来に謝った。

　その顔が可愛く見えたから、未来は「可愛いなんて思ってない」と自分に言い聞かせた。

「お前から呼び出しておいて遅れてくるってのは、どういうことだよ？」

　先制攻撃で萌もえさせられた未来は、わざと強気な態度で永遠に接した。永遠は「なに怒ってるの？」といった、軽い感じで未来に応えた。

「いいじゃない別に。こっちはこっちで、色んな障害を越えてお兄に会いに来たわけなんだから。来てあげただけでも有難く思ってよね」

　謝ることなく、永遠は未来以上に強気な態度を見せる。

　未来は思った。

　こいつ、全く変わってないなと。

「そもそも、呼び出す必要なんかあったのか？　話があるんだったら、純みたいに俺に会いにくればよかっただろ？　それをわざわざ、昼休みの校舎裏に呼び出して……誰かに見られて誤解されても知らねえぞ」

「むっ。せっかくに会いに来てあげたのに、そんな意地悪なこと言わなくてもいいじゃない。あれは、純に花を持たせてあげて、二人っきりにしてあげたわけなんだから……あたしだってまあ、お兄とは会いたいなって思ってたんだよ」

　不ふ機き嫌げんな顔をしつつも、永と遠わは恥ずかしげに顔を逸そらした。その素す直なおじゃない態度に、未み来きの鼓こ動どうはドキッと反応した。

「そ、そういえば……貴き美み子こにはもう会ったか？　あいつは、俺のことを宣伝したアホなチラシをばら撒まいてたみたいだけど……妹として、何か面倒なことにはならなかったか？」

　父親の繋つながりで知り合ったということは、当然、妹である永遠も、貴美子とは旧知の仲だということだ。

　貴美子のお調子者ぶりを知っている永遠は、呆あきれたような態度で答えた。

「その点だったら大丈夫よ。そういうのは全部、あたしじゃなくて貴美ちゃん自身に跳はね返ってたみたいだから」

「跳ね返った？　どんな風に？」

「学園を無闇に騒がしたってことで、三年の偉い人たちに怒られてた。でも本人は全然気にしてない様子で……楽しそうな顔してたわよ」

「へ、へぇ……そうか。やっぱり変わってるな、あいつは……」

　嫌だなぁ。そんな子に面倒見られてるなんて……今から親父おやじに言って、何とか変えてもらえないもんだろうか。

　不安になる未来だったが、運命として受け入れるしかなかった。

「それよりさ、お兄……ちょっと、言いたいことがあるんだけど」

　急に態度を変え、しおらしい姿を見せる永遠。

　あ、やばい。この態度、ちょっと可愛かわいいかもしれない……

　そんなことを思いかけた未来は、眼前に小さな花びらのようなものが舞っているのに気づいた。

　うん？　何だこのきれいなものは？

　軽い気持ちで、未来が赤い花びらに触れる。

　するとそれは──龍りゆうのような火柱になって空へと駆け上がっていった。

「ぎゃーあ！　燃やされるッ！　何だよ。言いたいことがあるとか言って、いきなり人を燃やそうとしてんじゃねえよ！」

　顔を上げた永遠は、未来と視線を合わせない。ただ、つまらなそうに呟つぶやいた。

「純じゆんに聞いたの。お兄が、クラスの女の子に囲まれてデレデレしてたって。お兄がそんな姿を見せると、妹であるあたしが迷惑なの……だから、だから……お仕置きしてあげただけだもん」

　そう言うと、永遠はプンッと唇を尖とがらせ、そっぽを向いてしまった。

　な、何がお仕置きだ。どこの世界にお仕置きで、火柱をプレゼントする妹がいるんだよ……それより、プンッて拗すねながらそっぽを向くって……ちきしょう。ちょっと、可愛かったかも……

　燃やされかけたにもかかわらず、不覚にも、萌もえてしまった未み来きであった。

「それよりお兄。お兄は本当に、何しにこの学校に来たの？」

「な、何しにって……それはお前」

「たすけて」と書かれた手紙を読んでから、ずっと二人の妹のことが心配だった。だから、特別な立場を利用して二人の様子を探りに来た──それが本音だが、恥ずかしいからそのことは口にしたくない。

「俺も、魔術を使う才能があったから、特別に入学を許可されたんだよ」

　なので本音を隠し、特別な立場についてだけ、説明することにした。

「そうなの？　今までそんな話は一度も聞いたことないけど……じゃあ、お兄も魔石を持ってるの？」

「うん？　魔石だったら、持ってないけど」

「うそ？　魔石がないと、普通は魔術が使えないはずなのに」

　突如として、永と遠わは自分の服の襟えり元もとを引っ張り、その中に自らの手を突っ込んだ。

　条件反射的に、未来は永遠の胸元をのぞき込もうとしてしまった。

「も、もうっ。覗のぞかないでよ、お兄のばか」

「だ、誰が覗くかッ！」

　警けい戒かい心剥むき出だしの顔で未来を見つめつつ、永遠が胸元から取り出したのは、ティアドロップ型の真っ赤な宝石であった。

「お兄は見たことがあったっけ？　これが、魔女の魔ま力りよくを増幅する鉱石──魔石よ。魔女としての才能がある子がこれを持ってれば、それだけで魔術が使えるようになるの。中には、魔石なしでも魔術が使える優秀な魔女がいるけど……そういう人が魔石を身につけたら、使う魔術の威力が数倍に跳はね上がるの」

「ああ。それだったら見たことあるよ。入学前に特別に与えられたってことで、お前、しばらく身につけてただろ？」

「そうよ。そしてあたしは、この魔石を正式に貰もらったことで──」

　風を切り裂くように、永遠は自分の右腕を大きく振るった。

　右腕を追いかけるのは赤い炎ほのお。まるで、永遠の性格をそのまま表したかのような、強さと熱さを持つ紅ぐ蓮れんの炎が永遠の右腕から生まれ、大気を灼やいて消えていった。

　それを見た未来の右腕が、わずかに疼うずいた。

「『紅蓮の赤フレイムレツド』。炎を操る精霊系の魔術よ。お兄には過去に一度だけ見せてるから、どういうものかはわかるでしょ？」

「ああ。それで俺は鼻を焼かれそうになったんだよな」

「鼻を焼かれそうになったって……」

　きっと、キスのことを思い出しているのだろう。

　急に、永と遠わは顔を赤くし、困った顔でうつむいてしまった。

「変なこと思い出させないでよ。バカお兄……」

　か、可愛かわいい……

　そんな妹の姿を直ちよく視しした未み来きのほうも、興奮して思考が止まってしまう始末であった。

「と、とにかく、入学したてのあたしでもこれくらいのことが出来るくらい、魔女っていうのは特別な存在なの。そんな所に、お兄みたいなチャランポランな変へん態たいが来たら、問題が起こるに決まってるじゃない。だからそうなる前に、お兄はこの学校を辞めて家に帰ったほうがいいわよ」

　誰がチャランポランな変態だ。

　激しく異議がある一言があったが、声を荒らげて反論する気にはならなかった。

　理由は、心配してくれている永遠の気持ちがわかったからだ。

　逆の立場だったら、同じように未来は永遠のことを心配する。だから容易にその気持ちを理解することができ、それが、永遠に対する愛情の念へと変わった。

　永遠の奴やつ。そんな風に俺のことを心配してくれて……それにしては、何度か焼き殺されそうな場面があったような気がするが……まあ、それも永遠の気持ちだと思えば、まんざら悪い気はしないが。

「とまあ、あたしの言いたいことはそれくらいだから。妹の有難い忠告はこれくらいにしておいてあげる」

　忠告を終えると、永遠は偉そうに胸を張った。

　一緒に暮らしていた頃のようなやり取りをしたことで、久しぶりだという独特の軽い緊張感がなくなる。するとなぜか、永遠はつまらなそうに唇を尖とがらせ、照れくさそうな仕し草ぐさを見せ始めた。

「あ、あのさ。お兄。お兄って……自分の癖、知ってる？」

「癖？　そりゃまあ、癖の一つや二つ、俺にもあるだろうけど……」

　頭に浮かんだのは、寝ぼけて人を抱きしめるというあの癖だった。もしかしたらその癖について、永遠に何か文句を言われるのかもしれない。

　永遠が何を考えてるのかわからないから、俺のほうからあの癖の話をするのは、やめておいたほうが無難だろうな……よし。ここはとぼけて様子を窺うことにするか。

「いきなり言われても、すぐには思いつかないな。で、それがどうしたんだ？」

「ふーん。そうなんだ。お兄はあのこと、覚えてないんだ。それじゃあ……特別に教えてあげてもいいけど」

　未来の顔と胸に対し、永遠は交互に視線を送ってくる。恥ずかしながらも積極的にそうする姿は、何かを期待しているようだった。

「え、ええっと。今日はそれで責任を取ってもらおうと思って、お兄をここに呼び出したわけなんだけど……」

　恥ずかしさと緊張感が同居している永と遠わの顔は、妹とは思えないくらい色っぽい。それを見た未来の体も、永遠と同じように緊張していく。

　永遠の奴やつ、何を言う気だ？　らしくない、色っぽい顔見せやがって……くそっ。俺のほうが緊張してきた。

　そんな息苦しいほどの緊張感に耐え切れなくなったのか。永遠は急にいつもの顔に戻ると、何事もなかったかのように話し始めた。

「ね、ねえ……久しぶりに会った純じゆんって、どうだった？」

　そして、そんな何でもない質問をぶつけてくる。

「どうだったって……別に、いつもどおりだったよ。素す直なおで大人しくて気が利いて……あいつがどんな奴かなんて、お前もよく知ってるだろ？」

「うん。それは……よく知ってるけど。何だか、お兄がこの学校に来るって聞かされてから、ちょっといつもと違うかなって思っちゃって」

「どう違うんだよ？」

「お兄が何しにこの学校に来るのかとか、お父さんに聞いて熱心に調べてたみたい……そうやって積極的に行動するなんて、純らしくないでしょ。純はもっと頭が良くてしっかりしてて、最終的にちょっと自分が得をするように動く子だから……そうやって熱心に行動するのは、違い和わ感かんがあるかなって思っちゃって」

「おいおい。純をズル賢い奴みたいに言うなよ。そりゃまあ確かに……ちゃっかりしてる部分はあるけど」

「ズル賢いなんて思ってないわよっ。ただちょっと……お兄関係のことになると、他の子よりも執しゆう念ねん深くなるかなって思ってるだけよ」

「執念深いって……純に対してそんな言葉……………」

　あながち間違いと言い切れない。フォローしようと思って開いた口だが、二の句が出てくることはなかった。

「ほら、お兄だってそう思ってるんでしょ。だからちゃんと純を大切にしてあげてよね。それでなくても、女の子ばっかりって環境なんだから……純のやきもちが大爆発して、鬱うつ々うつとした展開になっても知らないんだから」

「それはまあ、充分に注意してるつもりだけど……」

　クラスの女子に囲まれ、デレデレしてるところを見られてしまった。

　大丈夫だろうか？　あれが、鬱展開のフラグになっていないことを祈るばかりだ。

「きっと純は、お兄が自分のためにこの学校に来てくれたって思いたいのよ。だから熱心に、お兄がここに来た理由を探ろうとして……良かったね。純みたいに可愛かわいい子に愛されてて。やっぱり、男の子はああいう子が好きなんでしょ？　素直で大人しくて優しい子……いいな。あたしも、純じゆんみたいな子に生まれたかったな」

　そう言った永と遠わは、ほんの少しだけ拗すねているようだった。

　自分が口にしたセリフで怒るのはやめてほしいが、それが永遠という少女なのだ。

「あー。別に、みんながそうってわけじゃないだろ。中にはやっぱり、気が強くてわがままな奴やつが好きって男もいるだろうし……」

「お兄はどうなの？」

　答えにくい質問だったが、妹のためだから仕方がない。

「俺は……気の強い子も……好きだけど……」

　その言葉を聞くと、永遠は心の底から嬉うれしそうな顔をし、満足げに笑ってみせた。そしてからかうような態度で、未み来きに近づいてくる。

「へぇ。そうなんだぁ。お兄は、気の強い女の子も好きなんだ……ふふ。色んな好みを持ってる変へん態たいなお兄だけど、兄妹だから特別に許してあげるね」

「はぁ。そりゃどうもありがとう……」

　呆あきれた態度で答えながら、未来はふと思った。

　結局永遠は何のために、こんな所に俺を呼び出したんだろう？

「なあ、永遠。お前はこういう話がしたくて、俺を呼び出したのか？　だったら別に、こんな忙せわしない時間じゃなくてもよかったんじゃないのか？」

「ふぇ？　そ、それはまあ、お兄の言うとおりなんだけど……」

　再び、永遠があの緊張感をまとい始めた。

　未来の顔と胸を交互に見つめる。恥ずかしさを隠しながらそうやっている姿は、見れば見るほど魅み力りよく的に思えてきた。

「な、何だよ……言いたことがあるんだったら、早く……」

「う、うん。だったら、言うけど……あたし、慣れない寮生活でちょっとストレスが溜まっちゃったんだ。だから、ストレス解消に付き合ってほしくて……………」

　決意を固めた顔で、永遠は未来のことを見つめた。

　一気に高まる緊張感。

　未来が身構えた瞬間──数名の気配が、こちらに近づいてきていることに気づいた。

　気づいたのは二人同時。よく聞くと、数名の気配は永遠の名前を呼んでいる。

　どうやら友人たちが、永遠のことを捜しているようだ。

　名前を呼びながら近づいてくる永遠の友人たち。このままでは、誰かがここに来るのは時間の問題だろう。

「どうしよう……友達が、あたしのこと捜してるみたい。相手がお兄だから見られても平気だけど、こんな場所だと、やっぱり不自然だし……」

　どうしたらいいかわからず、永遠はオロオロしていた。

　どうやら、妹との秘密の時間はここまでのようだ。面倒なことになる前に、解散したほうがお互いのためだ。

「永と遠わ。友達が捜してるみたいだから、行ったらどうだ？　別に今日じゃなくても、その気になればまたいつでも会えるだろ」

「それはまあ、そうなんだけど……」

「まだ一緒にいたいよ……」そんな顔を見せる永遠だったが、やがて決断したようだ。

　しょうがないといった感じで軽くため息をつくと、永遠はいつもの意志の強そうな顔に戻った。そして友人たちの下へ向かおうとするのだが……別れ際、永遠は未み来きの下へと駆け寄り、顔を近づけ耳元で小さく囁ささやいてきた。

「放課後。一時間くらい経たった頃、ここで待ってるから。お兄一人で来てよね」

　それだけを伝えると、永遠は未来の顔を見ることなく立ち去っていった。

　放課後、か。まあ普通に考えると、今の話の続きってことなんだろうけど……

　正直、永遠は何を考えているのか、よくわからないところがある。

　とにかく、焼き殺されないように気をつけよう。そう、未来は思うしかなかった。





　それから放課後になり、未来は一人、教室で夕日を眺めていた。

　教室に差し込むオレンジ色の光。ごく普通の学校と同じように、窓の外から女生徒の声が聞こえてくる。

　一人で椅子に座って外を見つめながら、未来は今日一日のことを考えていた。

　思ってたより、普通の感じだったな。女子校にやって来た唯一の男に興味もって、チラチラ見たり噂うわさ話ばなししたり。兵器の代役って言われてるくらいだから、もう少し冷たい感じで、堅苦しい子ばっかりだろうって思ってたけど……魔女って呼ばれてても、中身は普通の女子高生なんだな。あんな感じだったら、そんなに気負わなくてもやっていけそうだな。

　まだ一日しか経ってないが、何となく、この学園の雰囲気がわかったような気がする。

　兵器の代役と呼ばれる魔女であっても、中身はあくまでも普通の女子高生だ。男子に興味があれば、無む駄だ話だってする。

　基本的には、普通の女の子だと思って接すれば、何の問題もなく学園生活を送れそうだ。

　となると、俺はこの学園唯一の男子として、これから先も今日みたいな特別扱いをしてもらえるってわけか。そう思うと、やっぱり男としては嬉うれしいわけなんだけど……

　二人の妹のことを考えると、途端に背筋が寒くなってきた。

　──調子に乗ったら痛い目に遭う。

　そんな世間の常識を、未来は戒めとして心に刻むのであった。

　考えに区切りをつけると、未来は時計を眺めた。感傷的になるのもいいが、妹との約束はちゃんと守らないといけない。

　時間的にはもう少し余裕があるが、どうしたもんかな。早く行ったところで、永と遠わはまだ来てないだろうし……そうだ。純じゆんの様子でも見に行ってみるか。休み時間のこともあるし……一言くらいはフォローを入れておいたほうがいいよな。

　もう一人の妹、純。

　色々とズレたところがある妹がこっちでどんな学園生活を送っているのか、兄として興味がある。時間潰しという意味もあり、未み来きは純の教室に行ってみることにした。

「お兄さん」

　廊下に出ると、誰かが未来に声をかけてきた。

　おっとりとした話し方に清せい楚そな立ち姿。若干なで肩気味なので、実際よりも小さな体格に見えた。

「純……奇遇だな。こんなタイミングで、お前に会えるとは思わなかったよ」

　会いたいと思っていた矢先に、純のほうから姿を現した。

　まるで、未来と会うために、待ち伏せでもしていたかのようだ。

「あの、実は、転校初日ということで、お兄さんが困っていないかと思い様子を窺いに来たのですが……なにぶん、違う学年のクラスですので、顔を出しにくくて」

「それで、俺が出てくるのを待ってたってわけか？」

「はい。遅いので、行き違いになったのではないかと心配してしまいました」

　一人で俺のことを待っててくれたなんて……純は本当に、わかりやすくストレートに、俺をキュンとした気持ちにさせる奴やつだよな。

「ですが……」

　うん？　何か急に、態度が変わったけど。

「お兄さんには、クラスメートの女性たちがいるから問題ありませんでしたね。私なんか必要ないでしょうから、顔を見ただけで失礼させてもらいます」

　そう言って、純は素っ気なく立ち去っていく。どうやら、やきもち状態は依然として継続中のようだ。

「おい、待てって純。ちゃんと俺の話を聞いて……あ、こらっ。すごい勢いで逃げるな」

　純を追いかけていって捕まえる。拗すねた態度でそっぽを向いている純をいつものようになだめ、やっとのことで、純のやきもち状態は解除されたのであった。

　その後。二人は話をするために、放課後の校内を並んで歩いていた。

　放課後になってからそれなりに時間が過ぎているとはいえ、校舎内には、意外なほどに人の気配がなかった。

「静かなもんだな。この学校って、放課後はいつもこんな感じなのか？」

「はい。島内にはショッピングモールがあり、遊ぶ場所は比較的多く存在します。それに、運動部のような活動をしている人もたくさんいらっしゃいますから……放課後になっても教室に残っている方となると、珍しいと思います」

　セリフが終わると、純じゆんは本当にさりげなく、未み来きの腕に体を寄せてきた。

　遠えん慮りよ気味に甘えてくる純の姿に、思わず鼻の下が伸びてしまう。

　あー。どうしたもんかな。前々から、純は二人っきりになると甘えてくるところがあったけど……こんなにも密着されると、さすがに照れるなぁ。それにしても、純って本当に肌が白いんだな。それに、抱きしめたら簡単に折れちゃいそうな体で……本当、護まもってやらなきゃって気持ちになるんだよな。

　無ぶ様ざまをむき出しにした顔で未来が照れていると、可愛かわいい妹が追い打ちをかけてきた。

「お兄さん。あの、ひとつお願いがあるのですが？」

「うん？　何だね。遠慮なく言ってごらんなさい」

　プロの女性にデレデレしている馬鹿社長の顔をして、未来はそう言った。

「手を……繋つないでもよろしいですか？」

「て、手を繋ぐ？　ま、まあ、誰かが来たら離すってことだったら、別にいいけど」

「そうですか。でしたら、お言葉に甘えさせていただきます」

　小さな声でそう言うと、純はゆっくりと未来の手を握ってきた。

　その手の平が柔らかくて温かい。相手が妹とはいえ、女性にしかできない直接攻撃に、未来の心は浮き足立ってしまう。

　うわ……そういや、純とこうやって手を繋ぐのは久しぶりなような気がするが……こいつの手って、こんなにも柔らかくてモチモチしてたんだ。やばいぞこれは。こんなにも触れてる感触がいいと……………

　断言できる。こんな肌で抱きつかれたら、どんな男でも頭がおかしくなると。

「ど、どうしたんだよ純。今日は何か、普段よりも積極的……じゃなくて、甘えてくる感じだけど」

「いえ……お兄さんと会うのは久しぶりだと思ったら、どうしても我が慢まんできなくて」

「我慢できないってそんな……そういうことは、あんまり言うもんじゃなくて……」

　妹の猛攻に、兄はそこそこグロッキー状態になっていた。

「お兄さん。もう少し、体を寄せてもいいですか？」

「え？　ま、まあ、少しくらいなら」

　許可をもらった純は、遠慮することなく体を腕に密着させてきた。

　明らかに他とは違っている柔らかさが腕に触れ、未来の体温は一気に上がった。

「お兄さん……本当に、お会いしたかったです。お父さんから、この学園にお兄さんが来ることになったと聞かされて、私は、とても嬉うれしかったです。この学園に入学した時から、私はもうお兄さんには会えないと思っていましたから」

「もう会えないって、そんな大げさな──」

　言葉にした瞬間、それが大げさではないことを思い出した。

　純じゆんは、『神かん薙なぎ研究所』出身の少女で、その寿命は長くない。大げさではなく、卒業まで命がもたない可能性があるのだ。

　純がこの学園に通うことを決めたのは、そんな短い人生の中でも、自分が生まれてきた意味を見つけ出したいからであった。

　一見すると、か弱く儚はかないように見える純だが、本質はしっかりしている。

　姓を、御み堂どうではなく影かげ村むらのままにしているのも、過去を受け入れ、自分をちゃんと持っていたいからという理由で──運命に流されることなく、純は自分の意思で生きていた。

　……あー。何デレデレしてるんだ？　俺は。俺はここにイチャつきに来たわけじゃねえだろ。俺は、兄としてこいつらが心配だったから、ここに来たはずなのに……

　どうしようもなく無む性しように、純のことが愛いとしくなって抱きしめたくなった。だけど恋人ではなくお兄さんだから、そこはきちんと我が慢まんした。

「そうだ、純。お前に聞きたいことがあったんだけど……お前、俺に手紙を出したりとかしたか？」

「手紙……ですか？　それでしたら、特に心当たりはありませんが……それが何か？」

「あ、ううん。別に大したことじゃないから、気にしないでくれ」

　一応ということで純にそれを尋ねたのだが、答えは、予想通りのものだった。

　少し返事に間があったような気もするが、いきなりの質問に戸惑っただけだろう。

　そうか。やっぱり、純からの手紙じゃなかったか。そうだよな。永と遠わと純は同じ家に住んでた家族なんだから、あらためて手紙を出す必要なんてないもんな。となると、あの手紙は誰が出したものなんだってことになるが……

「お兄さん。何か心配事でも？」

　考え事でぼうっとしていた未み来きを心配し、純が声をかけてくる。「何でもないよ」と答え、おもむろに見つめた純の小さな顔が、不意にもの凄すごく可愛かわいく見えた。

　気を抜くと、お兄さんから男になってしまいそうな気がする。

　小さくて白い、整った顔。瞳は丸く、いつもどことなく潤うるんでいる。髪の毛は影のように黒く、サラサラで長い。触れている肌の手触りは最高としか言いようがなく、気を抜くとすぐに意識を持っていかれた。

　なで肩気味な体を更に小さくさせて、純は未来に擦り寄っている。

　その姿は、心の底から相手を慕したっているという気持ちに溢あふれていた。

「お兄さん。そういえば、前に聞いたときはきちんと教えてくれませんでしたが……お兄さんはどうして、この学園に転校されてきたのですか？　何か、誰にも言えないような理由があるのなら教えてください。私は……お兄さんに必要とされていたいですから」

　な、何て可愛かわいいことを言うんだ、こいつは……でも、駄目だ。よくわからない手紙の話をしても、純じゆんに無む駄だな心配をさせちまうだけだ。少なくとも詳細がわかるまでは、内緒にしとかないと。そりゃ確かに……本音の部分では、お前たちに会いたいと思ってたけど……そんなこと、恥ずかしくて言えるわけないよな。

　兄としての優しさ、プラス見み栄えから、純には余計なことを言わないことにした。

「大したことじゃないよ。前にも言ったとおり、俺には男なのに魔術が使えるかもしれない可能性があるってことで、特別に入学を許可されただけだから。純が心配してるような、物騒な話とかは何もないって」

　未み来きの言葉を、純は信じていないようだった。

　潤うるんだ瞳で、純は握っている未来の手を自分の頬ほおに添えた。

　おぉっ。やばい、どストライクで可愛い……

　瞳をとじ、祈るように未来の手に頬を合わせる純に、未来は素す直なおに慌ててしまった。

「お兄さん。私は、お兄さんが心配なんです。だから、一人で抱え込むようなことは──」

　心の中に、純の愛情が流れ込んでくる。

　もう少しで、未来は純の魅み力りよくに飲み込まれるところだった。

「あーっ。出たっ。あの人が噂うわさの、お兄ちゃんって呼ばれるのが好きな変へん態たいさんだ」

　そんな雰囲気を引き裂く、悲鳴にも似た声が響く。

　声の主は、貴き美み子こが撒まいたチラシを見て未来の存在を知った女生徒で、未来を見つけると大げさに騒ぎ始めた。

　その声が聞こえてからの純の反応は、それはもう速いなんてもんじゃなかった。

　頬に添えていた未来の手を、純は残像が残るくらいの速さで真下に放り捨てた。そして、同じく残像が残るくらいの速さで、足音も立てずに遠く離れていく。

「ぎゃぁーッッッ！　あがが……じゅ、純。な、なにも、肩が外れちゃうくらいの勢いで、俺の手を投げ捨てないでも……」

　天国から地獄とはまさにこのこと。手の平に拡ひろがるモチモチッとした最高の感触は、一転して肩の関節の痛みに変わった。

　興味本位で騒いでいた女生徒が近づいてくる。もうすでに、純の姿は近くにない。

　見ると、純は遠く離れた廊下の曲がり角まで場所を移していた。

　そして、「ハァ。それではさようなら、お兄さん」といった感じに、未来に向かって頭を下げる。肩を落として首を曲げ、ため息をつきながら前に進んだ純は、廊下の壁にゴツンと頭をぶつけていた。

「……」

　そのまま無言で、純はぶつけた箇所を手で押さえ、目の届かない場所へと消えていった。

　純じゆん……普段はしっかりしてて可愛かわいらしいのに、やきもちを妬やくと急に駄目になる俺の妹。

　去っていった妹を思い出し、未来はしみじみそう思った。

　その後は、興味本位で騒ぐ女生徒の相手をして、未み来きは適当に時間を潰した。



　昼休みに続き呼び出された、放課後の校舎裏。昼休みと同じように、人の気配は全く存在しない。

　どうやら、永と遠わはまだ来ていないらしい。

「永遠の奴やつは……まだ来てないのか。放課後の校舎裏で待ち合わせって、何考えてんだ。あいつは」

　未来は偉そうに腕を組み、永遠の気持ちを考え始めた。

　校舎裏という舞台と、放課後という時間。絶対とは言い切れないが、人が来る可能性はほぼゼロといっても過言ではない。

　それから導き出される答え。

　それは──永遠は、二人っきりになることを望んでいるということだ。

　二人っきり、か。永遠の目的はわからないが、こんな風に秘密で会うなんて……まるで、付き合ってることを秘密にしてるカップルみたいじゃねえか。

　そんなことを考えたら、急に緊張して体の筋が強こわばってきた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　相手は妹。それはわかっている。だけど、頬ほおとはいえキスをした仲だと思うと──

　な、何を考えてるんだ俺は……

　浮かびかけたアホな想像を、未み来きは頭を振ることでかき消した。

「お兄っ。お待たせっ」

　軽い調子でかけられた声に、一瞬ビクッとする。

　声がしたのは後ろからで、永と遠わは未来の視界に入ることなく、肩に両手を載せてきた。

「おっ。な、何だよいきなり。人を待たせといて、驚かせるようなことするなよ」

　文句を言いながら振り返ろうとするが、体が動いてくれない。永遠が両肩を押さえているため、振り返ることができなかった。

「おいこら。人の動きを封じて何のつもり──」

「だめっ。お願いお兄。動かないで」

　ドキッとするくらい甘い声だったので、未来は動けなくなってしまった。

「すぐに終わるから。そのまま……」

　そして甘い声のまま、体を寄せてくるのがわかる。永遠の胸が背中に当たったことで、未来の思考は一瞬にして壊れてしまいそうになった。

「おおおおい。ちょっと待てよ、おい。何をしようとしてるのかは知らないが、俺たちは兄妹なんだから……」

「大丈夫。すぐに終わらせるから」

　未来の制止を聞かず、永遠の体が近づいてくる。

　とととと、永遠の奴やつ……いつの間に、こんな風に積極的に……

　近づく体が密着し、女の子の温かさと柔らかさが未来に伝わってくる。

　その次の瞬間──

「いっけぇっ」

　永遠の腕が未来の首に絡みついてきて、死を連想させる勢いで絞めてきた。

「ぎゃぁぁッッ！　死ぬ、死ぬからやめてっ。ちょ、待って……何でこうなる？」

　永遠の腕を激しく叩たたき、ギブアップの意思を伝える。気が済むまで兄の首を絞めると、永遠は楽しそうな調子で未来から離れていった。

「うぇ、ごほ……馬鹿な。身内に殺されかけるとは……って、いきなり何をしやがる？」

　悪びれることなく、永遠は愛あい嬌きようたっぷりの笑顔で答えた。

「えへへ。だって、お兄の後ろ姿を見てたら、自然とそうしたくなっちゃったんだもん。世界中にいろんな女の子がいるんだろうけど、お兄にこういうことできるのはあたしだけなんだって思ったら……ちょっと、優越感が出てきちゃって」

　ちょっと照れた顔を見せながら、妹は嬉うれしそうにそんなことを言った。聞いた兄は、苦虫を噛かみ潰したような顔をするしかない。

　時間がなかったため、昼休みには見せなかった永と遠わの本当の顔。

　永遠は、愛情表現の一環として、暴ぼう力りよくを振るうところがある少女であった。

　甘えたいゲージが最大まで溜まると、もっと積極的な方法で甘えてくるのだが、そこまで溜まっていない時などは、こうやって暴力めいた行動で未み来きの注意を引こうとする。

　もちろん、二人だからこそやってくることで、他に誰かいるときは間違ってもこんなことはしない。

　本人にしてみれば、『好きな相手にだけ見せる甘え方』の一つなのだろうが、実際に暴力を振るわれるほうにしてみれば、勘弁して欲しい甘え方であった。

　そうだ……久しぶりなんで忘れかけていたが、こいつはそういう女だった。愛情表現と攻撃が、直結してるんだよな。

　絞められた首を撫なでながら、恨うらめしげな顔で永遠を見つめる。永遠はそんな負の感情を軽く受け流し、キレイな顔で未来に微笑ほほえみかけた。

「ねえ、お兄。スッキリしたついでに、何か話でもしようよ。二人っきりで会うのは久しぶりなんだからさ」

「話って言っても……特に興味を引くような話題なんかないぞ」

「何でもいいよ。お兄との話だったら、全部楽しいと思うから」

　ニコッと笑う永遠の顔に、照れてしまった。

　永遠が暴力的なスキンシップを好む最大の原因は、こういう笑顔を見せられたら簡単に許してしまう自分のせいではないのかと、未来は思った。



　それから二人は、数十分程度たわいのない話をした。それこそ、そこらにいる兄妹が自宅のリビングでするようなどうでもいい話ばかり。

　未来は、こんなことが楽しいのかと心配したが、永遠は終始楽しそうな顔を見せていた。

　そして、お別れの時間がやってくる。

「そんじゃ、話はこれくらいにしてそろそろ帰るけど……他に何か用事はあるか？」

「ううん。特にないから大丈夫だよ。ごめんねお兄。あたしのストレス解消に付き合ってもらって」

「いいよ。別にいつものことだし……第一、家にいた頃は毎日そうだったし」

「あはは。そうだったね」

　永遠は、心の底から楽しそうに笑った。

　その顔を見ていると、文句など言えるはずがない。話の流れで、二回ほど殴られて体の一部が痛いのだが……文句など、言えるわけがなかった。

　まったく。こいつは本当にわがままなんだから。俺だってここに遊びにきたわけじゃないのに、こんな風にストレス解消に付き合わされて……この間にとんでもない事件が起こったとしても、俺は知らないからな。

　心の中で不満を口にしたが、もちろん本心ではない。むしろ、永と遠わが元気で変わってないことがわかり、ちょっとホッとした気分であった。

「んじゃ、次に会うときまでは元気でいろよ」

　そんな、簡単な挨あい拶さつで別れようとする。未み来きが背中を向けると、永遠は一歩踏み出し近づいてきた。

「あ、待ってお兄」

「何だよ。首だったらもう絞めた──」

　完璧な不ふ意い打うちだった。

　全く予想してないタイミングで、永遠は未来の体に抱きついてきた。

「おおおおおおおおお、と、永遠。今度は何だ、いきなり……」

「……もうちょっとだけ、一緒にいたい。もうちょっとだけ、お兄とお話したい」

「も、もうちょっとって……そういうわがままは、お前……」

「だって……」

　背中に思いっきり顔を埋め、未来にしか聞こえない声で永遠は言った。

「久しぶりに会った……お兄なんだもん。本当は、昼休みにやろうと思ってたんだよ……でもあのときは、心の準備をするのに時間が掛かって、昼休みが終わっちゃったから……がまん、したんだよ……」

　バキューンと、未来の心臓は撃ち抜かれてしまった。

　と、永遠……妹、この野郎……こんな唐突なタイミングで、そんなことを言うなんて……

　永遠に気づかれないように一人、未来は動どう揺ようしまくっていた。

　ぎゅうっと、抱きしめる力が強くなる。

　永遠の体が持つ柔らかさと体温が、余すことなく未来の背中に伝わってきた。

「あのね……聞いて、お兄。あたしは、みんなを護まもれる優秀な魔女になりたくて、この学校に来たんだ。強くて優秀な魔女になって、困ってたり、辛い人がいたら助けてあげたいって思って、この学校に来たんだけど……たまに思うんだ。あたしには、そんな優秀な魔女になるような素質はないんじゃないかって。二年や三年の先輩には、あたしなんかよりずっと立派で強い魔女がいっぱいいて……どんなに頑張っても、絶対勝てないような気がするの。だけど、自分で決めたことだから、頑張らないといけないっていうのは、自分でもよくわかってて……」

「永遠」

「だからごめん。妹として……ちょっとだけ、甘えさせて。この学校でこんな風に甘えられるのは、お兄だけなんだもん」

　御み堂どう永と遠わという少女は、一言で言うと、優しくて真面目な少女だ。まあ、一部、例外的側面（兄に対する愛情表現が暴ぼう力りよく）があるが、基本的に、永遠は誰が相手でも優しい。

　父親が魔女に関する仕事をしているせいで、永遠は魔女に関する事件と、それに関する悲しい話を、一般人よりも多く知っていた。

　だからある種必然のように、永遠はみんなを護れる強い魔女になろうと思うようになった。その目的を叶かなえるために、永遠はこの学校に入学したのだ。

「一人で頑張ろうって思ってたんだけど……お兄が悪いんだよ。お兄が、男のくせしてこの学校に来たりなんかするから……甘えたく、なっちゃったんだもん」

　恥ずかしいと思う永遠の気持ちに比例するように、抱きしめる力が強くなる。

　体を締め付けるように絡みついてくる永遠の細腕は、頭がパーンと破裂しそうなくらい気持ちよかった。

　あああ、やばい……永遠が、すげえ可愛かわいく思える……甘えたくなっちゃったんだもんってお前……そんなの、照れるだろうが……

　動どう揺ようしまくった顔で困りつつも、未み来きは普段の永遠とのギャップに酔いしれていた。だが、すぐにスイッチを切り替え、兄としての心を取り戻す。

「と、永遠。まあ、家族と別れて寂しいって気持ちはわかるけど……お前が選んだことなんだから、頑張るしかないだろ。それに、別に帰る場所がなくなったってわけじゃないんだから、行けるところまで頑張ってみろよ」

「お兄……………うん。お兄だったら、そうやって励ましてくれると思ってた。あたし、お兄のそういうところが、結構好きだよ」

「好きって……お前、そんなのは……だ、駄目だろ」

　ストレートに好きと言われ、未来はドキドキしていた。

　思わず、妹だということを忘れ、抱きしめてあんなことやこんなことをしたくなる。そんな感じで幸せに酔っていた未来だったが、急に、抱きついている永遠の力の性質が変わり始めた。

「そういえば、お兄に聞きたいことがあったのを、ふと思い出したんだけど……」

「何だ？　何でも聞いてみろよ」

「白はく天てん院いん瑠る璃りさんって……お兄とどんな関係なの？」

「はくてんいんるり？　そんな子、俺は知らな────は！」

　よく見ると、抱きついている永遠の右腕が燃えていた。見た目だけで熱と攻撃力はない炎ほのおだが、嘘うそついたら焼き殺すと言わんばかりの迫力がある。

「知らない？　本当に？　あっちは、お兄のことを知ってて……あたしが妹だとわかると、お兄はどんな人なのか熱心に聞いてきたんだけど」

「いや、おい待てこら。そうやって炎で脅されても、俺は知らないものは知らないとしか答えられなくて……白はく天てん院いん瑠る璃りって名前も、今聞くのが初めてなくらいで……」

「本当？」

「本当です。だから、その炎ほのおを消してくれないと……僕は多分、燃えてしまうわけで……」

　炎が熱を伴ってきた。抱きしめられているから逃げ場がない。永と遠わがその気になれば、ここにお兄ちゃんの丸焼きが一つ出来上がってしまう。

「本当に知らないんだよ、白天院なんて子は。だから、ちょっと待て！」

　ぎゃぁッ！　燃やされるッ！　と、叫びそうになった瞬間、永遠は未み来きの体から離れていった。

「ふーん。その様子だったら、嘘うそはついてないみたいだけど………本当に知らないの？　『五ご帝てい』の一人で、『白はく銀ぎん帝てい』って呼ばれてる白天院さんを」

「五帝？　それは確か、魔女の中でも最強レベルに強い魔女の呼び方だったと思うけど」

「そうよ。数いる魔女の中でも別格と言われてる特別な存在で、白天院さんはその中でも、『白銀帝』って呼ばれてる、強力な力を持つ魔女なの」

「そんな子が、何で俺のことをお前に聞くんだよ？」

「そんなの知らないわよ。ただ、あっちはお兄のことを知ってるみたいで……どういう関係なのってあたしが聞いたら……世界で一番大切な人って、答えたから」

　そう言って、永遠はつまらなそうに唇を尖とがらせた。どうやらあの炎は、嫉妬という感情を原料に燃え上がっていたようだ。

「大切な人って言われてもな、それこそ、俺には心当たりなんて……あっ」

　頭に浮かんだのは、「たすけて」と書かれた、魔女の妹からの手紙だった。

　もしかするとあの手紙の送り主は──その、白天院瑠璃という少女かもしれない。

　となると今度は、どうして彼女が未来のことを知っているのかという疑問が生まれてくるが……

「……何よ？　何か、心当たりでもあるの？」

　猜さい疑ぎ心しん剥むき出だしの瞳で、永遠が睨にらんでくる。状況がはっきりせず、不確かなことが多いため、未来はとりあえず誤ご魔ま化かすことにした。

「いや、そういえば心当たりがあるような気がしたけど、あれは勘かん違ちがいだった。俺と白天院って子には何の関係もないから、お前は気にしなくても大丈夫だ」

「本当？　嘘だったら、逆エビ固めでお兄の背骨を折っちゃうからね」

「はは、折っちゃうってお前、そんな冗談……」

　冗談なんかじゃない。

　抱きしめる腕の強さが、大きな声で本気だと告げていた。

「ふーん。じゃあ、今回はそれで信じてあげるけど」

　まだ少し疑った感じの雰囲気を出しつつも、永遠は今まで以上に強く未来の体に抱きついてきた。

「あたしに変な誤解をさせた罰なんだから。もっとしっかり、甘えさせてよね」

「あ、甘えさせてって、お前。そんなこと……」

　ギュッと抱きつく妹のセリフが可愛かわいくて、未み来きは思わずふぬけた顔になってしまった。

　ああ……こんなところで無ぶ様ざまな顔を晒さらしてる場合じゃないんだけどな。いつにも増して甘えてくるってことは、永と遠わの奴やつも慣れない寮生活で相当ストレスが溜まってたんだろうな。まあ兄として、それに応えてやるのは当然のことなんだろうけど……あんまり可愛いところを見せて、俺を困らせるのはやめてくれないかな……

　普段が普段なだけに、甘えてくる姿が割増しで可愛く見えてしまう。意識する気はサラサラないのだが、ちょっとシスコンの気がある未来にしたら、気にせず無視しろというほうが無理な話だ。

「なあ、永遠。ストレス抱えてるっていうお前の事情はわかったけど、いい加減にしとかないと、誰かに見られたりでもしたら……」

「うるさいっ。妹が甘えてあげてるんだから、お兄は黙って周りを見張っててよ。久しぶりのお兄なんだもん。あたしが満足するまで、絶対に許してあげないんだから」

　言葉こそ荒いが、話し方自体はまんざらでもない様子。永遠は幸せ一杯といった感じで、未来に甘えていた。

　ハァ。こうなったら、永遠はしつこいんだよな……仕方ない。誰かに見つかって大事にならないように、俺は言われたとおりに辺りを見張って───────────

「大丈夫です、お兄さん。先程も言ったとおり、この学園は娯楽施設が充実してますから。放課後の校舎裏など、ほぼ間違いなく誰も来ません」

　淡々と述べる妹のすまし顔に、未来は青ざめ、凍りついてしまった。

「じゅ、純じゆんさん……こんなところで、一体何を？」

　何食わぬ顔で、突然現れた妹、純は答えた。

「いえ。大したことではありません。お兄さんが何かで困っているのであれば力をお貸ししようと思い、姿を現しただけですので」

「そ、そうなの？　んじゃ、ついでに聞くんだけど……いつ頃から俺のことを見守って？」

「それは黙もく秘ひさせていただきます。お兄さんにも、隠したい秘密というものがあると思いますから」

　くっ……この様子から察するに、純の奴、最初からずっと見てやがったな。

「ねえ。どうしたの？　お兄。あたしが甘えてるときは、ちゃんとこっちに集中して──えっ！　じゅっ、純っ！　何でここに？」

　呑のん気きに甘えていた永遠だったが、純の姿を見るやいなや態度が一変する。犯行現場を見られた泥どろ棒ぼうみたいに、わかりやすい顔で永遠はアタフタと慌てていた。

　一方で、純じゆんはいつものように落ち着き払った態度を見せている。

「こんにちは、永と遠わさん。お邪じや魔まになっては悪いと思い、遠くから様子を窺っていたのですが……」

「え？　邪魔って言われても、あたしは別に純を邪魔に思ったりなんか─────」

　口ではなく目線で、純は説明する。

　兄に思いっきり甘える妹の図。

　誰かがいたら、恥ずかしくてそんなことはできないだろう。

「あ、あのね……これは、その……ええっと……」

　慌てつつも冷静に、永遠は未み来きの体から離れていく。

「こほんっ」と、偉そうに咳せき払ばらいをすると、照れ隠しのために未来の体を思いっきり突き飛ばした。

「ふぎゃッ！　い、痛いじゃないか、この野郎……」

　突き飛ばされた未来は、哀れにも校舎の壁に顔面をぶつけたのであった。

「あはは。これはね、あの……久しぶりに会ったお兄だから、懐かしくてちょっとイジメてただけなんだ。別に、甘えてたとかじゃないのよ。あのままの体勢から、あたしとしてはバックドロップをするつもりだったんだけど、思ったよりもお兄が重くて……」

　そんな言い訳をすると、永遠は頭を掻かきながら照れくさそうに笑ってみせた。

　さっきまでの可愛かわいいことを言う妹はどこに行った？　お兄をイジメて、バックドロップをするだと……………危なかった。永遠にそれだけの腕力があったら、きっと照れ隠しのためだけに、俺は即そく死し級きゆうの威力の投げを喰くらっていただろうな。

　嫌な想像をして湧き出た汗を、そっと拭う未来だった。

　永遠の必死の言い訳を聞いても、純の表情は何一つ変わらない。いつもと同じすました顔で、淡々と話し始める。

「いえ、照れなくても大丈夫です。永遠さんの気持ちは、私にもよくわかりますから。久しぶりに会ったお兄さんが愛いとおしくて、思わず抱きついてしまったのですね？」

「い、愛おしくて抱きついたって……そんな、大人っぽい表現使わないでよ。純の、意地悪」

　そんな場合でないのはわかっているが、恥ずかしげに意地悪と言う永遠が可愛くて、未来はちょっと萌もえてしまった。

「……………」

　そんな未来を見つめる純の視線が怖かったので、未来は思わず背筋をビシッと伸ばしてしまった。

「……大丈夫です。私も、その点はよくわかっていますから。私は、永遠さんを問い詰めようと思って、姿を現したわけではありません。むしろその逆で、永遠さんのようなやり方があったのだと感心したから、姿を現したわけでして──」

「え？　あたしのようなやり方って……」

『口で説明するより、まずは実じつ践せん』と言わんばかりに、純じゆんはスタスタと未み来きに歩み寄ってきた。そしてそのまま──未来に喋しやべる暇を与えず、体を抱きしめてくる。

「いっ？　じゅ、純っ。何してるのよ、いきなり……」

　未来に抱きついたまま、純はいつもの調子で永と遠わに説明をする。

「お兄さんに対する想おもいを、これ以上明確に表現する方法は他にないと思います。そういう点では、永遠さんはさすがだと思います。普通でしたら、他の方の目が気になってこのようなことはできませんから。それを、こんな人気のない場所にお兄さんを呼び出して、実行なさるなんて……実行力がある永遠さんだからこそ、できることだと思います」

「え？　そうかな……実行力があるなんて褒められたら、ちょっと嬉うれしいような気が……って、そうじゃなくてっ、何で純がお兄に抱きつく必要があるのよ！」

　ごもっともな疑問。

　本来なら未来が最初に口にしなくてはいけない疑問なのだが、抱きついてくる純の柔らかさに酔いしれてしまい、それどころではない状態になってしまっていた。

　うーん。手を繋つないだときの感触も良かったが、抱きつかれたときの感触はまた別格というか……どうして女の子って、こんなにも柔らかくて気持ちいいんだろう？　いつか機会があれば、神様に会ってその理由を聞いてみたい………………はッ！

『何デレデレしてんのよっ、バカお兄！』

　永遠が向ける炎ほのおのような視線に、未来の煩悩は全て焼かれてしまう。そのまま体を焼かれては困ると、未来は正気を取り戻し純に尋ねる。

「そ、そうだぞ。純。永遠の行動の真意はともかくとして、お前まで抱きついて甘えてくることはないだろ？　いくら誰も来ないと言っても、俺たちは兄妹なわけで──」

「私も──」

　照れくさそうに未来の胸に顔を埋め、呟つぶやく姿は純らしくなかった。

「──お兄さんと、こういうことがしたかったですから」

　だけどそう言った姿が凄すさまじく可愛かわいかったから、もう、純らしさとかはどうでもよかった。

　きっと、隠れて覗のぞいているうちに、純は未来に抱きついている永遠を羨うらやましく思ったのだろう。優しく抱きつきつつも、純は「永遠さんには負けません」といった小さな気合を発していた。

　あっ、駄目だ。どうしよう。明日死ぬとしても、とりあえず純を抱きしめたい。じゃないと僕の頭はえらいこっちゃになってしまって、ただのアホになってしまうわけで……

　すでにただのアホになってしまっている未来。冷静さを取り戻せたのは、もう一人の妹の、大気を焼き尽くすような嫉妬の炎のおかげであった。

　ま、まずい。このままではいけない。かといって、この窮きゆう地ちを乗り越える妙みよう案あんが、このタイミングで思い浮かぶわけもなく……

「……永と遠わさんも……ご一緒にどうぞ」

　激しく燃える妹と、焼き殺されると怯おびえている兄の間で、血の繋つながってない妹が小さく声を出した。

「お、おい。純。一体何を言っている？」

　未み来きを無視して、純じゆんのセリフは続く。

「誰かに見られる心配でしたら、不要です。その点は、私が責任を持って断言できますから。ですから、よろしかったら永遠さんもご一緒にどうぞ。そのほうが、お兄さんも喜ぶと思いますから」

「で、でも、一緒にって言われても……あたしは別に、純みたいに、お兄が大好きってわけじゃないんだから……」

「私の前で、変な意地は張らないでください。永遠さんからお兄さんを奪ったとなると、私のほうが心苦しいですから。そうなるくらいでしたら、私は永遠さんと一緒のほうがいいです。永遠さんもお兄さんも、私にとっては大切な家族ですから」

　家族という言葉が、一番胸に響いた。

　それは永遠も同じだったようで、拗すねた感じで唇を尖とがらせつつも、我が慢まんできないといった顔で未来を見つめている。

　だけど純の手前、永遠は素す直なおに抱きついてこない。甘えたがりの素を見せるのは、あくまでも、兄である未来に対してだけなのだ。

　永遠の中で反発する二つの気持ち。

　頬ほおを赤らめ、目を潤うるませ我慢する妹の姿は、おあずけを命令された子犬のようであった。

　こうなったら、永遠はもう自分の意思では動けない。

　ずっと我慢させるのも可哀かわい想そうなので、未来は言葉で永遠の背中を押してやることにした。

「あー。純もこう言ってるわけだから、お前も来いよ」

「来いって……そういうのは、お兄に命令されてするようなことじゃないんだから……」

「だぁー、もう。わかったよ。じゃあ、お願いするから来てくれ。お前に抱きつかれてないと寂しいから、俺のために抱きついてくれ」

　お、俺は一体何を言っているんだろう？　妹に向かって抱きついてくれって……何か、踏み外してはいけない一線を越えてしまったような気がする。

　そう思った未来であったが、それが妹である永遠のためになるのだから仕方ない。

「……へ、変なこと言わないでよ。変へん態たいバカお兄」

　頬を赤くした困り顔で、永遠はそう言った。

　そして恥ずかしそうに目を閉じて、永遠は未来に駆け寄ってくる。

「お兄がそう言ったから、仕方なく甘えてあげるんだから……勘かん違ちがいしないでよ。お兄にこんなことしてあげるのは、あたしか……純じゆんしかいないんだから。だからこれで我慢してよね。妹に抱きつかれるのが好きな……変態、バカお兄」

　そして純とは逆の背中に、永と遠わは抱きついてきた。

　体を埋めるように優しく抱きついてくる純と、絶対に離してやるもんかと強く抱きしめてくる永遠。

　同じ家で育ってきた同じ歳としの少女なのに、ここまで違うのは、もはや神しん秘ぴとしか言いようがなかった。

　そうか、わかった。急に、こいつら二人が可愛かわいくなったと思ってたけど……本当の原因は、俺のほうだったんだ。しばらく会えなかったことで、こいつら二人の本当の可愛さに──俺が気づいたんだ。昔からこういう面があったけど……近すぎたせいで、気がつかなかったんだな。

　離れていた一ヶ月という時間。それは本当に絶ぜつ妙みような長さだった。

　それより短いと、相手の魅み力りよくに気づけない。

　それより長いと、相手の魅力を忘れてしまう。

　相手の存在を愛いとしく思え、なおかつ、どうしようもなく会いたくなる時期。

　シスコンな兄と、会えなかった時間を埋めようとするかのように甘えてくる妹たち。

　困った。ああ本当に困った……過あやまちを犯したら、どうしよう。

　兄である未み来きは、言葉にならないほど困り果てるしかなかった。





　その後、二人の妹は仲良さそうに並んで帰っていった。

　未来のことでたまに張り合うことはあるが、永遠と純は文句のつけようがないほど仲が良い。家にいた頃は、永遠の愚痴を純が嫌な顔一つせず聞いているという場面を、よく見かけたものだ。

『明日、学校は休みだよね。だから、お昼過ぎぐらいにお兄の部屋に遊びに行くね』

　別れ際、永遠がそんなことを言っていた。それを純も聞いていたので、ほぼ間違いなく、純も遊びに来るだろう。

　根ね城じろとしている部屋に戻る。

　妹たちの猛攻を受けたせいで、心も体もクタクタであった。

「ただいま……………うぉっ」

　自室に戻ると、なぜか生首があった。

　正確に言えば、大きなダンボールで出来た箱から、首だけを出している貴き美み子こがいた。もちろん、そんなものがこの部屋にある理由はさっぱりわからない。

「な、何してるんだ？」

「見てわかりませんの？　お兄たんの帰りを、箱の中でお待ちしておりましたの。それで、お兄たんが帰ってきたら、箱から飛び出て驚かせようと思っていたのですが……あまりにも帰りが遅いから、虚むなしくなって首だけ出してたんでございますわよ」

「は、はぁ……そりゃまあ、申し訳ないことをしたもので」

「まったくですわ。男性の一人暮らしだから、食べる物にも不自由なされてると思い、せっかく食料を持参いたしましたのに……わたくしの愛情は見事にすっぽかされてしまいましたわ。どっこいしょっと」

　年配の方のような声を発しながら、貴き美み子こが箱から出てくる。

　服装は学校規定の制服。まともじゃない格好の貴美子しか見ていない未み来きとしては、中々に新鮮な姿だった。

　スカートから覗のぞくふくよかな脚と、着ている上着を押し上げる豊ほう満まんな胸。黙って突っ立っていれば、文句なしで見み蕩とれてしまう立ち姿。貴美子は、濡ぬれているかと錯さつ覚かくするほどに艶のある髪を、仰々しい態度でかきあげた。

「どっこいっしょって……女の子なんだから、もっと可愛かわいい表現があるだろ？　それより、食料を持ってきたって言ったけど？」

「それでしたら、そこにございますわ」

　貴美子が顎で指し示した先にあるのは、大きな皿の上に載った猫耳カチューシャであった。食料といって猫耳カチューシャを用意するところは、さすが貴美子としか言いようがない。

「ど、どう見ても、食べ物には見えないんですけど？」

「そんなのわたくしは知りませんわ。そのへんのことは、お兄たんの創そう意い工く夫ふうでどうにかしてくださいな」

「創意工夫でどうにかなるレベルじゃないだろ……」

「まあ、ブツブツと文句ばっかり。さっきから何ですの、その言い方は？　こんな時間までわたくしを待たせておきながら、いっちょ前に文句など言って。しかも、せっかく持参した食料を食えないだなんて暴言まで……」

　何か知らんが、貴美子が不ふ機き嫌げんになりつつある。未来は話題を変えるため、永と遠わに話を聞き、興味をもったあの少女のことを尋ねることにした。

「なぁ貴美子。ちょっと、聞きたいことがあるんだけど」

「何ですの？　犯罪的なまでに魅み力りよく的なわたくしのスリーサイズでしたら、上から九十…」

「誰がそんなことを知りたいと言った？　そんなことじゃなくて──『五ご帝てい』の一人の、白はく天てん院いん瑠る璃りっていう子のことが知りたいんだ」

「瑠璃さんのことですの？　それはまた、珍ちん獣じゆうに興味をお持ちになったことで……瑠璃さんでしたら、確か上が七十前後をウロウロしているような感じで……」

「バストのサイズから離れろ！　そうじゃなくて、魔女としての白はく天てん院いん瑠る璃りって子は、どんな子なのかって聞いてるんだよ。『五ご帝てい』の一人ってのは知ってるけど……人柄についてはあんまりよく知らないんだ。だから、知ってるんだったら教えてくれよ」

「あらあら。スーパー美少女であるわたくしには興味を抱かないくせして、瑠璃さんのようなお胸ペッタンコには興味をもたれるなんて……女として、少々傷ついてしまいましたわ。まあそれでも、お尋ねになるのでしたらお答えいたしますが──」

　貴き美み子こはつまらなそうな顔をしながら、ベッドの上に腰を下ろした。そして、白くて艶があり、むっちりとしている脚を未み来きに向かって伸ばしながら、一言。

「代わりに、わたくしの脚を舐なめて忠ちゆう誠せい心しんを示してほしいですわ」

　と言ったので、未来は無言で貴美子の頭にチョップを落としてやった。

「いたいよぅ。殴られたよぅ」と、殴られた箇所を両手で押さえながらブツクサ言っている貴美子。未来がチョップの構えをすると、不満げな表情で質問に答え始めた。

「瑠璃さんでしたら、『白はく銀ぎん帝てい』と呼ばれる強力な力を持った魔女ですわ。性格は無ぶ愛あい想そうで冷れい淡たん。桃太郎さんと鬼退治に出かけたら、相手の子供を人質にとって、一族を三代にわたって皆殺しにするタイプの人間ですわ」

「そ、そんなに悪い奴やつなのか？」

「まあ、それはさすがに言い過ぎですが……無愛想なのは間違いありませんわ。親戚であるわたくしが言うのですから、間違いありませんわ」

「え？　親戚なのか？　お前らって。それだったら、性格とか知ってても不思議じゃないけど……」

　興味なさげに、貴美子はウェーブのかかった髪をかきあげた。どうやら、相手が自分以外の人間に興味をもっているのが面白くないようだ。

「といっても、そんな無愛想な性格になったのには理由があるわけなのですが……お兄たん。お兄たんはどうして、瑠璃さんが『五帝』の一人だと知っているのですか？」

「うん？　そりゃ、人に聞いて知ったんだけど」

「ではお聞きしますが、残りの四人のことはご存ぞん知じですの？」

「四人？　いや、そういえば、白天院瑠璃って子のこと以外は、誰が『五帝』なのかも知らないような気が……」

「そうでございましょうね。最強の力を持った『五帝』と呼ばれる魔女。その存在は、軍隊の最重要機密に匹ひつ敵てきするくらいの秘密として、一部の人間しか知らないようになっておりますわ。そうすることで、暗殺の危険性を回避すると共に、戦力の実態を隠し威圧を与えるようにしておりますの。ですが、瑠璃さんだけは例外的に、皆に知られるような存在になっている。それはなぜだとお思いになりますか？」

「それは……皆かい目もく見当もつかないけど」

　目を奪われるほど真面目な顔をして、貴き美み子こは言った。

「簡単なことですわ。過去に暗殺されかかって、有名になってしまったからですわ」

「暗殺……」

「爆弾を使った爆破テロのような感じで、瑠る璃りさんは両親と兄を何者かに殺されておりますわ。その事件のせいで、瑠璃さんは『五ご帝てい』の一人だということが知られ、有名になってしまいましたの。そしてその事件をきっかけに、無ぶ愛あい想そうで冷たい感じの性格になってしまったというわけですわ」

「爆弾を使って暗殺か……まさか、その犯人ってのは……」

　真しん剣けんな瞳で、貴美子が未み来きを見つめる。自意識過剰になっても仕方がないと思えるほどの美び貌ぼうのせいで、年よりも大人びて見えた。

「『神かん薙なぎ研究所』。そう、言われておりますわ。まあ、確たる証拠がなかったので、直接罪に問われることはありませんでしたが、わたくしは、ほぼ間違いなくそうだと思っておりますわ。それくらい、あそこの方々は常軌を逸しておりましたから」

　冷たい汗が背中を流れる。

　それと同時に、父親が『神薙研究所』を強く警けい戒かいしていた理由がわかった。

　純じゆんの過去に関わる場所。その闇は、想像していたものよりも深いようだ。

「まあ、瑠璃さんに関する話でしたらこれくらいですわ。他に聞きたいことがありましたら、わたくしではなく瑠璃さんご本人に尋ねることをお勧めいたしますわ。わたくしがどんなに賢くても、本人には勝てるわけがありませんから」

　そう言うと、貴美子は半ば強引にこの話題を終了させた。

　その態度には、「そんなことより私を見て」という欲よつ求きゆうが溢あふれ出ている。

「ねえ。そんなことよりも、お兄た～ん」

「な、何だよ。気持ち悪いな」

「せっかく、男性の部屋で二人っきりなわけなんですから……青春時代特とく有ゆうのトラブルでも体験いたしたいですわ」

「な、なに言ってんだ、お前？」

「たとえば、立ち上がるときにバランスを崩して相手の胸に飛び込んじゃうとか、落とし物を拾うときに手が触れて互いに頬ほおを赤らめるとか……せっかく男性がいるんですから、そんな、少女漫画のようなピュアな体験をいたしたいですわ」

　ぶりっ子を全開にし、腕を使って豊ほう満まんな胸を強調する。「うっふ～ん」と誘ゆう惑わくしながら立ち上がると、貴美子は貧血を起こしたふりをして、未来に向かって倒れかかってきた。

「や～ん。お兄たん。受け止めてぇ」

　抱きつく気満々で、貴美子が倒れ込んでくる。

　そっと手を添えると、ヤバイくらい柔らかくて良い匂いがした。

　もしもこのまま抱きしめてしまったら、もう二度と離したくないと思うはずだ。

　すぐそばにある、魅み力りよく的すぎるほどに魅力的な貴き美み子この体。

　未み来きは欲望を断ち切るかのように、その体をそっと受け流した。

「にゃんっ。な、なぜぇ？　男性の胸ではなく、猫耳なんかがわたくしの顔面に？」

　受け流された先にあったのは、貴美子が持ってきた猫耳カチューシャだった。そこに頭から突っ込みダメージを受けた貴美子だったが、復活は早い。素早く立ち上がり猫耳カチューシャを握りしめると、未来に向かってギャンギャンと吠ほえ始めた。

「どういうことですのお兄たんっ！　わたくしというスーパー美少女が迫っているのに、こうも素っ気なくかわすなんて……そもそも久しぶりにお会いしたときも、わたくしがあんな格好をしていたのに、『興奮するぜ』っていった感じの態度もお見せにならないで……わたくしはもう、女としてのプライドがずたずたで─────」

　急に、貴美子は何かに気づいたような顔を見せた。

「ははーん。わかりましたわ、お兄たん。お兄たんってば、相手が女性だと何もできなくなる、草そう食しよく系けい男子とかいう生き物ですわね。まあ、それなら確かにわかりますわ。わたくしのようなスーパー美少女。普通の男性なら、直ちよく視しするのも恐れ多く──」

「そんなんじゃねえよ」

「なぬっ？」

　未来は口をムニュムニュし、言いにくそうにしていた。人に聞かせるような話ではないが、このまま、貴美子に勘かん違ちがいされ続けても面倒だ。

　意を決すると、未来は嫌いや々いやながら話し始めた。

「俺は……この学校に遊びに来たわけじゃないんだ。俺が持ってる俺だけの力で、何かあったときに他の奴やつらを護まもるために、ここに来たんだ。だから、その間はここの女の子のことは意識しないようにしてる。そうじゃなくても、俺はこの学校にいる唯一の男なんだ。そんな奴が、女好きで特定の誰かと付き合ってるなんて噂うわさが流れたら……俺は当然として、相手にも迷惑がかかっちまう。だから、この学校にいる間は、俺は魔女を女だと思わないようにしてるんだ」

　貴美子を見ることなく、独白風に未来は言った。しかし、それはあくまでも表向きの理由で、裏には、もっと誰にも言えない理由が存在した。

　言えない……言えるわけがない。もしもその気になって、一度でも女の子に手を出したら……俺はきっと止まらなくなる。ああもう、やりたい放題やって女子高生の魅力を堪たん能のうするに決まってる。そうならないために、最初の一歩を絶対に踏み出さないように耐えてるなんて……言えるわけがねえ。

　つまり本音としては、もしも彼女ができたら、何にも考えずに男の欲よつ求きゆうに溺れてしまいそうだから、誰にも手を出さないようにしているというだけだ。

　もしも普通の学校が舞台だったら、そこまで覚かく悟ごする必要はなかったのだろう。だが、ここは女子校で、男子は自分一人だ。一度でも過あやまちを犯せば、連鎖的に破滅していくのは目に見えている。

　そして、もっとも恐れているのは──少女から女になりつつある、あの妹たちだった。

　もしもあの妹たちに手を出したら、本当に全てが終わる。冗談でもなんでもなく、可愛かわいい妹という生き物は、ただそれだけで男を惑わす魔女なのだ。

　だからこそ、未み来きは強固な覚かく悟ごを持ち、この学園にやってきたのだった。

「まあそんなわけで、俺は魔女を妹みたいな存在だと思ってるから……多少は可愛いと思っても、恋愛対象として見ることはないさ──絶対にな」

　ふっ。そう言い切ると、俺ってちょっとだけ格好いいかも。

　ピンチをチャンスに。

　男の欲よつ求きゆうに直結している本音を隠し、未来は自分を格好よく見せようとした。そんな俺をどう思っているのかと思い、チラッと貴き美み子この様子を窺う。

　──貴美子は、猫耳カチューシャを頭に装備し、猫みたいな猫目をして忙せわしなくキョロキョロしていた。

「おい聞けよ、そこの猫娘」

　呼ばれたことで、猫耳姿の貴美子がこちらを向く。

「は？　ああ、聞いておりましたわ。要はエロスに歯止めがかからなくなる可能性があるから、女性を意識しないようにしているということですわね。それだったら、御み堂どうのおじ様に聞いて、とっくの昔に知っておりますわ」

「え？　何でそこで親父おやじが出てくるんだよ」

「簡単なことですわ。おじ様は、お兄たんの面倒をお願いなされると共に、わたくしにお目付け役のお願いもなさりましたもの。息子が女狂いになって、好こう色しよく一代男って呼ばれないように見張っておいてほしい。そう、お願いされましたから」

「く、あのスカポン親父……息子に対して好色一代男だと」

「そしてそれに対してわたくしが打った一手が、あの、お兄ちゃんと書かれているチラシですわ。おわかりになりますか？　お兄たん。あのチラシによってあなたはお兄ちゃんとして認にん識しきされるようになってしまい、恋愛対象ではなくなってしまったのですわ。おーっほっほ。だから無理して女絶ちをする必要なんてありませんの。あなたはもう、この学園にいる魔女全ての、お兄ちゃんとしてしか生きられないのですから。おーっほっほっほっ」

　手の甲を口に添え、貴美子は高らかに笑ってみせた。それは紛れも無く、男を嵌はめて楽しんでいる魔女の姿であった。

　こ、この野郎。まさかそんな計算をして、お兄ちゃんなんてチラシを撒まいたなんて……

　貴き美み子この思惑を知り、未み来きは息を呑む。そんな未来に寄り添うように、猫娘が体を寄せてきた。

「ですがぁ、そんなお兄たんでも、女の子とニャンニャンするチャンスはございますのよ。わたくし……そう、スーパー美少女の貴美子様だけは、この計けい略りやくの正体を知っているのですから。それにぃ、わたくしでしたら、おじ様にチクッちゃう心配もないんですからぁ」

　明らかに、貴美子は未来を誘ゆう惑わくしていた。

　ふくよかで色気のある体つき。特に、胸とお尻と太ふと腿ももなどは犯罪的で──体つきを見ているだけで、何も考えられなくなるほど興奮する。

　何のしがらみもなければ、このまま抱きついて溺れてしまいたい。

「だからぁ、お兄たんも遠えん慮りよせず、わたくしという最上級のメインディッシュを食べてみたら──」

　未来は一度目を閉じ決心すると、無言で貴美子をお姫様抱っこの形で抱き上げた。未来の突然の行為に、貴美子はらしくない顔で驚いてみせる。

「ふぇ？　お、お兄たん？　それはちょっと、突然すぎるといいますか……さすがのわたくしも、いきなりエロエロな展開になられては対処に困ると言いますか……ちょ、ちょっと待ってほしいですわっ。わたくし、エッチなこととか全然免めん疫えきがございませんから……待ってっ、待ってほしいですわ。わたくし、乱暴な男性なんて嫌いで……」

　貴美子は手で髪型を整えつつ、恥ずかしそうに身を悶えさせていた。口では拒きよ絶ぜつしているが、態度はまんざらでもなさそうだ。

　そんな乙女な姿を見ることなく、未来は淡々と貴美子を運んでいく。

　そしてベッドにたどり着く────と、未来はその脇を通り過ぎ、ドアまで歩を進めた。

　そのまま無言でドアを開ける。

　そして廊下に貴美子を放り捨て、ドアを閉めた。

「ふぅ。良しっ。これで男を惑わす妖よう怪かい猫娘はもう出てくることはないだろう」

　ドアに背中をあずけ、未来はホッと安堵のため息をこぼした。

　静かな室内。

　すると今度は、自分に届いた手紙のことが気になってきた。

　白はく天てん院いん瑠る璃り……『五ご帝てい』の一人で、『白はく銀ぎん帝てい』と呼ばれてる強力な力を持っている魔女。無ぶ愛あい想そうな性格で、家族を暗殺で殺されてる……か。

　そのような過去を持つ人間なら、「たすけて」と書いた手紙を送ってきても不思議ではない。問題は、どうしてそれが自分なのかということだ。

　会いに行ってみるか……あっちは俺のことを知ってるみたいだし、無む駄だ骨ってことにはならないだろ。

　未来は、白天院瑠璃という少女に会いに行くことを決めた。どんな展開が待っているのかはわからない。ただ、「たすけて」と書かれた手紙のことが、気になって仕方がなかった。

　やっぱり……放っておくことはできないよな。俺が、何か力になれるかもしれないんだから。

　まだ見ぬ魔女に思いを馳せつつ、未み来きは静かに瞳を閉じた。

「うぎゃあ、開けろぅ……許さんぞ。女に恥をかかせて、この恨うらみは忘れんぞぅ」

　ドンドンドンとドアを叩たたきながら、廊下から化け物のような声が響いてくる。

　間違いない、妖よう怪かい猫娘が復活したのだ。

「ええい、うるさい。黙れっ。妖怪はさっさとあるべき場所に帰れ」

　強い口調で妖怪退治を試みる。

　貴き美み子こは諦あきらめることなく、しつこく呪いの言葉を吐き続けた。

　そして結局その日は、実のある話ができず、アホなことに時間を費やすだけであった。



    

  
    
      


２　「白銀帝と呼ばれる少女」



　日付が変わり、休日の朝。

　今日は昼過ぎに、永と遠わが遊びに来ることになっている。そんな予定がある休日の朝。未来は自室のベッドで目を瞑つぶったまま、体を固くして、思いっきり緊張していた。

　腕に伝わる感触が、はっきりとそれを教えてくれていた。

　誰かはわからないが……腕の中に、女の子がいると。

　あーっ。またやっちまった。また寝ね惚ぼけて、誰かベッドの中に引きずり込んじまった。悲鳴をあげてないとなると、全くの他人ってわけじゃなくて……たぶん永遠なんだろうけど……やばい。どんな顔して、何て言おう？

　パンチ一発なら、甘んじて受けよう。そう思い、未来は恐る恐る目を開けた。

「………………………？　ど、ど、ど、どちら様ですかっ？」

　未来は超反応で飛び上がり、ベッドから転がり落ちた。

　ベッドの中で抱きしめていたのは──全く知らない少女だった。

　小さくて整った顔。体格はまだ成長途中といったところで、年上という可能性は薄い。髪の毛はサラサラのロングで、それを頭の両側でまとめた、いわゆるツインテールという髪型。容姿は上質で、目は切れ長で口は小さい。頬ほおなどには無む駄だな肉がついておらず、スラッとした印象を受ける、可愛かわいい顔をした少女であった。

　ただ、それらの魅み力りよくを帳消しにする問題点が一点。

　少女の瞳には、これでもかというくらい愛想がなかった。

　ベッドに横たわりぶっきらぼうな視線のまま、少女が口を開く。

「どちら様……………ああ、そっか。実際に会うのはこれが二度目か」

　二度目？　そんなこと言われても、俺にとっては一度目なんですけど。

　少女の様子を窺いながら、大急ぎで記憶を検索する。しかし残念ながら、結果は該がい当とうなしであった。

　未み来きのベッドの上。学園の制服を着て、両手はポケットに突っ込んでいる。切れ長な瞳から放たれるぶっきらぼうな視線は、一応未来を見つめているが、ほとんど可愛らしさがなく、値ね踏ぶみされているかのような気分になってくる。

　こ、これはまずい……こんな顔をしてるってことは、そうとう怒ってるぞ。そりゃそうか。いきなりベッドの中に引きずり込まれて、怒らない女の子なんていないよな。

　下手したら殺されるんじゃないか。

　少女の瞳を見ていたら、そんな不安が湧いてきた。

「ええっと。できれば、まずは名前を聞かせてもらいたいんだけど」



    

  
    
      



    

  
    
      

　ぶっきらぼうな視線は、いつまで経たっても変わらない。

　愛想も照れもなく、自分のベッドから降りるかのように、少女は未み来きのベッドから降りた。両手は変わらず、制服のポケットに突っ込んだままであった。

「わからないの？　まあ、実際に顔を見るのは久しぶりだから、仕方ないか」

　少女は寂しげに息を吐いた。「あ、何か悪いことを言ったかな」と、未来の心がチクリと痛む。

「瑠る璃りよ。白はく天てん院いん瑠璃──会いたかった。兄様」

　はぁ。白天院瑠璃さん……そんなこと言われても、俺の知り合いにそんな名前の人は…………………あっ。

　少女が口にした名前が、頭の中で踊る。

　白天院瑠璃。

　その名は、今未来が最も会いたい相手の名前であった。

　な、何だ？　何でいきなりこうなった？　朝目が覚めると、ベッドの中に女の子がいて、その子は俺が会いたいと思ってる子で……ええっと。何か知らないが、事態が急速な速さで展開してるのは間違いないみたいだが……

　なんのこっちゃわからずに軽く混乱している未来を、瑠璃はぶっきらぼうに、だけどそれなりに心を開いているような目で見ている。

「何の連絡もなしに来たけど、迷惑だった？　先に予定を入れてるんだったら、今日のところは引き返すけど」

　両手をポケットに入れたまま。あくまでも瑠璃の態度は素っ気ない。

「いや、昼過ぎまでだったら、とりあえず暇だけど……」

　何の連絡もなし？　どういうことだ？　この子と俺は知り合いなのか？　それとも、俺が予想したとおり、あの『たすけて』とか書かれてた手紙はこの子が出したものなのか？

　必死になって状況を理解しようとする未来を、瑠璃は愛想のない顔で見つめていた。

「……どうしたの？　兄様。何だか、顔色が良くないみたいだけど」

「あ、いえ。体調は良好なんだけど……それより、きみはどうしてここに？　俺が言うのは何だけど、男の部屋にいきなり来たら危ないと思うよ」

「そうみたいだね。わたしも、いきなりベッドの中に引きずり込まれたときは驚いたけど……兄様、寝ね惚ぼけてるみたいだったから」

「はい。その点につきましては、充分謝しや罪ざいをさせていただきたいのですが……」

　瑠璃に顔を見られないよう、未来はチラッと瑠璃の様子を探った。

　やばいぞこの子。すっげえ怖い。口ではそう言ってるけど、実は相当怒ってんじゃないのか……

　困った妹には慣れているが、怖い妹には慣れていない。未来は瑠璃に隠れ、コソコソしながらビクビクしていた。

　それに加え、未み来きは当たり前の疑問が気になっていた。

『五ご帝てい』の一人、白はく天てん院いん瑠る璃りはなぜここにいて、未来のことを兄様と呼んでいるのか？

　そして、あの手紙を出したのはこの子なのか？

　最低でも、その二つの謎を解明しないと、今夜は気持ちよく眠れそうにない。

「ええっと、ところで白天院さん」

「瑠璃でいいよ。兄様はちゃんと警けい戒かいしてるのかもしれないけど、そこは、瑠璃って呼ばれたいから」

　はぁ、俺はちゃんと警戒しているんですか？　んで、何から？

「いや、でも、いきなり瑠璃って呼ぶのは少し照れくさいような……」

「いいの。兄様には瑠璃って呼ばれたいから」

「そ、そうか。じゃあ、お言葉に甘えて瑠璃って呼ばせてもらうけど、瑠璃は何でここに？　それと、何で俺のことを兄様なんて呼んでるんだ？」

　核心に迫った質問をしたはずなのに、瑠璃の反応はほとんどない。こちらの本心を見抜こうとしているかのような氷の瞳が、逃がさず未来を射い貫ぬいてきた。

　で、できれば、こういう空気はやめてほしいんだけど……

　ベッドに引きずり込んだという罪悪感から、未来は終始弱気だった。それとは逆に、瑠璃は両手をポケットに入れたまま、終始堂々としていた。

「……そう。兄様はわたしを試してるんだ。それとも、わたしのことを信用してないの？　まあ、どっちでもいいけど。わたしはそういう駆け引きみたいなことは嫌い。どうせわたしには兄様しかいないんだから。つまらないことはもうやめて。わたしは、兄様まで疑うようにはなりたくないの」

「あ、そっか。そりゃ悪かった。ごめん。不愉快にさせたんだったら謝るよ」

「謝る必要はないよ。そもそもは、勝手に兄様に会いにきたわたしが悪いんだから」

　よくわからないうちに喧嘩して、よくわからないうちに仲直りするという流れになった。

　瑠璃はその間ずっとポケットに手を突っ込んでおり、セリフはあくまでも素っ気ない。ほんの少しの接触だがはっきりと悟った。

　この子は、気難しい子だ。

　噂うわさには聞いてたけど、この様子だと噂以上みたいだな。それに、さっきから言ってることがチンプンカンプンなんだけど。

　事情は知らないが、瑠璃の中にはすでに、未来との物語が出来上がっているみたいだ。

　それはいわゆる電波系といったところで……真正面から組み合う相手としては、かなりの強敵だ。

　どうしたもんかな？　適当なことを言って逃げるか、話につき合って理解を深めていくか。まあどっちにしても、ここで冷たく帰れなんて言えるわけないし……

　会いたかったのは未み来きも一緒だ。となると、何らかの答えが出るまで、彼女と別れるわけにはいかない。

「ねえ、兄様」

　この先の展開を思案している未来に、瑠る璃りが声をかけてくる。

「うん。どうした？」

「久しぶりに会ったんだから、兄様と一緒にどこかに出かけたい」

「出かけるって、どこに？」

「どこでもいい。兄様と過ごすせっかくの時間だから、できるだけ記憶に残る形にしたい」

　できるだけ記憶に残したいなんて……何か、すっごく可愛かわいいこと言うんだな。この子。表情は全然そう言ってないけど……

　顔を見てから今まで一瞬もぶれることなく、瑠璃の態度に愛想や愛あい嬌きようというものはなかった。セリフ無しの映像だけでこのやり取りを見ていたら、未来が瑠璃に脅されているようにしか見えないだろう。

「まあ、出かけるのは構わないけど……いいのか？　俺と一緒だったら、この島のどこに行っても目立つだけだぞ」

「いいよ。兄様が一緒だったら、地獄に落ちても後悔しないから」

　胸の奥にキューンとくるセリフ。そのセリフと愛想のない態度は、もの凄すごく合っていた。

「そ、そうか。じゃあ、どこへなりともつき合うけど」

「そう？　じゃあ行こ、兄様」

　そう言って瑠璃は両手をポケットに入れたまま、部屋を出ていく。仕方がないので、未来は着替えを済まし、素す直なおにその後に付き従うことにした。



　とりあえず、未来は瑠璃と一緒に、島内の南エリアにあるショッピングモールに出かけることにした。

　この島のメインは魔女を育成するための学園だが、それ以外の建築物がないというわけではない。

　魔女は兵器の代役にして、戦争の道具であるという偏ったイメージを払拭するためか、娯楽施設のほうが意外なほどに充実している。さすがに、華やかな都会と比べると見劣りするが、利用者が学生だけということを考えると、充分すぎるほどにちゃんとしたものになっていた。

　吹き抜けで、二階建ての巨大なショッピングモール。休日の朝早くということで、人影は少し少なめ。これが昼過ぎならば、各エリアの女生徒でごった返していることだろう。

　そんなショッピングモールの中を、未来は瑠璃を連れて歩いていた。

　出かけるとしたら、ここしかないと思ってやってきたのだが、目的地がないためどこに向かって歩いていいのかわからない。

　ついてくる瑠る璃りは依然として両手をポケットに突っ込んだままの無ぶ愛あい想そうな態度で、楽しいのかどうか見当もつかない。

　未み来きの精神状態は、軽い罰ゲームを受けている感じであった。

　さあどうする？　ここからどうする俺？　とりあえずこの子の言うがまま出かけたはいいが、この先の予定が全くないぞ。背中で感じる気配としては、「なにこの男。全然面白くないじゃない」って感じで、すげえプレッシャーがあるんだけど。

　もはや顔を見るのが怖くて振り向けない未来の背中に、プレッシャーの原因となっている少女の声が届く。

「ねえ兄様」

「うん？　何か、お気に召さないことでも？」

　つまんないと思われてるんじゃないかという緊張感から、つい敬語になってしまう未来。

「少し、甘えてもいい？」

「え？　甘えるって言っても、こんな人目のあるところじゃ、変に注目されちゃって……」

「嫌なの？」

「嫌ってわけじゃないけど……あんまり、目立つようなことはしないでくれよ」

　未来の承諾を得て、瑠璃が行動を起こす。右手だけをポケットから出すと、瑠璃は何も言わずに未来の上着の裾すそをちょこんとつまんだ。

　そしてそれ以上のことは、一切しようとしない。

「えーっと……甘えるって、これだけ？」

「そうだけど……兄様は、迷惑だった？」

「いや、そういうことは全くなくて」

　その時見せた顔は意外なほどにか弱くて、明らかに、未来に拒否されることを恐れている顔だった。

　な、何だこの感覚は……永と遠わや純じゆんからは感じたことがない、この胸のチクリとした感覚は。そ、そうか……これがいわゆるツンデレってやつ……………ではないか。まあとにかく、さっきまでずっとぶっきらぼうな顔だったから、こういう顔されたら嫌でも可愛かわいく見えるな。

　ちょっとした幸福感に包まれる未来であったが、周りの女生徒が向ける視線に気づくと、急に気恥しくなってきた。

　そうなんだよな。男子禁制っていう鉄の掟があるわけじゃないんだけど……実際、男ってことでいったら、この島には俺一人しかいないんだよな。目立つなってほうが無理か。

　未来としては、自分よりも、好奇な視線を向けられているであろう瑠璃のほうが心配だ。が、肝心の瑠る璃りは一切動どう揺ようしておらず、まるで、この世界に二人しかいないかのように振る舞っていた。

『邪じや魔ましたいんだったらすれば。わたしには関係ない。全部、壊して前に進むだけだから』

　漂う雰囲気は、そんなセリフを連想させた。

「どうしたの兄様。行きたい場所があるんだったら、早く行こ」

　先に進むよう瑠璃に促される。いい機会なので、目的地がありませんという実情を白状することにした。

「あの……実はな、瑠璃。さっきまで、どこか目指してるような感じで歩いてたけど、本当は目的地なんてないんだよ。ただ単にブラブラしてただけっていうか……瑠璃が移動したがってたから、移動だけしてたっていうか……」

　気まずそうな顔をしながら、未み来きは実情を告げた。

『はぁ？　何も考えずに歩いてたの？　それでも男？　なんでそんなに頼りないの？　わたしが移動したがってたからって、わたしのせいにしないでよ。男のくせしてつまんない奴やつ。どうするの、ちゃんと穴埋めできないんだったら殺すよ』

　というのは、未来が勝手に聞いた幻げん聴ちよう。しかし実際に、そんなセリフを吐いても不思議ではない顔を、瑠璃は終始していた。

「兄様」



    

  
    
      



    

  
    
      

「はい。男なのに頼り甲斐が無くてごめんなさい」

　怒られる前に謝るという自衛手段を取る。不ふ機き嫌げんな妹にはとりあえず謝っておけという、長年の経験からきた防衛本能であった。

「？　どうして謝るの？　わたしは、別に兄様を頼りないなんて思ってない。むしろ、背中を見てたら大きいなって思って……」

　服の裾すそをつかんだまま、瑠る璃りはうつむきそう呟つぶやいた。

　ぶっきらぼうな物言いと、愛想のない表情からは予想もできない反応に少し戸惑う。

「いいよわたしは。兄様が一緒だったら、どこで何をしててもいい。ただ、わたしを置いていかなかったらそれでいい。だから、もう少し一緒にいて」

「あ、はい……瑠璃が、そう言うんだったら」

　そんな言葉を返し、未み来きはまた瑠璃を引き連れて歩き出す。本音を吐と露ろすると、これ以上は気恥しくて瑠璃の顔を見ていられなかった。

　な、何だこの子。「あんたなんか全然興味ありません。あんたが死んでもわたしは全然悲しくありません」って感じの顔してるくせして、さっきから、聞いてるだけで胸がキュンキュンするようなことばかり言ってきて……何だこの子は？　今まで出会ったことが無いタイプだ。やばい。はっきり言って──超可愛かわいい。

　しかしそこは、自分を兄として慕したってくれている子が相手だ。生きつ粋すいのお兄ちゃん気質を持つ未来としては、手を出す気にはサラサラならなかった。

　服の裾を瑠璃に掴まれたまま、ショッピングモール内をうろうろしていると、アイスクリーム店が視界に入ってきた。

「あ、そうだ瑠璃。歩いてばかりなのも何だから、アイスクリームでも買ってやろうか？」

『は？　アイスクリーム？　そんなもんで本当に女の子が喜ぶと思ってんの？』というセリフを吐きそうな顔のまま、

「うん。兄様が買ってくれるんだったら、何でもいいよ」

　と、胸がキュンとする一言を添えて、瑠璃は未来に応えた。

　何となく慣れてきた。白はく天てん院いん瑠璃という子は誤解を招きやすい雰囲気と表情を持っているだけで、中身は純粋で可愛らしい乙女だ。

「そうか。じゃあ、俺が好きなチョコレート味を買って──」

「嫌っ。チョコは甘すぎるから嫌い。もう少し甘くないほうがいい。それに、冷たすぎるのは少し苦手だから、できれば温かいアイスクリームのほうがいい。ないんだったら探してきて。あまり待たされるのは好きじゃないから、できるだけ早くしてね兄様」

　そんな文句を、瑠璃はビックリするくらいスラスラと口にした。可愛いと感じていた妹からの突然のジャブに、未来は面食らってしまう。

　な、何て強い自己主張……奢ってもらう立場なのに、嫌いなものは嫌いって断言するなんて……なるほど。そっちがその気なら、こっちも本気になって相手をしてやろうじゃないか。

「そ、そうか。わかった。温かいアイスクリームは常識的に難しいから厳しいが、甘くないアイスクリームだったら探してきてやるからちょっと待ってろ」

　未み来きは基本的に優しい性格をしている。だからわがままを言われたら、無理してでも叶かなえてやりたくなってしまうのだ。それに加え瑠る璃り自身も、わがままを許してあげたくなるような、不思議な雰囲気を持っている少女であった。

　瑠璃をその場に残し、未来は一人でオーダーの商品を探しに行くことにした。



　探せばあるもんだな。抹茶味のアイスクリームの天ぷらって、奇跡のような商品が。

　瑠璃が望んだアイスを買ってきた未来は、瑠璃と並んで休憩所のベンチに座っていた。

　一度未来の服から離れた瑠璃の手は、再び両ポケットの中に封印されている。瑠璃はいつもの表情のまま、適当な方向を見つめていた。

「はい。甘くない抹茶味のアイスクリームの天ぷら」

　わがままな注文を全て満たしたアイスクリームを、瑠璃に渡そうとする。しかし瑠璃は両手をポケットに入れたまま、嬉うれしそうな表情は一切見せない。

「何それ？　抹茶味だと今度は渋すぎるし、第一、天ぷらってもうアイスクリームじゃないじゃない」

　もっともな指摘が、グサリと未来の心に突き刺さる。

「はっはっは。そりゃまあ、瑠璃の言うとおりなんだけど……」

　お前が言ったわがままのせいだろうがッ──そんな本音をグッと我が慢まんして、未来は乾いた笑いを浮かべていた。

　二人も妹がいるため、女の子のわがままには慣れているのだ。

「ああそうですか。それじゃあこれは俺が食いますよ。後で欲しいって言っても分けてなんかやらな──」

「嫌！」

「え？」

「兄様が買ってくれた物を無む駄だにするのは嫌。変なものかもしれないけど、ちゃんと食べるから頂戴」

「え？　あ、そうですか。んじゃ、あげるけど……」

　アイスを差し出すのだが、肝心の瑠璃が両手をポケットから出そうとしない。それどころか、「わかるでしょ？」といった感じで、未来を見つめている。

「食べさせてよ、兄様」

「いッ！　食べさせろって……いい歳とししてるのにそんな子供みたいなことできるわけなくて……第一、そういうのは恋人同士がすることであって、いきなりそんなこと……やれって言われても無理な話で……」

　さすがに、ガン見している人間はいない。しかし、学園で唯一の男性が何をしているのかと興味を持っている少女が数名、チラチラとこちらの様子を探っている視線は何度か感じていた。

「嫌。わたしは、兄様に食べさせて欲しいの。わかる？　兄様じゃないと駄目なの。だから早くしてよ。待たされるのは好きじゃないから」

　聞きようによってはドキッとする言葉を口にしながら、瑠る璃りは瞳を閉じて、軽く口を開けた。

　お、おおおおおお。こ、これはちょっと……

　と、動どう揺ようしながらも、未み来きは命令通りにアイスクリームの天ぷらを瑠璃の口に運ぶ。

　親鳥に餌をもらう小鳥のように、瑠璃は運ばれてきたものをついばむ。そのタイミングでいきなり瞳を開くと、今度は餌を取る親鳥のように素早く、未来の親指を噛かんできた。

「うわッ！　……な、何すんだよ、いきなり。噛むなら噛むってちゃんと言ってくれないと、ビックリするだろ。それでなくてもお前、こっちは女の子に物を食べさせるのなんて初めての経験で、どうやったらいいのかとか、失敗したらどうしようとか、すっげえ悩んでて……昨日は夜も眠れないくらい緊張して……いや、違う。昨日はこんなことになるなんて夢にも思ってなくて……あ、いや、違う。俺はいったい何を言ってるんだ？」

　一言で言えば、無ぶ様ざまにドギマギしていた。そんな未来を見つめる瑠璃の顔に、初めて笑顔らしいものが浮かぶ。

「兄様がどんな顔をするのか見たかっただけ。ただの悪戯いたずらだから、気にしないで」

　満足げに微笑ほほえむと、瑠璃は予告もなくおもむろに立ち上がった。

　そしてそこからが見事だった。

　周りで、チラチラと様子を窺っていた女生徒全てに対し、「見た？　この人はわたしのものなの。だからあなたたちは、引っ込んでいなさい」と言わんばかりの視線を向けた。

　おおお……すげえ、この子。生きつ粋すいの肉食系だ。マーキングで自分の縄張りを主張する動物みたいに、今の行動で周りの女の子全部に認めさせやがった。こいつは、わたしの所有物なのよって……………って、あれ？　所有物って俺のことか？　ちょっと待て。このまま、既成事実としてこの子に所有されると、他の女の子との関係で、俺は非常に困ることになるんだけど。

　などといった未来の気持ちを、瑠璃は当然のように無視する。

「何してるの？　もうアイスクリームはいいから、行こ。兄様」

「あ、そうですか……んじゃ、行きますけど」

　勿もつ体たいないので、未来は残ったアイスクリームの天ぷらを自分で食べることにした。瑠璃の後に続く未み来きの姿は、兄というよりも従者に近いものに見えた。



「クレーンゲームか。ゲームはあんまり得意じゃないが……瑠る璃りは得意なのか？」

「ううん。こういうのは見るのも初めて」

　次に訪れた場所は、二階の片隅にあるゲームコーナーであった。客層の全てが女子であるため、男子が好みそうなゲームは一つもない。プリクラや可愛かわいい景品ばかりのクレーンゲームなど、誰にでもできるような簡単なゲームしか置いていない。

「……兄様。お願いがあるの」

「うん。何だ？」

「あの、熊のぬいぐるみを取って」

「熊？　はぁ、熊のぬいぐるみですか？」

　見ると、確かにクレーンゲームの景品として、熊のぬいぐるみが置かれていた。どこにでもあるような普通のぬいぐるみで、これといって特別なものというわけではない。

　そうか。熊のぬいぐるみを欲しがるなんて、この子はこう見えてもちゃんとした女の子なんだな。そういえば、過去に永と遠わの奴やつも熊のぬいぐるみを欲しがって、俺に無理やり取らせようとしたけど……

　あの時は、実物大の小熊ぐらい大きいぬいぐるみを、強制的に取らされることになった。大きいものは当然、取るための難易度が高いわけで……あの時は一ヶ月分の小遣いに匹ひつ敵てきする金額を失うことになった。

　あんなわがまま、聞いてやるんじゃなかった。

　そんな過去を思い出すと、かなり切なくなる。ちなみに、そのぬいぐるみは永遠のお気に入りとなり、実家にいるときはいつも抱いて眠るようにしていた。

「よし。任せろ。俺はこの手のゲームに関しては天才的なんだ。だから、大船に乗ったつもりで待ってろ」

　それから十分後。

　熊のぬいぐるみが取れたのは、未来が破産するまさに直前であった。

「だぁーもう！　どうなってんだ！　クレーンゲームってやつは。どうしていちいち破産しないと、欲しいものが取れないんだよッ！」

　思わず爆発してしまうほど不満が溜まったが、何とか目的のものを取ることはできた。

　取ったぬいぐるみを瑠璃に渡すと、「天才にしては案外遅かったね」というもっともな感想を言われてしまった。

「んで、この先はどうしたいんだ？　後ろで見てた瑠璃だったらわかると思うが、俺にはもう経済力というものが全くないぞ」

「うん。もういいや。兄様がどういう人かっていうのはよくわかったから。もう帰ろ」

「そうか。んじゃ、寮まで送る──」

　というのは難しい。そんなことをしたら尋じん常じようじゃないくらい目立ってしまい、瑠る璃りに迷惑をかけてしまう。

「ううん、いい。帰るくらい一人でできるから。わたしが兄様の寮に行くよ。そのほうが、目立たなくていいでしょ」

　無気力無感動でわがままだが、そのへんの気遣いはきちんとできるようだ。瑠璃の言葉に甘えるようで恐縮だが、お互いにそのほうがいいので、未み来きは瑠璃の言葉通りに寮まで送ってもらうことにした。

　それは、全て瑠璃の気遣いだと思っていた。

　だが、どうやら違っていたようだ。

　瑠璃にはちゃんとした、人目を避けたい理由があった。

　未来が宿泊する施設に近づくにつれ、人影は劇的に数を減らしていく。もうすでに、未来と瑠璃以外の人影は存在しない。

　街路樹が並ぶ静かな道。

　未来は瑠璃と二人っきりで歩いていた。

　瑠璃は未来に取ってもらった熊のぬいぐるみを、ポケットの中に入れていた。普通だったら頭が外に出るように入れるものだが、そこはさすがに瑠璃だ。普通とは逆に頭をポケットに突っ込み、熊のぬいぐるみは足だけが出ているという悲しい格好になっていた。

　でも、全然愛想がないこの子でも、熊のぬいぐるみとか可愛かわいいものを欲しがるんだな。そっか。やっぱり女の子だな。ポケットから出てる足だけを見ると不安になってくるけど、このまま大切にしてくれると嬉うれし──

　おもむろに、瑠璃はポケットに入っている熊のぬいぐるみを鷲掴みにすると、何も言わずに上空に向けてポーンと投げ放った。

　あれ？　最近の女子高生の間では、ぬいぐるみを空に投げるという遊びが流行して……

　もちろんそんなことはない。

　放り投げたぬいぐるみに対し、瑠璃は右の手の平を構えた。

　な、何だぁ──

　未来の右腕が反応する。激しい疼うずきと共に、右腕に刻まれている紋もん章しようが浮かび上がってくる。

　それに呼応するかのように、瑠璃の手の平の空気が密度と圧力を増していく。

　収束する魔ま力りよく。

　危険を察知したときにのみ覚える危機感。

　瑠璃の手の平に魔力が集まっていき、上半身と同じくらいの大きさの光の塊となる。

　そしてそれは白銀色の光弾となり──上空を舞うぬいぐるみに向かって撃ち出された。

「お……おい！」

　直撃を受けたぬいぐるみが、レーザーで焼き尽くされたかのように音を立てて消滅する。

　瑠る璃りが見せた魔弾系の魔術。

　それは、『五ご帝てい』と呼ばれる少女が行った、紛れもない敵意を含んだ攻撃であった。

「ちょちょちょちょっと……せっかく取ったぬいぐるみを……え？　何で？」

　未み来きの右腕の紋もん章しようが消えていく。どうやら瑠璃に、二弾目を発射する意思はないようだ。

「兄様も知ってるでしょ。わたし、ぬいぐるみとか人形とか大っ嫌いだから」

「だからって……………俺、あれを取るためにかなりのお金を使って」

　無言で無ぶ愛あい想そうなまま、瑠璃が未来のほうを向く。

「ううんでもね、怒ってるわけじゃなくて、どうしてこんなことをしたかっていう理由くらいはちゃんと聞いておきたいなって思って……うん別に怒ってるわけじゃないんだよ。だから、今みたいなことを俺にしようとするのはやめてね」

　いきなり見せられた光景に対する動どう揺ようと、瑠璃を刺激しないための気遣いで、何とも情けないセリフになってしまった。無理もない。目の前で、あんなバズーカ砲みたいな攻撃を見せられたら、誰だって腰が引けてしまう。

　問われた瑠璃は意外なほど、悲しげな顔を見せた。

「……そうだね。兄様なら、わたしの気持ちをわかってくれるだろうけど……何の説明もなしにこんなことをするのは、ちょっとひどかったね」

「え？　いや、反省してるなら別にいいけど」

　どうにもこの子は掴みどころがない。

　甘えてきたり、わがままだったり、反省したりと、場所と状況によって見せる顔がそれぞれ違う。簡単に言ってしまえば、普通の子よりも数段、不安定な少女であった。

「ありがとう。兄様だったら、わたしの気持ちをわかってくれるって信じてた」

　いきなりぬいぐるみを破壊する妹の気持ちですか？　うーん。期待にそえないで申し訳ないが、ちょっとわからないな。

「でも、せっかくの兄様の気持ちを踏みにじったような気もするし……そうだ」

　何かを思いつき、瑠璃は自分の両手を首の後ろへとまわした。まるで、ネックレスを取るような行動。

　永と遠わの姿が頭をよぎった未来は、永遠のように、瑠璃が自分の魔石を取り出そうとしているのかと思った。しかし、差し出されたものは魔石とは明らかに違う。

　白銀の十字架。大きなサイズのそれは、男性がファッションで身につけるタイプのものであった。

　あれ？　これ、どっかで見たことがあるような……

　白銀の十字架が、未来の記憶の片隅を刺激する。見覚えがあるのは間違いない。しかし、すぐに詳細を思い出すというほどのものではなかった。

「これ、兄様にあげる。わたしからの、お詫びの印」

「え？　いいよ。こんな高そうなもの。それに、身につけてたってことは、それなりに愛着のあるものなんだろ。そんな大切なもの、いきなり貰もらうわけには……」

「いいの。他の人間には触られたくもないけど、兄様には持っていてほしいの。本当の兄様が、大切にしてたものだから」

　ほ、本当の兄様？

　半分無理やり、未み来きに十字架を握らせると、瑠る璃りは満足したような顔で一歩離れた。

「実際の兄様がどんな人なのか少し不安だったけど、わたしの思ってる通りの人で安心した。あなただったら、わたしはどんなことになっても後悔しない」

　どんなことになっても後悔しない…………え？　どんなことになるつもりですか？

「だから兄様。わたしは、兄様の為だったら──世界中を敵にしても平気だよ」

　その一言は真に迫っていて、未来は思わず身震いをしてしまった。

　本気というのが伝わってきた。

　この子は俺のためだったら、本気で世界を敵にするだろう。

「じゃあね、兄様。また、会いたくなったら会いに来るから」

　唐突に別れの言葉を口にすると、瑠璃はフワリと髪をなびかせ、背中を向けてしまった。

「ちょ、ちょっと待って。最後に二つほど、聞きたいことがあるんだけど」

「……何？」

「助けてって手紙をくれたのは──瑠璃なのか？　それと、何で俺のことを兄様って呼ぶんだ？」

　今の未来にとって、最も大切なことを聞いた。

　瑠璃は不思議そうな顔をして、だけど淀むことなくはっきりと答えた。

「手紙って言われても、何のことだかわからない。わたしは、兄様に手紙を出したことなんて一度もないから。兄様って呼んでるのは──あなたがそう呼んでもいいって言ってくれたから。ただ、それだけ」

　そんな言葉だけを返すと、瑠璃は再び歩きだした。だがすぐに振り返り、深刻な顔で『あること』を忠告してきた。

「兄様……神じん宮ぐう院いん貴き美み子こって女は、信用しないほうがいいよ。わたしもあのチラシで、兄様がこの学校に来るって知ったけど……あの女のことだから、面白半分だけであんなことしたんじゃないと思う。あの女は……わたしが知ってる中で、最悪の奴やつだから」

「え？　お、おい。それってどういう……」

　その問いに対する答えはなく、瑠璃は再び歩きだし、やがて姿を消してしまった。

　まるで、白昼夢でも見たような気分だった。

　謎の少女が突然やってきて、何の疑問も解決せず立ち去っていく。残された未み来きは、「どういうこっちゃ」と混乱することしかできなかった。

　白はく天てん院いん瑠る璃りか。掴みどころのない、不思議系な感じの子だったけど……

　それでも、悪い子ではなさそうだ。不安定な部分も制御可能といったところで、あれなら個性の範囲で片付けられる。

　未来は、瑠璃に貰もらった白銀の十字架に目をやった。

　本当の兄様……陰謀により兄を失った少女が口にしたその言葉が、妙に頭に引っかかっていた。

　詳しいことはよくわからないが、とりあえず、俺はもうちょっとしっかりしないといけないみたいだな。そもそも、俺はそのためにこの学校に来て……この右腕だって、飾りじゃないんだから。

　瑠璃が光弾を放った際に浮かび上がった右腕の紋もん章しよう。今はその気配すら感じさせず、普通の右腕と何ら変わらないものであった。

　こんな風に感傷的になるなんて……あんまり、俺らしくないな。

　自惚れかけたことを少し反省しつつ、未来は自室へと戻っていった。





「このバカお兄ぃ！　見たって人から聞いたんだから。会ったこともないって言ってた白天院さんと出掛けてたってどういうことよっ！」

「ぎゃあ！　痛い痛い痛いッ！　待って、ちょっと、ごめんなさいっ。謝るからとりあえず背中から降りてぇっ」

　自室のベッドの上で、未来は制服姿の永と遠わに逆エビ固めを決められていた。逆エビ固めとは、下にいる人間の両足を脇で挟み、背中に乗って思いっきり反り上げるというプロレス技で、完璧に決まると地獄のような痛みを味わうことになる。

　昼過ぎになると永遠が部屋にやってきて、有無を言わさずこのようなことになってしまった。

「言ってることとやってることが全然違うじゃない、馬鹿ぁ」

「こっちにもそれなりの事情があったんだよッ！　だから待って、とりあえず……背骨が折れるからもうやめてッ！」

　未来が必死な声を出すと、さすがの永遠も許してくれた。

　ギブアップ勝ちしたプロレスラーのように両足を放り投げると、永遠は未来の背中からおり、うつ伏せで「ひーこら」言ってる未来の隣に立った。

「何よ？　事情があるんだったらちゃんと説明してよ。あたしだって鬼じゃないんだから、ちゃんとした理由があるんだったら許してあげるわよ」

「や、やきもちを妬やくんだったら、もう少し可愛かわいく妬いてほしいんだけど……」

　怒っている最大の理由を的確につかれた永と遠わは、気恥しさで顔を赤くしてしまった。

「やきもちなんか妬いてないもんっ！」

「ぎゃーッッッ！」

　そんな気持ちを誤ご魔ま化かすように、妹は兄の背中にエルボーを炸さく裂れつさせるのであった。



「白はく天てん院いんさんがお兄に会いに来た？　何でよ？　白天院さんとは面識がないって、お兄言ってたじゃない？」

「それはまあ、俺には何とも説明のしにくいところで……」

　ベッドに座り、偉そうにしている永遠の前で、未み来きは正座をしていた。威い厳げんに関わるため、できればそんな姿は見せたくないが、結果として嘘うそをついたという負い目があるのでそうしていた。

　くそ。抱きついて甘えてくるあの妹はどこにいったんだ？　なぜこんな、取り調べのようなことにならねば……

　心の中でブツクサ文句を言う未来に、永遠の追及は続く。

「説明しにくいってどういうことよ？　それを調べるために、お兄は白天院さんと出かけたんじゃないの？」

「だから、そこは色々と事情があって……俺も彼女には強く出れなかったんだよ」

「事情って何よ？　初対面の人に主導権を握られちゃったんだから、ちゃんとそれなりの事情があるんでしょうね？」

「そこは、本人の名誉のために黙もく秘ひさせてもらうが……」

「彼女をベッドに引きずり込んだからです」など、口が裂けても言えるわけがない。もしもそんなことを言ったら、冗談抜きで口を裂かれてしまう。

「そ、それよりも、お前は何か目的があって俺のところに来たのか？　何か、でっかいスポーツバッグ持ってきたみたいだけど」

　このままでは間違いなく窮きゆう地ちに追い込まれると思った未来は、隙をついて話題を変えることにした。永遠が持ってきた謎のスポーツバッグ。まずはそこに話を振ってみる。

「ああ。これ？　これは、まあ、お兄にいいもの見せてあげようかなって思って」

　計算通り、永遠の注意はそちらに向いた。

　持ってきたスポーツバッグを手に取ると、永遠は意味深な笑みを未来に見せた。

「ちょっと待っててね、お兄。すぐに着替えてくるから」

　正座中の未来にそう言うと、永遠は返事を待つことなく部屋を出ていった。

　着替えてくる？　何だあいつ。制服から何に着替えてくるっていうんだ。

　正座のまましばらく待っていると、永遠がドアを開けて部屋に戻ってきた。

「じゃーん。見てよお兄。学校から支給されたあたし用のドレス。どう？　結構似合ってるでしょ」

　戻ってきた永と遠わが着ていたのは、鮮やかに染め上げられた真っ赤なドレスだった。映画祭などで女優が着ているもののように、そのドレスは華やかで美しい。スカートの部分は真ん中に大きなスリットが入っており、妖しさと機能性を両立させていた。

　その中でも意外なのは、そんな真っ赤なドレスから覗のぞく永遠の脚が、ドレスに負けないくらい魅み力りよく的に見えたということであった。

「どう？　お兄。褒め言葉だったら受けつけてあげるわよ」

　不覚にも、永遠の言うとおり未み来きは見み蕩とれていた。普段、女として意識してないだけに、こういう色気のある格好をされたら嫌でも反応してしまう。

　永遠のくせして、意外にきれいな脚しやがって……それに、スポーツばっかしてるから、スタイルのほうもそれなりのもんで……

　魅力は認める。だが、勝ち誇った顔がむかつくので、死んでも褒めてやりたくない。

「魔女にはこういうドレスが、個別のデザインで支給されるんだって。何でも、魔女のイメージアップのために華やかなものにしてるらしいんだけど、魔術に対する防御力も普通の服の何倍もあるんだって。それで、今度の夜会に向けて、あたし専用のドレスが出来上がったからお兄に見せてあげようと思って持ってきたんだ」

「夜会って何だ？」

「知らないの？　月に一回行われる、魔女の交流会のようなものよ。時間が夜だから、夜会って呼ばれてるの。そこでは各エリアの魔女が集結して、自分たちの力量を見せ合うのよ。それで高評価を得られたら、人脈が広がると共に、魔女としての評価も上がるってわけ。まあ、スポーツで言えば競技大会みたいなものよ」

「ふーん。それで、お前もそんなドレスを貰もらったってわけか……」

　全身を眺めている未来の顔を見て、永遠は照れたように視線をそらした。

「ちょ、ちょっとやめてよ、お兄。妹の体を、そんなにジロジロ見ないでよ……お兄のことだから、変な憎まれ口叩たたくと思ってたのに……そんな真しん剣けんに見つめられたら、変な気分になっちゃうよ……」

　モジモジと照れている永遠が死ぬほど可愛かわいく、倫理とか常識なんてものが全てどうでもよくなってしまう。

　このままでは間違いなく過あやまちが起こる。

　そう判断した未来は、機転を利かせて空気を変えることにした。

「ああ……そ、そうだな。中身はともかく、ドレスは本当に立派だと思うよ。豚に真珠。猫に小判。馬子にも衣装……たくさん言葉が思い浮かぶけど、どれをお前に贈っていいのか決められないくらいだ」

「だから、やめてってお兄。そんな風に、恥ずかしいこと言わないで……………？」

　頬ほおを朱に染め、恥ずかしさを耐えている永と遠わ。しかし、贈られた褒め言葉の中身に気づくと、目にも止まらぬ速さで未み来きに飛びかかってきた。

「豚に真珠とは何よ！　それに、猫に小判とか馬子にも衣装とか……全然褒めてないじゃないっ！」

　全く反応できない速さで未来を押し倒すと、永遠は未来の腕を取って、逆十字固めという関節技を決めてきた。

「ぎゃぁーッ！　痛い痛い痛いッ！　ごめんなさいッ！　とりあえず謝るから、腕を折るのはやめてくれッ！」

「……お兄。よく見たら生命線が短いわよ。食事には注意して、規則正しい生活を──」

「手相なんて見なくていいからッ！　とりあえず技を解いてお願いッ！」

　トントンッ。

　そんな風にギャアギャア騒いでいると、突然、ドアをノックする音が響いた。

　ノックの音に反応し、永遠が未来を解放する。その際ポイッと捨てるように放り出された未来は、床をゴロゴロと転がり、ベッドの横っ面に顔面をぶつけた。

「もう、お兄がギャアギャア騒ぐから、誰かが来ちゃったじゃない。いい？　ここにあたしがいるのは、家族としてお兄の様子を見に来たからであって、遊びに来たわけじゃないの。だから、規則関係で怒られそうになったら、ちゃんとあたしを庇かばってよね」

「な、なぜ……被害者である俺が、加害者を庇うような証言をせねば……」

　未来の抗議は本人の耳に入ることなく、加害者──もとい、兄の様子を見に来た妹は、「はーい」と返事をしながら部屋のドアを開けた。

「あ、純じゆんじゃない。どうしたの？　純もお兄の様子を見に来たの？」

「はい。今日はお休みですので、何か困ってることでもないかと思ってお兄さんの様子を窺いに来たのですが……お兄さんは？」

「あそこ」

　永遠が指差す先にいたのは、すでにボロボロになっている未来であった。

「おお、俺の可愛かわいいほうの妹よ……ちょうど良かった。そこにいる野蛮人を、どうにかして追い払って……」

「えーいっ」

「ぐぎゃぁぁぁぁ」

　可愛い掛け声を上げ、永遠が体を踏んづけてくる。響くのは、聞くも無残な未来の悲鳴だった。

　お、おのれ。永遠の奴やつ、調子に乗りやがって……だが、みてろよ。純が来たなら話は別だ。純は基本的に俺の味方だから、数の力でこの場を乗り切ってやる。

「そういえばお兄。まだ、あたしとの話は終わってないから」

　未み来きを踏む永と遠わの踵に、徐々に力が込められていく。

「あたしが遊びに来るのを知ってたくせして……どうして白はく天てん院いんさんと出かけたのか？　そろそろ、覚かく悟ごを決めてじっくり説明してもらおうじゃない」

　……やはりそうなるか。しかしここは、純じゆんのフォローで何とか回避を──

「……………そう、ですか。お兄さんは朝からお出かけをなされて……へえ。事情は知りませんが、さぞ、楽しかったのでしょうね」

　そう言って未来を見つめる純の瞳は、南極の氷のように冷たかった。

　あらら。おかしいぞ？　援軍が、たった一言で敵軍に変わっちまった。単純な永遠だけじゃなくて、純も敵になったとなると、これは……

　未来は敗北を認め、二人の妹に瑠る璃りとの事情を説明することにした。

　もちろん命を守るために、瑠璃をベッドの中に引きずり込んだことは隠したままで。



「ふーん。差出人不明の手紙が届いて、その送り主を捜してたってわけね。で、お兄は、白天院さんがその手紙の送り主だと思ったってわけだ？」

「まあ、簡単にまとめるとそうなるわけなんだけど……彼女に聞いたら違うってさ。それでまあ、俺としてもどうしたもんかと考えてるわけなんだけど」

　ポジションを変え、未来と純が床に座り、永遠はベッドに腰を下ろして脚を組んで座っていた。

　助けてと書かれた手紙。内容が内容だけに、永遠は未来以上に真しん剣けんな顔をしてこの謎を考えていた。

　暴ぼう力りよく的コミュニケーションを好む困った妹なのだが、こういう場面では、相手を思いやる優しさを見せる。

「実はね、プライベートなことだからお兄にはちゃんと話してなかったけど……白天院さんって、過去に家族を魔女絡みの事件で亡くしてるの。白天院さんは『五ご帝てい』って呼ばれてるほどの人だから、そういうことがあっても不思議ではないってことらしいんだけど……本人が幼かった頃の話だから、白天院さん自体は相当辛かったと思うの。それで、それ以来そのことがトラウマになっちゃって、かなり気難しい性格になっちゃって……でも、お兄には心を開いてたんだよね。だったら、やっぱり手紙を出したのは白天院さんなんじゃないのかな？　だって、そんな風に助けてなんて言ってくる子……過去のトラウマがある白天院さん以外、お兄の周りには誰もいないでしょ？」

　その話はすでに、貴き美み子こから聞かされていた。友人というほど親しくない永遠が知っているということは、魔女の世界ではそれなりに有名な話で間違いないようだ。

「もしかしたら、白天院さんはそういう病気なのかも。本人がいないところで、病気扱いするっていうのは失礼で申し訳ないんだけど……二重人格みたいな感じで、気持ちが不安定になってるときに本人も記憶してないような行動を取っちゃって、そのときにお兄宛に手紙を出したとか？」

「確かに、その推理は一理あるかもしれないけど……何でそれが俺なんだ？　俺は彼女のことを知らないわけだし、兄様ってことで言えば、俺よりも相応しい人間が周りには沢山いるだろ？」

「それはまあ、そうなんだけど……なによっ。せっかくお兄のために推理してあげたのに、そういう意地悪な反論するんだったら、もう推理なんてしてあげないから」

「反論禁止の推理って……独裁国家の裁判か、これは」

　呆あきれる未み来きのために、今度は純じゆんが意見を述べた。

「永と遠わさんの推理は、証拠が無いだけで筋は通っていると思います。白はく天てん院いんさんの特殊性は皆さん周知の事実ですから、そういう病気を持っていたとしても何ら不思議ではありません。むしろ、そういう噂うわさが立ってしまうということは、本人がそういった行動を取ってきたということですから。それなりに説得力はあると思います」

「ほら見なさいよ、お兄。あたしの正しい推理に反論した罰として、脚でも揉んでよ」

「ふん。誰がそんなことするか」

　じゃれ合う二人を放っておいて、純の言葉は続く。

「彼女がお兄さんのことを知っているということは、お二人は過去に、何らかの接点があったのではないでしょうか？　それをお兄さんは覚えていなかったけど、彼女は覚えていた。だから、お兄さんと彼女の間で認にん識しきのズレが生まれてしまったんだと思います」

「せ、接点って……俺って彼女に何かしたのかな？」

「それは、お兄さんが思い出すしかないと思いますが」

　突然、ポンと手を叩たたいて、永遠が何かを思い出した。

「そうだ。お兄、昔……純が家族になったのとちょうど同じくらいの頃。お父さんに連れられて魔女巡りツアーに出掛けたじゃない。お父さんが仕事の関係で魔女の人たちと仲が良かったから、軽い挨あい拶さつみたいな感じで相手の家にお邪じや魔まして。それで、歳としも近いことだしお前もついてこいって言われて連れて行かれたじゃない」

「そういえば……そんなこともあったな」

「もうっ、自分のことなんだから、ちゃんと覚えててよね。まあ、無理もないか。あたしたちが小学生になる前の話だもんね」

「そんな昔のことよく覚えてるな。本人である俺だって、言われないと思い出せないくらいだったのに」

「だって、あたしは連れて行ってもらえなかったんだもん。永遠が魔女に興味を持ち出すといけないからって言って……あたし、そういう仲間外れは絶対に忘れないから」

「そりゃまた……暗い性格をしていらっしゃることで」

　根深く恨うらまれないよう、意地悪するときは適度に優しくしようと心に決めた。

「でもそう言われてみれば、それらしい記憶もいくつかあるような……」

　そこでやっと、未み来きは瑠る璃りとの出会いを思い出した。

「そうだ！　思い出した。親父おやじに連れて行かれた先で……俺は瑠璃に会ってるんだ！」

「でしょ。それでその時、何か思い出に残るようなことでもしたんじゃないの？　あ、そうだっ。もしかしたら手紙でも交わしてるかもしれないから、それを見せてくれって頼んだら。そこでお兄との繋つながりが証明されたら、何かのきっかけで助けてなんて手紙を出したのも納得できて──」

「それは無む駄だだと思います」

　純じゆんにしては意外なほどにはっきりと、そう言い切った。

「そういった連絡も、消してしまったと本人が言ってしまえばそれまでですし……何より、それだと彼女が手紙のことを知らないと言った理由がなくなります。それに、永と遠わさんの推測通り、彼女が精神に何らかの病気を持っているのだとしたら、事実で相手を追い詰めるのは危険です。矛盾が生じた結果、何かの拍子で爆発することもありますから」

「そ、そっかぁ。純がそう言うってことは、そうなんでしょうね。確かに、手紙なんて捨てちゃえばそれでおしまいだし……そもそも、お兄からの手紙をいつまでも大事に取っておくなんて、ありえない話よね」

「何でそうなる？　俺だって、心に残る名言の一つくらい書けるぞ」

「はいはい。面白い面白い。それじゃあ、白はく天てん院いんさんのことは、刺激しないようにゆっくりと理解していくしかないわね」

「はい。それしかないと思います」

　あっ。二人して俺の名言のことを無視しやがった。

「では、そのお話はこの程度にして、私は何か飲み物でも用意します。お兄さん。台所をお借りしてもよろしいですか？」

「ああ。そこにあるものだったら適当に使ってくれていいけど」

　未来が自室にしているのは、寮の一室ではなく、来客者用の宿泊施設だ。なので寮の部屋とは違い、キッチンとユニットバスが部屋の中にあった。

　未来の許可をもらうと、純は飲み物を準備するために、台所のほうへと向かった。

　純がすぐそばにいるとはいえ、永遠と二人っきりになる。

　我ながら上手く煙に巻いたと思うが、瑠璃と二人で出掛けたという事実が消えたわけではない。そこを永遠に指摘されると面倒だと思った未来は、緊急避難として純の手伝いに向かうことにした。

「そうだ。俺も純の手伝いに行こう」

　若干棒読み気味に言って、未来は立ち上がる。

　すると、いきなり強い力で引っ張られ、ベッドの上に押し倒されてしまった。

「なッ……むぐっ」

　押し倒したのは永と遠わで、未み来きをベッドに引きずり込むと、体の上に乗り手で口を塞いできた。

「だめっ。大きな声出さないで。純じゆんに聞こえちゃうじゃない」

　未来のセリフを待つことなくそう言うと、永遠は、ご主人様に甘える猫のように、寝ている未来の上で体を丸くしてきた。

「お兄が悪いのよ。お兄が……他の女の子と仲良くしてるから……だから、穴埋めとして甘えさせてくれないと、許さないんだから」

　妹の甘い不ふ意い打うち。

　効果は抜群で、未来の脳みそは一気に沸騰しそうになった。

「あ、甘えさせてって……お前、妹なんだから、そのへんはちゃんと我が慢まんを……」

「ヤダ。我慢なんかできない……だって、お兄がそばにいるんだもん。甘えなかったら、あたしの頭が変になっちゃうよ」

　体に乗ったまま、永遠がギュッと力を込め、抱きついてくる。

　顔を赤くし、体を緊張させながら呟つぶやく永遠。どうやら永遠は永遠で、恥ずかしいのを我慢しながら、精一杯未み来きに甘えているようだ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　だがそれ以上に緊張しているのが未来で──未来は頭がおかしくなりそうなのを、酸欠になりながら必死に耐えていた。

　お、おいっ。ちょっと待て。こんな逃げ場のない状況で抱きつかれたら……お前そんな……こんな真っ赤なドレスでいつもと違う雰囲気で、しかもさっきまで偉そうな顔して暴ぼう力りよく振るってた妹が、いきなりこんな風に甘えてきて……ああ知らなかった。永と遠わって、案外胸が大きくて、すげえいい匂いがするんだ。

　未来の中にある男の部分が、「呼んだ？」と言って顔を出してくる。それを、未来の中にある兄の部分が、「呼んでません」と言って押し返そうとするが……どうにも、状況はよろしくなさそうだ。

　空中で遊んでいる腕を、永遠に対して伸ばしそうになる。

　このまま、抱きついてしまったら─────もう、後戻りできなくなるような気がする。

　ああ……駄目だ。じゅ、純じゆんだってそばにいるんだから……こんな、許されないようなことしていいわけが……………な、何だよ。永遠の奴やつ。最近になって急に積極的になってきやがって……誰だ？　誰が俺の妹を、こんな困った奴に変えやがったんだ。

　沸騰した頭で葛藤している未来に、永遠が抱きついたまま呟つぶやいた。

「ねえお兄。知ってる？　お兄って、寝ぼけたら誰だれ彼かれ構わず、ベッドに引きずり込む癖があるんだよ。それで、あたしもそれの被害に遭ってベッドに引きずり込まれたことがあって……その時からなんだからね。何かあったら、お兄のことを思い出すようになったのは」

　え？　何言ってるんだ、こいつ。

「それがあったのは、家を出て寮に入るちょっと前くらいで……それからずっと、お兄のせいでモヤモヤした気持ちだったんだからね。一緒に住んでれば、こまめに甘えたりして発散できたのかもしれないけど……それから、お兄とは離ればなれになっちゃったから……ずっと、ずっと、我が慢まんしないといけないことになって……昔のあたしはこうじゃなかったもん。昔は、お兄をイジめてるだけで満足できたのに……お兄に抱きしめられてからは、こうしないと満足できないようになっちゃって……なのに、お兄はそばにいないから……ずっと、一人でモヤモヤした気持ちを我慢してて……」

　決して、永遠は未来の顔を見ようとはしない。誰にも話せない恥ずかしい体験を語っているかのように、妹はモジモジしながら、自分の心の中を兄に囁ささやいていた。

「その時まで知らなかったんだから。男の人に抱きしめられたら……あんなに気持ちよくて、ドキドキするっていうことを……だから、責任取って抱きしめさせてよ。そもそも、お兄のせいなんだよ。お兄があたしに、こんなこと覚えさせたんだから。それさえなければ……もっとちゃんと、普通の妹でいられたのに……お兄が、あたしにあんなことしたのが……悪いんだよ。こんな環境だから、お兄が他の子の相手をするのは仕方ないと思うけど……ちゃんと、妹であるあたしも満足させてくれないと、許さないんだからねっ」

　恥ずかしげに体を強こわばらせながら、永と遠わは──真っ赤なドレスを着た、魔女の妹はそう言った。

　未み来きの中にある男の部分が、戦車に乗って兄としての理性を攻め滅ぼそうとしている。瀕死の状態になりながらも、未来は兄としての思考を保っていた。

　そうか……悪いのは俺だったのか。じゃ、じゃあ、やっぱり永遠の言うとおり責任というやつを取らなくてはいけないような気が……

　もうどうにでもなっちゃえ。

　そう思いかけたとき、台所のほうから物音が聞こえた。

　気配を察してからの永遠の行動は速い。素早く未来の体から離れると、永遠は未来をベッドの上から蹴り落として、先ほどと同じようにベッドの上に座っている体勢を取った。

「お待たせしました。簡単なお茶ですがご用意を……どうしたのですか？　お兄さん。床の上で寝転がって」

「い、いや……ちょっと、関節が痛くなったもんだから」

　適当に言い訳すると、永遠もフォローの言葉を足してきた。

「変なお兄。自分の部屋なんだから、寝るんだったらベッドで寝ればいいのに」

　そう言った永遠の演技は文句のつけようがないほど完璧で、未来は、さっきまでのことが夢だったのではないかと錯さつ覚かくするほどであった。

　魔女だ……俺の妹は、いつの間にか、男を騙だまして惑わせる魔女になっていた。もしもこの先、このやり方がエスカレートしていったら、俺は……

　真っ赤なドレスを身にまとい、きれいな微笑ほほえみを浮かべる魔女の妹。

　今後について、色々と不安にならざるを得ない未来であった。





　永遠たちと話をした日の夜だった。

　ベッドの中で、瑠る璃りに貰もらった白銀の十字架を眺めていた未来は、瑠璃と出会った幼い日のことを思い出していた。

　瑠璃と初めて出会ったのは病院で、そこで出会った瑠璃は、悲しくなるほど空っぽの瞳をしていた。

　理由を父親に聞くと、家族を殺されたからだと答えた。

　当時、『五ご帝てい』と呼ばれる魔女と、『神かん薙なぎ研究所』は致命的なほどに対立していた。その対立が招いた悲劇の一つとして、瑠璃は、両親と兄を爆弾で失ってしまったということのようだった。

　幼かった未来には、そこまでのことをする理由がよくわからなかった。

　父親は優しく、だけど強い口調で、「魔女の世界は、そういう世界なんだ」と未み来きに言って聞かせた。

　それを実感させるために、父親は自分をここに連れてきたんだろう。

　幼い未来は、何となくそう思った。

　声をかけると、瑠る璃りはか細くだが反応してくれた。そして未来に向かって、救いを求めるような哀れな顔で、「兄様」と小さく呟つぶやいた。

　その顔を思い出すと、胸が締めつけられるように苦しくなった。

　瑠璃に貰もらった十字架を握り締め、自分の右腕を見つめる。

　もしも瑠璃の兄貴が生きていて、俺と同じ力があったとしたら……迷うことなく、ここに来ただろうな。学園で唯一の男になったとしても、妹を護まもってやるために……

　手紙の主は、多分瑠璃だと思う。というより、それ以外該がい当とう者らしい人物は一人もいない。どうして手紙のことを知らないと言ったのかは謎のままだが、そこには、彼女にしかわからない何らかの事情があるのだろう。

　瑠璃。いきなり目の前に現れた妹だけど……お前が助けてって言うんだったら、俺は──

　強く右腕を握り締めた。

　この腕は、妹を護るための力なのだから。

　夜が更ふけていく。

　事件が起こったのは、それから数日後の夜だった。

　ちょうど、魔女たちによる夜会が行われる夜。

　白はく天てん院いん瑠璃は──たった一人で、この世界を敵にした。



    

  
    
      


３　「魔女を喰らう腕」



　自室にいる未み来きは、特に何をするというわけでもなく、ぼうっと外の風景を眺めていた。

　太陽が完全に沈みきった真っ暗な空。わりあい、自然が多く残っている島内の風景は、建築物がある場所以外は極端に暗く、集中しないと人の気配を感じることができなかった。

　今日だよな。例の、夜会って呼ばれてる夜は。

　今日は、魔女がドレスを着て自らの力を示す、夜会が行われる夜。そのため、いつもと同じような窓からの風景にも、多少の緊張感が漂っていた。

　あの日、瑠る璃りと出掛けた日から今日に至るまで、瑠璃からのアプローチは何一つなかった。冗談抜きで、あれは夢だったのではないかと思うほど、あの日以来、瑠璃は未来に接触してこなかった。

　その間、耳にした瑠璃に関する噂うわさといえば、永と遠わが話をしようと何度か接触したということくらいであった。

　一方で、未来の学園生活はというと、それなりに安定したものであった。

　お兄ちゃんという宣伝文句のおかげで、多くの女生徒が気軽に寄って来てくれた。そのおかげで思っていた以上に、未来は異物として扱われることもなく、普通の学園生活を送ることができていた。

　始まりは貴き美み子この悪ふざけだったのだが、結果として、「お兄ちゃんがやってくるぞの計」は良いほうに転がったようだった。

　そして今日、夜会の夜を迎えた。

　何も知らない未来のために貴美子が自室まで迎えに来てくれることになっており、永遠や純じゆんとは、お互いに余裕があれば現地で会うという約束になっている。なので未来は、自室で案内人である貴美子の到着を待っていた。

　そういえば……瑠璃が、貴美子のことは信用するなって言ってたけど、あれはどういうことなんだ？　確かにあいつは、信用できるほど立派な奴やつじゃないけど……

　瑠璃の言葉を思い出すと、何だかモヤモヤッとした気分になってきた。だから未来は口をムニャムニャッと動かすことで、気を紛らわせることにした。

　トントンッ。

　突如として部屋のドアをノックする音が響き渡った。

「はーい。鍵だったら開いてますから、どうぞご自由に」

　姿を現すのは、部屋を訪れると宣言していた貴美子だと思った。だが、そんな未来の予想に反し現れたのは、いつものように大人しめの雰囲気を身に纏った純であった。

　夜会ということもあり、今日の純はドレスを着ている。純のイメージにピッタリの、大人しいデザインをした漆黒のドレス。目立ちすぎず地味すぎず、着ている人間の魅み力りよくを見事に引き出していた。

「何だ、誰かと思ったら純じゆんか。綺麗なドレスなんか着て……よく似合ってるぞ」

「そ、そんな……似合ってるなんて、私にはもったいない言葉です。た、ただ……お兄さんに見ていただきたいと思い、私は着てきただけで……そんなに真しん剣けんに見つめないでください。恥ずかしい、です」

　視線を逸そらし顔を赤らめる姿は、本気で照れているようだった。そういう姿を見ていると、何だか勝者になったような優越感を抱くから不思議だ。

「んで、何で純がここに？　お互いに初めての夜会だから、余裕が出来るまでは自分のことに集中するって話だったけど」

「はい。そのことでお兄さんにお伝えしたいことがありまして……本日の夜会が、中止になりました」

「え？　中止？」

　意外な展開に、未み来きは目を丸くした。

「はい。このことをお兄さんに話すべきかどうか、正直迷ったのですが……お兄さんにも、知る権利はあると思いまして」

「そ、そりゃそうだ。男とはいえ、俺も魔女の学校の生徒なんだから。事情があるんだったら教えてくれよ」

　話し出そうとする純は、なぜか戸惑いの色を浮かべた。その様子が、嫌な予感を強烈に掻かき立ててくる。

「はい。これは、まだ不確定な情報を含んだことで、私が実際に見たということではないのですが……」

「何があったんだよ？」

「──『五ご帝てい』の一人、白はく天てん院いん瑠る璃りさんが、乱心してしまったらしいです」

「ら、乱心……乱心っていうと、簡単に言ってしまえば自分を見失ったってことで……」

「はい。お兄さんの仰おつしやる通りです。白天院さんは自分を見失ってしまわれ、北エリアの施設の一部を破壊し、学園を含めたこちらのエリアに逃走中ということのようです。そのため、万が一のことを考え、夜会は中止。各学生は、寮の自室で待機ということになっています」

「なっていますって……おい……」

　未来は一瞬で混乱してしまった。

　確かに、白天院瑠璃という少女は、不安定で気難しさを感じさせる性格をしている少女であったが、理由もなくおかしくなってしまうような危険さを漂わせてはいなかった。甘えてきたときや、大嫌いだからという理由でぬいぐるみを壊したときもちゃんと人目を気にしていて、そのへんの常識は普通に持っている子だった。

　そんな子が、わけもなく突然自分を見失ってしまうようなことが……

「と、とにかく純じゆん。他に知ってることがあるんだったら、何でもいいから教えて──」

　その時だった。

　不審な音が、窓の外から聞こえたのは。

　見ると、窓ガラスの向こう側に、垂れたロープのような物があった。何だろうと思って見ていると、大きな影が窓ガラスをぶち破って中に飛び込んできた。

「大変ですわお兄たんっ。貧乳の瑠る璃りさんがえらいことになりましたわ」

　飛び込んできた影の正体は、軍服のような服を着込んだ貴き美み子こであった。

「うわぁー！　俺の、俺の部屋の窓がいきなりぶっ壊されたぁ！」

　派手好きな貴美子らしく、見る者が絶句してしまうような登場シーン。未み来きは思わず尻餅をつき、声を上げてしまった。

　そんな未来とは対照的に、貴美子はどこ吹く風でいつもどおりの顔をしている。

「あらあら。この程度のことで驚くなんて、案外小心者なんですのね。お兄たんは」

「な、何言ってやがるッ！　こんな強行突入されたら、誰だって驚くわッ！」

「あらそうですか？　まあ、そんなどうでもいいことはこの際横に置いておきまして」

「自室の窓を壊されてるんだぞ、こっちは。どうでもいいことか？」

「あー。ピーピーうるさいですわ、お兄たん。そんなことよりも本題ですわ。詳しい事情はわからないのですが、瑠璃さんが爆発してしまいましたわ」

「そ、それだったら聞いたよ。で、何で瑠璃がいきなり暴れるような真ま似ねを？」

「さあ？　まあ、前から何を考えてるのかわからないところがあって、扱いにくい人だったのは間違いない事実なのですが……事情もなく暴れるような方ではなかったですわ。ですので、瑠璃さんにしかわからない何らかの事情があるのだと思いますが……」

「事情ってのは？」

「それがわかれば、こんな小汚い部屋なんか頼まれたって来てやりませんわ」

「おいっ。今なんて言った？」

「まあまあ、落ち着いてくださいなお兄たん。それよりも、『五ご帝てい』である瑠璃さんをこのまま放っておくことはできませんわ。聞くところによると、お兄たんは瑠璃さんと一緒にお出かけしたことがあるんですわよね？　でしたらお兄たんには、とりあえず瑠璃さんを大人しくさせるようお願い致したいのですが」

『五帝』の力がどれだけのものか知らないが、確かに、乱心してしまった魔女をそのまま放置しておくのは危険極まる。

「それで、実は永と遠わさんが、一足先に瑠璃さんを捜しに向かわれたのですよ。事情は知りませんが、あの方たちはいつの間にか知り合いになっていらっしゃったようで……瑠璃さんに何かあったと知って、一目散に追いかけていかれましたわ」

「永と遠わが？　あの馬鹿。いくら瑠る璃りのことが心配だったとはいえ……」

　未み来きが知っている妹、御み堂どう永遠とはそういう少女なのだ。いざとなったら、自分の力量など考えず、困っている人間を助けようと身を犠牲にする。

　永遠の名前を聞いた未来は気持ちを切り替え、立ち上がった。

「わかった。じゃあ、俺はとりあえず瑠璃を捜してみるけど……お前はどうするんだ？」

「わたくしはこれから他のエリアをまわって、事情を説明してきますわ。既知の仲であるため、わたくしが瑠璃さんの説得に向かってもよろしいのですが……まあ、わたくしだと火に油を注ぐことになりかねませんので、そこは遠えん慮りよさせていただきますわ」

　ふと、未来は瑠璃の言葉を思い出した。

『あの女は……わたしが知ってる中で、最悪の奴やつだから』

　結局、この二人はどういう関係なのだろう？

「それでは、わたくしはもう出発いたしますので、後はよろしくお願いいたしますわ」

　用件を伝え終わると、貴き美み子こはそそくさと部屋を出ていこうとする。途中、部屋にいた純じゆんを発見すると「おほほほほほ。失礼いたしましたわ」と、軽い調子で声をかけていった。

「ずいぶんと……変わったお知り合いがいるのですね」

　いつもだったらやきもちを焼く場面だが、今回はそれどころではないようだ。さすがの純も、部屋の窓を叩たたき割って突入してきた変人に呆あきれているようだった。

　ちなみに永遠と違い、純は貴美子との面識がなかった。

　うーん。貴美子の変人っぷりは相変わらずだとして……問題は瑠璃だな。何があったのかはわからないけど、まともな状態じゃないのは間違いないみたいだな。

　瑠璃を捜しに行くと決めた未来は、手早く外出する準備を済ませ、純に声をかけた。

「純っ。自室待機っていう命令が出てるんだったら、お前は自室に戻って大人しくしてろ。いいか。危ないかもしれないから、まっすぐ寮の自室に戻るんだぞ」

　ここに一人でいるよりも、他にもたくさんの魔女がいる寮に戻ったほうが、きっと安全だろう。

　未来は純に戻ることを促すと、部屋を出ていこうとした。

「はい。わかりました……それで、お兄さんは？」

「俺は──」

　着ている制服のポケットを確認する。そこには、瑠璃に貰もらった白銀の十字架があった。

「瑠璃に会いに行ってくる」

　告げると、未来は純を置いて駆け出していった。

「たすけて」という想おもいを伝え、兄様と呼び慕したってくれる少女に会いに行くために。



　どこだ？　威勢よく駆け出したはいいが……俺は一体どこに行ったらいいんだ？　よく考えたらあんまり探索してないから、この島の地理だってほとんど知らねえぞ……ああくそっ。仕方ねえ。とりあえず学園に行ってみることにするか。あそこだったら島の中心で、いろんな情報も集まってくるだろうからな。

　とりあえずということで、未み来きは寄り道することなく、自分の部屋から学園へと向かうことにした。

　寮と学園の中間辺りにある、大きな公園の中を駆け抜けていく。辺りには、未来以外の人影はない。

　もしかしたら、瑠る璃りは自分に会うために、すぐそばまで来ているかもしれない。

　そんな予感を覚えた未来は、ただ闇やみ雲くもに、暗闇に向かって瑠璃の名前を叫んでみることにした。

「瑠璃っ。どこだっ？　いるんだったら返事してくれよっ」

　声に反応したのか？　何かが動く気配がする。

　瑠璃かと思って視線を向けるが、瑠璃ではなかった。しかし、意外な人物なのは間違いなく、未来は思わず動きを止めてしまった。

「永と遠わ……何でお前がここに？」

　姿を現したのは永遠だった。

　先日に見た真っ赤なドレスを着ており、顔つきは、真しん剣けんそのものといった感じだ。

「お兄……お兄こそ、何でこんな所にいるのよ？」

「何でって言われたら、こっちも用事があるからとしか言えないが……お前こそ何でここにいるんだ？　寮生はみんな自室待機なんだろ？」

「それよ。そのことであたしも聞きたいことがあって来たんだけど……お兄、あのね」

「知ってるよ。瑠璃が何か問題起こしたっていうんだろ」

「そっか。知ってるんだ。だったら話が早い。そうなの。白はく天てん院いんさんがいきなり、魔術で寮の一部を破壊するようなことして……それであたし、白天院さんに何があったのか心配になって……もしかしたら、お兄の所に行ってるかもしれないって思ったから、学園を抜けて真まっ直すぐにお兄の部屋に向かってたんだけど」

　部屋から学園へと向かっている未来と、学園から部屋へと向かっていた永遠。

　出会った場所は、ちょうど距離的に中間辺りの公園であった。

「ああ。それだったらもう貴き美み子こに聞いたけど……で、何でお前はそんなことをしてるんだ？　もしかしたら、今はお前が思ってる以上に危険な状況かもしれないんだぞ。こんなところで、ウロウロしてるような場合じゃないだろ？」

　未来としては、妹が心配だったからこその言葉であった。しかし、永遠はその程度の言葉で気持ちを変えるような、簡単な性格ではない。

「あたしだって、誰かの力になってあげたいんだもんっ。じゃないと、あたしがこの学校に来た意味がなくなっちゃうから……あたしだって、困ってる人は助けてあげたいの」

　こうなったらもう、永と遠わは一歩も引かない。

　何とかして説得したい未み来きであったが、言っても無む駄だなのがわかっているので、口をゴニョゴニョさせることしかできない。

「それにね、お兄。この学園には、問題が起こったときは北エリアの人たちが問題を解決するっていうルールがあって、白はく天てん院いんさんを早く見つけて落ち着かせないと……北エリアの人たちと白天院さんの、戦争になっちゃうかもしれないのよ」

「せ、戦争って……そんな大げさな」

「大げさじゃないのっ。力がある魔女同士の戦いは、本当にそれくらいのことになっちゃうの。もう、そんなことも知らないんだから。お兄の馬鹿っ」

　色々あって興奮しているからだろう。永遠はいつも以上に感情を高ぶらせている。

　下手に逆らったら叩たたかれると思ったので、未来はなるべく永遠を刺激しないことにした。

「ま、まあ、戦争っていう表現はこの際放っておくとして……確かに、エリートである北エリアの魔女と戦うってことになったら面倒だな。『五ご帝てい』ってのがどれだけのものかは知らないが、それなりに力は持ってるだろうし……で、北エリアの魔女はいつくらいにこっちに来るんだ？　お前も所属は北エリアなんだろ？」

「え？　いつ？　え、ええっと……いつって聞かれたらちょっとわからないんだけど」

　急に、永遠が口ごもり出した。兄だからこそわかる。これは、永遠が都つ合ごうの悪いことを隠そうとしているときの態度と顔だ。

「？　何だよ？　大切なことなんだから、知ってるんだったらさっさと教えろよ」

「え、ええっと……その点はまあ、心配しなくても大丈夫なんだけど」

　事情はわからないが、永遠は何かを隠そうとしているようだ。気まずそうに視線を泳がせる姿は、何よりも雄弁にその事実を物語っていた。

　だが、そこはさすがに永遠だ。

　未来が追及するよりも早く、勢いで無理やり話の流れを変えようとする。

「そ、それよりも、時間はそんなにないのっ。今は大丈夫でも、しばらくしたら間違いなく、北エリアの人たちが白天院さんを止めるためにやってくるだろうし……そうなる前に白天院さんを冷静にさせないと、本当にどうなるのか………………………………えっ？　白天院さん？」

　永遠の視線と意識が、未来の後方に向けられる。釘付けになった視線の先にいたのは、紛れも無く、白天院瑠る璃りであった。

　どうやら、瑠璃も永遠と同じく、未来の部屋を目指していたようだ。ただ、問題を起こしたため堂々と移動することができず、ここまで来るのが遅れてしまったようだ。

「瑠る璃り……」

　身に纏っているドレスは、宝石のように美しい白銀のドレスだった。『五ご帝てい』という特殊な立場にあるためか。そのデザインは若干露出が多い。

　自分は周りの人間と違うんだ。

　そんな意思が伝わってくるような、高貴で派手なドレスであった。

　未み来きを見つけた瑠璃が、こちらに近づいてくる。

　言葉を失い、絶句した。

　未来が知っている瑠璃とは明らかに違う。

　大切な人すべてを失い、この世界に独りぼっちになってしまったような顔をしていた。

「にい……さま……」

　目が合った瞬間。体が震え、胸が締めつけられた。

　悲しい感情以外何もない。

　瑠璃は、そんな目をしていた。

「どうした？　お前が暴れてるって聞いて、飛んできたんだけど……何があったんだ？」

　声をかけて近づく未来に、瑠璃は返事もせず抱きついてきた。

　愛情を込めての抱擁とはほど遠い。救いを求めて、すがりついてきただけだった。

「お願い……兄様。わたしを、捨てないで……いい子になるから。兄様の言うことだったら何でも聞く。兄様の命令には絶対に逆らわない……だから、だからお願い……兄様。わたしを……瑠る璃りを捨てないで……」



    

  
    
      



    

  
    
      

「捨てないでって……」

　何を言っているのか、全くわからなかった。

　まるで推理小説の、最終章だけを読んでいるような気分だ。

「どうしたんだよ？　何があったんだ？　捨てないでってどういうことだ？　一から説明してくれないと、全然訳がわかんなくて……」

　未み来きを抱きしめる腕の力が、強くなった。

「ぬいぐるみ……あの日の、ぬいぐるみがまた送られてきた……誰かが、わたしを殺そうとしてる。誰かが、あの日の兄様たちみたいに……わたしを殺そうとして──」

　突然、瑠璃が未来の体から離れる。植え込みのほうに体を向けると、瑠璃は胸を押さえ、苦しそうに咳き込み始めた。

　何だよ……どうなってんだ？　殺そうとしてるってどういうことだ？　この姿が演技じゃないのはわかる。だけど、誰が何のために瑠璃を殺すっていうんだ？　ぬいぐるみって言われても……何だよ。わけがわかんねえぞ。

　落ち着いた瑠璃は、怯おびえきった表情で、再び未来のことを見つめてきた。

　かける言葉が見つからない。この、理解不能な状況に、未来も戸惑っていた。

「お願い……お願い、兄様……いい子になる……兄様には迷惑をかけないから……妹のままで……兄様って呼ばせて。兄様までいなくなったら、わたしは……お願い。助けてよぅ」

　助けたいさ。

　できることなら、今すぐに問題を解決して、この子を助けてあげたいさ。

　だけど──何から？　何のために？　どうやって助けてやったらいいんだ？

　山積みになっている難問を前に……未来は沈ちん黙もくすることしかできなかった。

　そんな答え、瑠璃は望んでいないとわかっているのに……

「……どうして？　どうして何も言ってくれないの？　兄様っ。あの言葉は本当に兄様の本音だったの？　わたしは、本当に兄様にとっていらない存在なのっ？　もう必要ないのっ？　わたしなんかより……もっと大切な人がいるの……？」

　心に溜まった激情を吐き出した瑠璃は、そのまま瞳に涙を浮かべた。

「本当は、答えを聞くのが怖くて……兄様に会うのが怖かったけど……だけど、絶対に……あれは何かの間違いだって言ってくれると信じて……兄様に、逢いたくて……………なのに──何で何も言ってくれないの？　兄様ッッ！」

　その怒声に体が震えた。もう、適当な言葉で逃げるようなことは許されない。

　未来は瑠璃の両肩を掴むと、言い聞かせるように優しく、だけど強い口調で語りかけた。

「瑠璃……大丈夫だから、とにかく落ち着け。いいか。お前が何を思っているのかはわからないけど、何の危険もないんだ。だから、お前が何かに怯える必要はないんだよ」

　過去の経験から、被害妄想にとりつかれている瑠る璃りを救ってあげようと、未み来きはできる限り優しく現実を説明した。

　未来の予想では、これで瑠璃は落ち着きを取り戻し、少なくとも話はできるようになるはず─────だった。

「な、何を言ってるの？　兄様。兄様だよ。わたしを殺そうとしている人間がいるから、誰も信じるなって言ったのは……兄様だよ。今更、何を言ってるの……どうして、訳の分からない言葉で、わたしを騙だまそうとするの？　わたしは……兄様以外、誰も信じないつもりで生きてるんだよ。なのに何で……にいさま……」

　瑠璃が放つ独特の迫力に、未来は気圧されてしまった。

　最悪の事態だ。

　話が、通じてない。

　瑠璃はもう、自分で創り出した物語に、完全に喰くわれてしまっている。

　だけど未来は逃げようとはしなかった。

　こんなにも痛々しい少女を放って、自分一人楽になろうなんて、夢にも思わなかった。

　最悪……このまま瑠璃の世界に飲まれてしまうとしても……

　仕方ないという気持ちで、未来は瑠璃と向き合うことを決めた。

「白はく天てん院いんさん。お願い、聞いて。白天院さんに何があったのかは知らないけど……お兄は女の子を見捨てるような人間じゃないから。だから、何に怯おびえているのかはわからないけど、冷静になって話をしましょう？」

　未来一人ではどうすることも出来ないと感じた永と遠わが、フォローのために言葉を挟んでくる。永遠の真しん剣けんな気配を察し、未来は一歩引いて状況を眺めていた。

「そうだよ、瑠璃。だからまずは何があったのか、落ち着いて話をして──」

　続けて説得しようとする未来であったが、瑠璃はもう、聞く気がなかった。

　全てを拒きよ絶ぜつするつもりで──白銀のドレスを着た少女は叫んだ。

「どうして……どうしてわたしの言うことを聞いてくれないの？　兄様っ。わたしは……わたしには兄様しかいないのに……どうしてわたしを信じてくれないの？　兄様ッ！」

　弾はじける瑠璃の感情に、未来よりも速く永遠が反応した。

「大丈夫よっ。お兄は白天院さんを傷つけようなんて思ってないから……だから」

　殺意にも似た激情は、未来ではなく永遠に向けられた。

「やっぱり……やっぱり本当の妹のほうがいいんだ……あの言葉は本当だったんだ。もう……わたしなんかいらないんだ。わたしなんか……死ねばいいと思ってるんだッ！」

　瑠璃の右手が永遠のほうを向いた。

　それと同時に、未来の右腕が強く疼うずき出し──光り輝く紋もん章しようが浮かび上がってきた。

「瑠る璃り！　やめろッ！」

　永と遠わを護まもるため、未み来きは反射的に瑠璃の右手を叩たたいてしまった。

　それがきっかけ。

　泣き叫んで救いを求めるだけだったか弱い少女は──

　──白銀の魔弾を操る、魔女になった。

「にいさま……………………………」

　見捨てられたという絶望の瞳。

　それはすぐに、殺意と狂きよう気きに塗りつぶされた。

「そう……それが、兄様の答えなんだ……」

「おい。待てよ瑠璃。まずは話をしようって言って……」

「うるさい黙れぇッッ！　もう……誰も信じられるもんかぁッッッ！」

　狂気に囚われ人を殺す前の人間は、みんな、こんな顔をするんだろう……

　強烈な力を宿した魔ま力りよくが、瑠璃の右手で凝ぎよう縮しゆくされる。

　叫びと共に爆発した瑠璃の感情は、白銀の魔弾となって未来に撃ち出された。

　近距離。しかも、永遠を護ろうとしていたため、未来の反応は決定的に遅れた。

　直撃を受けた未来の体は、勢いそのままに数メートル後方に吹っ飛ばされた。

　その威力──喩たとえるなら、車に轢かれたくらいの衝撃。それに加え、熱もあった。ぬいぐるみを一瞬で蒸発させるほどの、炎ほのおに匹ひつ敵てきする強烈な熱が。

　唯一の救いは、その先が植え込みだったということ。そのおかげで衝撃は緩和され、頭をコンクリートで強打するということはなかった。

　紋もん章しようが浮かんだ右腕は──変わらずに強い光を放っていた。

「お兄……お兄っ！」

　永遠が、心配そうな声を出しているのがわかった。だが、それ以外のことはよくわからない。脳のう震しん盪とうを起こしたせいで、未来の思考はぐるぐると回っているだけだった。

　何が……起こってるんだ？　何で瑠璃は、あんなにも怯おびえているんだ？　俺は……どうしてやるのが、正しかったんだ……

　何かが、決定的に食い違っている。

　わかっているのに、どうすればいいのかがわからない。

　まどろみに落ちる思考。名前を叫ぶ妹の声を聞きながら、未来は静かに意識を失った。





「白はく天てん院いんさんっ。お願い、落ち着いてっ」

　瑠璃は狙いを定めることなく、適当に白銀の魔弾を撃ち出していた。物陰に向かって撃ち出したかと思えば、急に振り返って、誰もいない木の陰に向かってまた魔弾を撃ち出す。

　見えない何かに怯えながら魔弾を連射する瑠る璃りの姿は、どう見ても、まともな精神状態には見えなかった。

　魔弾の炸さく裂れつ音が響くたびに、辺りの風景が姿を変える。地面は抉られ、木の幹は砕かれ、植え込みは吹き飛ばされ……もはや、普通の公園と呼べるような風景は、どこにも残っていなかった。

　このままじゃ駄目。どうにかして、あたしが白はく天てん院いんさんを止めないと。

　奥歯を噛かんで覚かく悟ごを決めると、永と遠わは右腕に炎ほのおを宿した。

『紅蓮の赤フレイムレツド』。永遠は自分が持っている力で、瑠璃の暴走を止めることにした。

　永遠の炎を視認した瑠璃は、敵意をむき出しにして永遠に対して魔弾を放ってきた。炎をばら撒まき魔弾を防ごうとするが、効果はほとんどない。

　魔弾は炎をかき消し、永遠の体へと襲いかかった。

「きゃっ」

　強烈な一撃が永遠を襲う。

　寸前で体をずらし、直撃だけは回避する。それに加え魔ま力りよくを弾はじくドレスを着ていたことで、ダメージ自体は最小限に抑えることができた。

　しかしそれでも、大きなダメージを受けたことは間違いなかった。

　なんて……重たい攻撃。魔弾系の魔術を使う人は何人か見てきたけど……こんな強烈な攻撃は初めて。しかもそれを、こんなにも連続で撃ち出すなんて……

『五ご帝てい』の呼び名は飾りではない。

　小さな体には、それにふさわしいだけの力量が備わっている。

　それに加え魔術には相あい性しようがあり、永遠が使う精霊系の魔術は、瑠璃が使う魔弾系の魔術に弱い。永遠の炎が一方的にかき消されたのも、その相性によるものだ。

　実力に差があり、相性は悪い。

　どう転んでも、永遠に勝ち目はない。だけど、絶望するわけにはいかなかった。

　何もできないとしても……せめて、大切な人だけは護まもってあげたかった。

　再び、瑠璃の無差別な攻撃が始まる。目標物などない。目についた物に向かって、適当に魔弾を撃ち出しているだけだ。

「お兄……」

　自分の力では瑠璃を止めることはできない。

　その事実を認めた永遠は、植え込みの中で気を失っている未み来きに駆け寄り、その体を植え込みから引っ張り出した。そして、寝転がっている未来の体を全身で抱きしめる。

　その行為は──自分の全てを犠牲にしてでも未来を守ろうとする、永遠の意思だった。

「……」

　魔弾を撃ち出す瑠璃の右手が、自分たちを捉えていることがわかった。

　逃げ場なんてない。次の一撃をまともに受けたら、どうなるかなんて誰にもわからない。

　怖くて、仕方なかった。でも、たとえ自分がどうなったとしても──大切な人だけは、護まもりたかった。

「………………」

　長く、冷たい静寂。それが無限に続くと錯さつ覚かくしそうになった頃。走りだす、誰かの足音が聞こえた。

「……白はく天てん院いん、さん？」

　顔を上げるが、そばにはもう誰もいない。

　遠くのほうに、『白はく銀ぎん帝てい』の小さな背中が見えるだけだった。





　男でありながら、魔術を使える才能がある。

　聞かされたのは、何年も前のこと。その頃から親父おやじには魔女の学園に行けと言われていたが、俺は頑なに断っていた。

　女しかいない魔女の学園……大した覚かく悟ごもなく、行けるような場所ではない。

　親父がどんなに強く勧めようが、俺は断固として、そんな所には行かないつもりだった。

　そんな俺の心変わりのきっかけは──妹たちが、魔女になると言い出したことだった。

　魔女の世界で起こった悲劇は、俺だって多少は知っている。

　そんな世界に、妹たちを行かせたくはなかった。

　だけど、あいつらにはあいつらの意思がある。

　俺の勝手なわがままで、それを邪じや魔ますることはできない。

　出来ることといえば……困っている時に、兄として、力を貸してやることくらいだった。

「たすけて」と書かれた手紙。

　本音を言うと、差出人は誰でも良かった。

　ただ、決断を下すきっかけが欲しかった。

　ただ……あいつらに会う、理由が欲しかった。

　──妹が呼んでいる。

　その理由だけで、充分だった。

　相手は誰だっていい。

　俺はそのために、この学園に来たんだ。

　右腕に宿る力は飾りじゃない。

　たとえ命を失うことになったとしても──護るべきものは護ってみせる。

　それが、俺がここにいる理由なのだから。



　最初に視界に飛び込んできたのは、きれいな星空だった。

　目が覚めたばかりなので体が重い。「いてて」と、声を出しながら体を起こそうとすると、何かが体の上に乗っていることに気づいた。

「……」

　いたのは、妹の永と遠わだった。

　まるで泣いているかのように、未み来きの胸に覆いかぶさっている。その姿を見ただけで、心配してくれている永遠の気持ちが伝わってきた。

「おはよ」

　心配させないため、できる限りいつもの調子で声をかけながら、未来は体を起こした。

　声に反応し、永遠が顔を上げる。

　今にも泣き出しそうな顔。髪型は、ほんの少し乱れていた。

「お兄……バカ。心配したんだから」

　安堵感から、永遠の顔がクシャッと歪む。全然オシャレな顔じゃないのに、いつもよりも可愛かわいく見えた。

「心配かけて悪かったな。それよりも……少し寝てる間に辺りの風景がだいぶ変わったみたいだけど」

　気絶する前までは、確かに普通の公園だった。それが今では、見るも無残に様変わりしている。抉られたアスファルトや、砕かれた木々。まるで銃撃戦でもあったかのように、公園は悲惨な状態になってしまっていた。

「……白はく天てん院いんさんがやったの。お兄が気絶してから、白天院さん、何かに怯おびえてるみたいに魔弾を連射して……あたしも、何とかして止めようとしたんだけど……駄目だった。あたしが使うのは精霊系の魔術だから、白天院さんの魔弾系の魔術とはどうしても相あい性しようが悪くて……………ううん、うそ。相性なんて関係なく、白天院さんが凄すぎて……何もできなかった。『白銀色の終焉プラチナデイストラクシヨン』。それが、白天院さんの能力なんだけど……力の差がありすぎて、どんな力なのかほとんどわからなかった」

　落ち込み、永遠は肩を落とす。

　そこでやっと、永遠のドレスが傷ついていることに気づいた。

　言葉だけではなく行動で、永遠は瑠る璃りを助けようとした。ドレスの傷は、その証だった。

「……落ち込むなよ。お前はできる限りのことをしたんだろ。だったら、それで充分だよ」

　永遠の肩に、そっと手を載せる。落ち込んでいる永遠は、肩に載った未来の手に気づいていないようだった。

「でも……このままじゃ、白天院さんが……」

「ああ、それは俺だってわかってる。今の瑠璃は普通じゃない。お前が言ってたとおり、あの状態で上級生の魔女と顔を合わせたりなんかしたら──」

　この公園の現状が、学園全てへと拡散する。

　そうなったとき、どれだけの負傷者が出るか……考えたくもない。

「北エリアの魔女は、あとどれくらいでこっちに来るんだ？　お前も北エリアの人間なんだから、大体の予想くらいは出来るだろ？」

　あとどれだけの猶ゆう予よがあるのか？　少しでも情報が欲しかった未み来きは、それを当事者である永と遠わに尋ねた。

　いつもなら、永遠らしいハッキリとした口調で答えが返ってくるのだが……今回は何だか様子がおかしい。

　悪戯いたずらがバレた子供のような顔で、永遠は目を泳がせていた。

「？　何だよ。悪ふざけしてる場合じゃないぞ。大体でいいから、北エリアの魔女が来るまでの時間を教えてくれって言ってるんだよ！」

　少し語気を強めるが、永遠の態度は大して変わらない。依然として、目を泳がせながら気まずそうな雰囲気を放っている。

「だからっ、大体でいいから時間を──」

「もうしばらくは、大丈夫だと思うよ……ええっと、あの、その……北エリアと学園を繋つなぐモノレールが……壊れて、使い物にならなくなっちゃったから」

「モノレールが壊れた？　そうか。瑠る璃りの奴やつ、そこまで見境がなくなって……」

「ううん。そうじゃなくて……あの、ええっと……」

「？」

「あたしが、壊しちゃったから」

「は？」

「ええっとね……だから、モノレールはあたしが壊しちゃったから、北エリアの人たちはもうしばらく来ないと思うよ」

　言いにくそうに視線を伏せ、永遠は上目遣いでチラチラと未来の様子を窺っている。未来は呆あつ気けにとられた顔で、おかしなことを言った妹を見ていた。

「お、お前……モノレールを壊したって」

　このままではマズイと思ったのか、永遠は顔つきを変え反論してきた。

「だってしょうがないじゃないっ。白はく天てん院いんさんは『五ご帝てい』でもの凄すごく強いって聞いてたし……それに、あたしが知ってる先輩だってものすごく強くて、そんな人たちが本気で戦うなんてことになったら……どうなるかなんて、簡単に想像できたから」

　出だしの口調は強かったが、後半になるに連れて声はか細くなっていった。

　永遠だって、自分がしたことの重大さは充分理解している。それでもそんな無茶をしたのは……誰も傷ついてほしくないと、思ったからだ。

　相変わらず、無茶苦茶な奴だな。こいつは……

　急激に、永と遠わが愛いとしくなってきた。他人のために自分を犠牲にできる優しさと、後先を考えない無鉄砲さ。

　何も変わってない妹を見ていると、不思議と温かな気持ちになってきた。

「そうだな。お前が言ってることは正しいよ。他の人間がなんて言っても、俺はそう思うから。お前は自分のしたことに自信を持ってろ」

　声をかけながら、永遠の体を引き寄せる。そこでやっと、未み来きの手が体に触れていることに、気づいたようだった。

「ちょ、ちょっとお兄……か、肩なんか抱かないでよ……こんなの、恋人同士みたいで……は、恥ずかしいよ……」

　永遠の顔が一気に赤くなる。

　最初は、照れながらもモジモジしていた永遠だったが、やがて限界に達したのか、いきなり右腕から炎ほのおが噴き出し、パニックに陥った。

「え、あ、ちょっ……ち、違うもん違うもん。お兄にキュンとなんかなってないもんっ。こんなの何かの間違いだもん」

　言い訳をしながら右腕を振り、永遠は必死になって右腕の炎を消そうとしている。その姿は可愛かわいいのだが、ちょっとだけ情けないものであった。

「……何をしとるんだ、お前は。それより状況はわかったから、後は俺に任せてくれ。瑠る璃りは、俺が絶対に止めてみせる」

「え？　でも、お兄一人じゃ……」

「大丈夫だよ。相手が誰だろうが、俺は絶対に負けないから。お前は黙って俺を信じてろ」

　未来がそう言い切ると、永遠はキョトンとした顔を見せた。そしてまた、右腕から炎が噴き出す。それを永遠は、「違うもん、違うもん」と言いながら、消そうとしていた。

「で、でもお兄……白はく天てん院いんさんは、『五ご帝てい』なんだよ。あたしが知ってる先輩よりも強いってことだったら……お兄がどんなに強くても一人じゃ無理だよ」

「だから言ってるだろ、俺一人で大丈夫だって。どんな相手だろうが、魔女だったら俺は絶対に負けない。だからお前は、俺の心配よりも自分の火を消すことに集中してろ」

「むっ。意地悪なこと、言わないでよ」

「心配すんなって。瑠璃は俺がどうにかするから。それでなくても『たすけて』なんて手紙を貰もらってるんだ。ここで見捨てるわけには──────────────」

「？　どうしたの？　お兄」

　何かが──頭の中で光を放った。

　簡単に聞き逃せる、何でもない一言。

　問題はなぜ──彼女がそれを口にしたかだ。

　火を、消す……そうだ。何であの時、あいつはそんなことを……いや、それよりも、俺はずっと、あの手紙は瑠る璃りが送ってきた物だと思っていた。でも、もしもそれが違っていて、瑠璃は情緒不安定なんかじゃなくて……ずっと、本当のことしか言ってなかったとしたら……

　深く考えると、最悪の答えにしかたどり着かない。

　だがそれでも、未み来きは考えなくてはいけなかった。

　それが──ずっと見えなかった、真実なのだから。

「お、お兄……」

　突然言葉を失った未来を心配し、永と遠わが顔を寄せてくる。

　全てがわかった未来は、一度だけ、静かに瞳を閉じた。

「永遠」

　永遠の両肩を掴み、未来はそれを聞いた。

「もしも、いらない手紙が届いたら……お前はそれをどうする？」

「ど、どうするって言われても……」

　訳がわからないまま、永遠は未来の質問に答える。

「それはやっぱり、捨てちゃうと思うよ。だって、いらないものなんだから」

「そうだな。じゃあ、それがメールだったら、お前はどうする？」

「それだったら当然消しちゃうけど……もうっ。どうしたのよ？　お兄。いきなり何も言わなくなったと思ったら、手紙だのメールだの変なこと聞いてきて」

　永遠の答えを聞き、未来は確信した。

　あの手紙は……

「たすけて」といった、妹は……

「永遠。そのへんを捜せば貴き美み子こがいるはずだから、お前はあいつと合流してくれ。そして『全てわかったから、後は俺がどうにかする』って、伝えておいてくれ。優秀で顔が広いはずだから、貴美子に任せておけば、悪いようにはならないはずだ」

「う、うん。わかった。貴美ちゃんにそう伝えればいいのね。それはわかったけど、お兄……」

「大丈夫だよ。全部俺が終わらせる。誰も、泣かせやしないから」

　そう言うと、永遠は心配そうな顔をしつつも、「うん」と大きく頷いた。

　そして未来の前から走り去っていく。

　一人になった未来は、学園のほうを向いた。

「待ってろよ。瑠璃」

『白はく銀ぎん帝てい』と呼ばれる妹のために、未来は走り始めた。





　魔ま力りよくの足跡に反応し、右腕がわずかに疼うずいていた。その疼きに従い走り続けていると、案外あっさりと瑠る璃りを見つけ出すことができた。

　誰かが潜んでいるかもしれない物陰があると、不安で仕方ないのだろう。

　瑠璃は、何もないグラウンドの真ん中に突っ立っていた。

　ここなら、誰かが来ればすぐにわかる。

　見ようによっては──誰かを待っているように見えた。

　気配を隠すことなく、未み来きは瑠璃に歩み寄っていった。

　未来の気配に気づき、瑠璃が視線を向ける。

　その瞳には、敵意しかなかった。

　白銀のドレスを身に纏い、長い髪の毛をツインテールにした無ぶ愛あい想そうな妹と──

　夜のグラウンド。

　二人っきりだった。

「……今更、何しに来たの？」

　瞳には、依然として敵意が宿っていた。

「何しに来たって……決まってるだろ。困った妹を、助けに来たんだよ」

「なに？　まだ兄様面するつもりなの？　もう無む駄だよ。わたしは、もう誰も信じないから」

「この先もそうやって、全てを拒きよ絶ぜつしながら生きてくつもりか？　もっと考えて、もっとちゃんと真実を見るようにしろよ。誰もお前を傷つけようとしちゃいない。俺や……さっき一緒にいた赤いドレスの奴やつだって、お前を助けたいって思ってるんだ。だから、もうこれ以上、無駄に暴れるようなことは──」

「うるさい黙れっ。お前に何がわかるの？　殺されそうになったことも、家族や……兄様を失ったことのないお前に……………何がわかるっていうのっ！　もう偉そうに兄様面するのはやめて。わかってるの。全部、わたしを騙だますための罠わなで……本当は、わたしを殺そうって思ってるんでしょっ！　もう騙されないからっ！　もう何も信じないからっ……もうこれ以上、何かを言うのはやめてッッッ！」

　激しく叫ぶと、瑠璃は白銀の魔弾を撃ち出してきた。

　一発でも直撃すれば、そのまま戦闘不能になる威力の魔弾。その力を知っているのに、未来は一歩もその場を動こうとしない。

　迫る魔弾。体に触れる直前、未来は右腕を振るった。

　光り輝く右腕の紋もん章しよう。それは触れただけで、魔弾を消滅させてしまった。

「……」

　瑠璃の警けい戒かい心が更に強まる。正体不明の力を前に、色々と考えているような顔だった。

「……瑠璃。ひとつ聞いてもいいか？　俺とお前は、どうやって連絡を取り合っていた？　大切なことだから、最低でもそれだけは教えて欲しいんだ」

　警けい戒かい心から、瑠る璃りは無言になる。しかし、「わかりきったことを、何で今更？」という想おもいを見せつつも、ちゃんと答えてくれた。

「メール、だった……それがどうしたっていうの？」

　そうか。やっぱり……

　口には出さず心の中でだけ、そう思った。

「瑠璃……残念だけど、それは俺じゃない。色々あって生まれた、誤解みたいなもんなんだよ」

「なに、それ……あなたじゃなかったら、あれは誰だったっていうの？　ふざけるのはやめて。誤ご魔ま化かさないでっ！　騙だまそうとするのは……もうやめてっ！　誰も信じないって言ってるじゃないッッッ！」

　叫びに合わせ、瑠璃はまたしても魔弾を撃ち出してきた。さっきと同じように、未み来きの右腕が魔弾をかき消す。今度は警戒心ではなく、敵意剥むき出だしの表情を、瑠璃は見せた。

「もうやめろ……わかるだろ？　お前の力は俺には通じないんだよ。俺は、ちゃんと理由があって、この魔女の学校に来たんだ。だからもう暴れるのはやめて、とりあえず落ち着いて話を──」

「黙れッ！　そんなこと、わたしには全部関係ないッ！」

　学習能力がないかのように、瑠璃は同じように魔弾を撃ち出す。そして同じように魔弾がかき消されても、瑠璃は態度を変えようとしなかった。

　きっと、疲れ果てて倒れてしまうまで、瑠璃は同じことを繰り返すだろう。

　駄目か。上手くいけば、軽い話し合いで終わると思ってたけど……やっぱり、そんな簡単に終わる話じゃないか。仕方ない。瑠璃が飽きるまで、今はこれに付き合ってやるしかないな。

　瑠璃が放つ魔弾全てを、未来の右腕がかき消す。それは何度も繰り返され、ただの一度も、『白はく銀ぎん帝てい』の攻撃が未来を捉えることはなかった。

　無む駄だだよ、瑠璃。魔女は絶対に、俺には勝てない。俺は、そういう力を持ってるんだ。だから、お前がどんなに攻撃したって……全部無駄に終わるんだよ。

　未来の右腕は、完全に魔弾を無効化していた。

『五ご帝てい』と呼ばれるほどの魔女ですら、制してしまう力。

『魔女喰いウイツチイーター』

　それが、未来がこの学園に通える理由にして、未来だけが持つ特殊な能力だった。

　能力の本質は、それほど難しいものではない。

　右腕に刻まれた紋もん章しようが魔術による攻撃を無効化し、吸収する。また、その力により吸収した魔ま力りよくを自分のものとし、男であるにもかかわらず、魔術を使うことができる。しかもその際は、一人一タイプという原則を無視し、三タイプ好きな形で使用することができる。

　魔女の攻撃全てを無条件で無効化し、なおかつ、相手が最も苦手とする形に変換して攻撃することができる。

　どれだけ強い魔女でも関係ない。

　この世の魔女なら誰であろうと、その存在を喰くえるほどの圧倒的で反則的な能力。

　それが未み来きの持つ力──『魔女喰いウイツチイーター』だった。

　スカポン親父おやじに言われるがまま、この紋もん章しようを刻んだんだが……まあ、今だけは親父に感かん謝しやだな。この力があれば、とりあえず瑠る璃りのことはどうにかなる。

　父親という、魔女の世界と密接に繋つながっている人間がいたからこそ、手に入れることができたこの能力。

　無論、紋章を体に刻めば誰でも手に入れられるという安っぽいものではない。

　これは、男でありながら魔ま力りよくを体に宿せる未来の特殊な体質と、魔力を使える才能があって初めて手に入るものであり、未来以外の男性が紋章を刻んだところで、ただの飾りにしかならない。そして未来自身の体も、紋章がなければ普通の男性と何ら変わらない力しか発揮することができない。

　魔力を宿せる体に生まれた宿命と、紋章を刻み込める環境にいたという運命。

　この二つが奇跡として交わったことにより、未来は、『魔女喰いウイツチイーター』という力を手に入れることができたのだった。

　これほどの魔力を、連続して撃ち出してるんだ。もうそろそろ、瑠璃もバテて動けなくなるだろうな。そうなってからが……本当に大切な時間だ。

『魔女喰いウイツチイーター』という反則的な能力があるため、未来に焦りはない。それどころか余裕を持ち、今後のことを考えていた。

　実際、誰がどう見ても、優勢なのは未来だった。

　攻撃が通じない。攻撃するたびに吸収して力を増す。そして吸収した力を、苦手とする攻撃に変換して突き返してくる。そんな怪物相手に、どうやって勝てばいいのか？

　立場が変わればすぐにでも絶望する。

　それくらい、未来は圧倒的に強力な能力を持っていた。



　だが…………………………………何かが、おかしかった。



　圧倒的に優位なはずで、何が起こっても負けるはずがない反則技を使っているのに……未来の中に、わずかな焦りが生まれてきた。

　おかしい……瑠璃の魔力は、いつになったら空っぽになるんだ。もうこの段階で、普通の魔女の数倍っていう魔力を放ってるはずなのに。

　未来は楽観主義者の愚か者ではない。ここに来るまでに、実用試験もかねて、それなりに訓練を積んできた。そして、優秀と呼ばれる魔女数名が相手でも、問題なく完勝できるだけの力と自信を手に入れることができた。だからこそ、未み来きはこの学園に来たのだ。

　その自信が、少しずつだが揺らいできた。

　目の前に立っている少女は、今まで訓練のために相手をしてきた魔女とは何かが違う。それを、頭と右腕が理解し始めた。

　白銀の魔弾が通用しないことを理解した瑠る璃りは、一旦攻撃を止め、一呼吸置いた。

　おっ。やっと終わったのか？　良かった。このままだったら、瑠璃よりも先に俺のほうが魔ま力りよくの吸いすぎでパンクするところ……………

　終わったのではなく、段階が上がっただけだった。

　瑠璃は戦法を変えた。手から直接魔弾を撃ち出すということを止め、両腕を広げ、体中から魔力を放出し始めた。

　ちょっと……待ってくれよ……そういう話は、聞いてねえぞ。

　瑠璃の体の前に、白銀の魔方陣が浮かび上がる。

　未来の右腕には、無効化・吸収という能力とは別に、ささやかだがもう一つの能力がある。それは魔力に反応して疼うずき、光り輝くというものだ。そして、その光と疼きは、相手の魔力に比例して激しくなる。

　今、未来の右腕は──そのまま吹き飛んでしまうんじゃないかというくらい、激しく強く光り輝いていた。

　右腕の疼きが尋じん常じようじゃない……やばい。あの魔方陣みたいなやつは……絶対に触れちゃいけない何かだ。

　息を飲む。

　緊張が体を支配する。

　白銀色に光り輝いた魔方陣から──柱のような形をしたレーザーのごとき魔弾が、未来めがけて撃ち出された。

「うそ、だろ──」

　言葉をかき消し、空気を貫き、レーザー型の魔弾が未来に襲いかかる。

　右腕を突き出し、何とかそれを無効化しようとする。だが、ありえないことに、全てを消滅させることができない。もっと正確に言えば──消してもすぐに次が来るから、目の前にあるものを消しても何の意味もない。とにかく、このまま攻撃線上にいても、死ぬまでこの攻撃が続くだけだ。

　未来は魔弾のレーザーをいなしつつ、その場から離れた。その瞬間、未来の経験上ありえなかったことが起こる。

　ちょっと待て……マジか？

　吸収した魔力が、未来の意思とは無関係に、右肩から噴き出してきた。それに伴い、痛みが全身を駆け巡る。それは、空気を入れすぎたタイヤがパンクするのと同じ現象で、優秀な魔女数名の魔力を吸収しても起こらなかった現象であった。

　だぁーッ！　いてぇッ！　ちょっと待てッ！　マジで聞いてねえぞ、こんなこと。どうなってんだ？　バーストするなんて、そんなこと今まで一度も……

　瑠る璃りの攻撃は止まらない。すでに、優秀な魔女にして数十人分という魔ま力りよくを放出しているのに──その威力は、一切の衰えを見せない。

　瑠璃は広げた両腕を、空に向かって掲げた。またしても魔方陣を造り出すつもりかと思ったが、いつまで経たっても瑠璃の周辺に魔方陣が造り出されることはない。

　何だ？　今度は何をするつもりだ？　できれば両手を上げて、「もうお手上げ」って、キュートな笑顔で言ってほしいもんだが……貴き美み子こならともかく、あの瑠璃がそんなことするわけ──

　空が、光っていることに気づいた。

　世界が狂っていない限り、まだ太陽が出るような時間ではない。となると、別の何かが大地を照らしているということになるが──

　……おいおい、どうなってんだ？　神なのか、あの子は……

　空にあったのは、グラウンド全面を覆い尽くさんばかりの、巨大な魔法陣だった。

　呆あつ気けにとられた後、絶望する。

　あの魔方陣が何をするのか、容易に予想できてしまったからだ。

　待て！　マジで待て！　あんなもんで攻撃されたら……

　掲げた両手を、瑠璃は勢いよく振り下ろした。

　それがきっかけ。

　白銀色の絶望が──雨となって終しゆう焉えんをもたらす。

　瑠璃が手の平から撃ち出していたのと同じような魔弾が、雨のように連発で、グラウンドに降り注ぎ出した。

「あーッ！　嘘うそだと言ってくれ！」

　絶望しすぎて、頭がおかしくなりそうだった。だが未み来きは持ち前の明るさで何とか正気を保ち、防御行動をとる。

　右腕を空に突き出し、消せる限りの魔弾を消す。だがそれだけでは、魔力がバーストして、やがて終わりを迎えるだけだ。

　未来は残った左手も、空に向かって突き出した。そしてそこから、魔弾系に変換した魔力を放出し始める。そうやって相殺することで何とかバーストすることを防ぎ、防御に専念することができた。

　これなら何とか凌げそうだが……どうなってんだよ、マジで。攻撃力の高さが、異常すぎるぞ！

　未み来きの周辺以外全ての地面が、魔弾の雨によってボコボコに抉り取られる。

　雨が止んだとき、そこはグラウンドの体を成しておらず……まるで、最前線の戦場のように、荒れ果てた大地になっていた。

　やっと……終わったのか？　……よ、よし。だったらもう終わりだ。魔女、数十人分っていう魔ま力りよくを放った後に、これだけのことをしたんだ。もう、瑠る璃りの魔力は空っぽのはずだ。それを凌ぎ切ったんだから、もう瑠璃は何もできな─────

『白はく銀ぎん帝てい』は、見み蕩とれてしまいそうなほど、堂々とした姿で立っていた。

　そこには、威い厳げんと余裕が漂っている。

　嘘うそでなければ……あれが、超一流の駆け引きの手段でないとすれば……彼女はまだまだ、余力を残しているということだ。

　瑠璃はおもむろに、垂らしていた右腕を勢い良く振り上げた。

　振り上げた瑠璃の右腕が、この世界に切れ目を入れる。

　大地から天空にかけ、一本の細い線が入る。ワンテンポ遅れ、それは全てを切り裂きながら、未来めがけて直進してきた。

「ふ、ふざけんなよッ──」

　この攻撃に関しては、防ぐどころか、右腕を差し出す気にもならなかった。

　未来は思いっきり横に飛び、必死になってその攻撃をかわした。

　瑠璃が造り出した線の通り道は、文字通り全てが切断されていた。

　それは、大地も例外ではない。

　─────底が見えない深い大地の切れ目が、瑠璃の攻撃によって生み出されていた。

　駄目だ……これはもう無理だ。ビビリとか、ヘタレとか、そういう問題じゃない。爆弾を落としてくる最新の戦闘機から逃げて、何が悪いんだっていう話だ。とにかく、一旦ここから離れないと。どう頑張っても、このままじゃ瑠璃には勝てない。

　決断すると、未来の行動は早かった。

　まず、吸収した魔力を使い、瑠璃と同じような魔弾を造る。今度はそれを、瑠璃ではなく、瑠璃の前にある大地に向かって撃ち出す。

　体に届かない攻撃なので、瑠璃もその魔弾に干渉することができない。

　瑠璃ではなく地面に当たった魔弾が、破裂した水風船のように土を巻き上げる。その泥を、瑠璃は腕を使って防ぐ。そうすることで一瞬だが、瑠璃の視界から未来が消えた。

　その一瞬があれば充分。

　保険として習得しておいた「逃げる」という能力を、未来は余すことなく発揮した。

　校舎のほうにまで逃げ、物陰に身を潜める。瑠璃の性格上、校舎ごと未来を破壊しようとするのではないかと警けい戒かいしたが、さすがにそこまではしなかった。

　物陰に身を潜めたまま、瑠璃の様子を窺う。どうやら瑠璃は、未来が完全に逃げ出したと思っているようで、こちらの様子など一切気にしていなかった。

　月明かりで明るくなってきたグラウンド。

　白銀のドレスを着た少女は一人、寂しげに空を見上げた。

　ったく。ああやって大人しくしてれば可愛かわいいものを。それが、どこでどう身につけたのか、あんな馬鹿げた戦闘力なんか持って……

　これからどうするかを考える。

　圧倒的戦闘力とはいえ、諦あきらめるわけにはいかない。まずはどうにかして、突破口を見つけないと。

　参ったな、くそ。こっちは反則だって言われても、何も言い返せないくらいの能力を持ってるっていうのに……普通に戦って普通に負けるってどういうことだよ。

　考えられる可能性は一つ。瑠る璃りも、未み来きと同じように何らかの反則技を使っているのだ。

　そういえば、魔女ってのは魔ま力りよくを高めるために魔石ってのを身に付けてるんだよな。確か、永と遠わもそういうのを身に付けてたし……そうか。瑠璃の力の秘密はそれか。『五ご帝てい』って立場を利用して、あいつはきっと特別製の魔石を身に付けてるんだ。となれば、その魔石を奪うか破壊すれば、瑠璃の戦闘力は格段に落ちるはずなんだが……

　問題はその手段だ。近づくことができない相手が身に付けているものを、どうやって奪えというのか？　考えるだけで、頭が痛くなる問題だった。

　しかしまあ、攻略法がわかっただけでも充分だ。要は、魔石をどうにかすれば…………？

　月明かりの下、瑠璃は妙なことをしていた。

　何かを探している素振りで、自分の服をまさぐっている。その様子は明らかに、忘れ物をしましたといった感じだった。

　何だ？　こんなときに、瑠璃の奴やつは何を……



「───────────────────」



　瑠璃が、独り言を呟つぶやく。

　唇の動きから、かろうじて何を言っているのかがわかった。

　…………………もう、いいって。そういう、笑えない冗談は……

　しかし、残念ながら冗談ではない。

　なぜならこの瞬間。瑠璃がそんな嘘うそをつく理由が、一つもないからだ。

　瑠璃は、一人でこう呟いた。

『……そっか。魔石は、置いてきたんだ……』

　いったい何人が、未来が受けた衝撃の意味を理解できただろう。

　魔石を持っていない。だから、瑠璃の弱点がなくなった。

　そんなことは、どうでもいい。元々、弱点を攻撃できないほどの力量差があったのだ。今更、攻撃できない弱点が消えたところで、状況はほとんど変わらない。むしろ、ありもしない弱点に固執せずにすむといったところだ。

　そんなことよりも、もっと重大な事実がある。

　魔石の説明をしてくれたとき、永と遠わはこう言っていた。

『中には、魔石なしでも魔術が使える優秀な魔女がいるけど……そういう人が魔石を身につけたら、使う魔術の威力が数倍に跳はね上がるの──』

　そう。そこまで説明すれば、どんなボンクラだって嫌でも理解できてしまう。

　白銀の破壊者──

『白はく銀ぎん帝てい』、白はく天てん院いん瑠る璃り。

　彼女はまだ─────

　……無理だ。絶対に勝てない。あの子は……………

　─────本当の実力の、半分も出していなかった。



    

  
    
      


４　「白銀と、黒の終焉」



　魔女という存在が造り出され、育てられている本当の意味。

　それを、未み来きは強烈に体験させられてしまった。

　とんでもねえ……何人に一人って割合なのかは知らないが、あんな子が生まれるんだったら、そりゃ、どこの国だって魔女を育てようって考えるさ。手加減してて、あのレベルなんだろ？　本気になったら……どんな大都市だって壊滅させられるってことじゃねえか。

　未来は瞳を閉じ、深く重いため息をついた。

　もう、勝つために頭を使ったところで時間の無む駄だだ。竹槍で巨大戦艦に戦いを挑んでいる。その事実に気づいた今、勝つための作戦を考える気にはならなかった。

　参ったな、くそ……あそこまで桁外れだなんて、完全に予想外だ。

　基本的に前向きな性格のため、戦力差の絶望からは既に立ち直っている。しかし、更に先に進むための思考となると──もう少し時間が掛かりそうだった。

　あれでまだ本気じゃないなんて……勘弁してくれよ、まったく。悪いけど……これはもう、俺がどうにかできるレベルの話じゃねえぞ。

　足音を立てず、未来は一旦この場を立ち去ろうとした。

　どう頑張っても、瑠る璃りには勝てないという現実がある。

　その現実を覆す方法を探すため、未み来きは一旦退却しようと考えていた。

「……」

　だが、瑠璃の姿を見てその足が止まる。

　瑠璃は──口を手で押さえ、吐いてしまいそうになるのを必死になって堪えていた。

　苦しそうな顔で、吐き気を我が慢まんする。

　衝動が収まると、今度は喩たとえようもない悲しい顔をした。

　そして歩き出す。

　目的地など、ありもしないのに……

　立ち止まった未来は、スイッチを切り替えるため、自分の顔を殴った。

　……駄目だ。俺がここで瑠璃から離れたら、本当に全てが終わっちまう。取り返しがつかない何かをするまで、瑠璃は絶対に止まらない。たとえ殺されても……俺はあいつから離れちゃいけないんだ。

　かといって、何ができるというのか？

　解けない難問が突きつけられる。だけど解かなくてはいけない。じゃないと、本当にここに来た意味がなくなってしまう。

　どうする……頭を使え、死ぬ気で考えろ。ここが分岐点だ。間違ったらバッドエンド直行っていう、絶対にミスれない大事な分岐点だ。頭から煙が出てオーバーヒートしてもいいから……何か答えを出すんだ。

　考えすぎて頭が痛くなってくる。

　未来は気を紛らわせるため、ほとんど無意識のうちに、ポケットの中に手を突っ込んでいた。

「くそッ！　何も思いつかないんだったらしょうがねえ。玉砕覚かく悟ごでもう一度真正面から行くしかないか。俺が怪我でもして動けなくなれば、瑠璃も何かを感じて冷静になるかもしれないし……………って、待てよ。ということは、俺は一度動けなくなるような大怪我をしなくてはいけないってことじゃ……」

　そんなことを考え苦笑するが、未来の決意はもう変わらない。

「まあいいか。瑠璃を救えるんだったら、大怪我の一つくらいしてやるさ」

　瑠璃を救うためだったら、今ここで死んでもいいくらいの覚悟だった。

　結局何の案もないまま、未来は瑠璃の後を追うことにした。

　そのとき、ポケットに入っている物に気づいた。

　これは……十字架か。そういえば、死んじまった兄貴のものだって、瑠璃に貰もらったんだよな。そんな大切なもん貰ったのに、俺はちゃんと護まもってやれなくて……

　取り出した十字架を見つめていると、自責の念が湧き出してきた。こういうとき、弱いってだけで自分が嫌になる。

　悪いな、本当の兄様。俺はあんたと違って、瑠る璃りの心の支えになってやれ─────

　──思いついた。

　瑠璃を止められるかもしれない、たった一つの方法を。

　そうだ……そういえば、魔術には相あい性しようがあるんだ。魔弾は精霊に強く、精霊は武装に強い。そして武装は──瑠璃が使う、魔弾系の魔術に強い。

　それがやっと見つけ出した、たった一つの突破口だった。

　武装系の魔術を使えば、瑠璃の攻撃を防げるはずだ。もちろん、あんな常識はずれの攻撃全てを凌げるとは思えないが……ほんの少しでもいい。瑠璃にまで届く道をつくることができれば──あいつに、言葉を伝えられる。

　武器や道具に魔ま力りよくを込め、特別な性能を持たせるのが武装系魔術だ。なので、武装系魔術を使うためには、魔力を込めるための道具が必要になってくる。

　今ここにある道具は、一つしかない。

　頼むぜ。兄様……あんたの妹は俺が護まもってやる。だから少しでいい。ほんの少しでいいから……俺に力を貸してくれ。妹を護るための、力を。

　未み来きは十字架に、瑠璃との戦いで吸収していた魔力を込めた。

　右腕の紋もん章しようが光り輝く。やがて、吸収した全ての魔力を使い切ると、右腕は何の変哲もない、いつもの姿へと戻った。

　さあ。こっからが勝負だ。終しゆう焉えんの色が何色になるか……決着をつけてやるぜ。

　限られた人間しか知らない、白銀色の戦い。

　その決着の時が、近づいていた。



　追いついたのは、正面玄関の前。

　大階段を登った先にあるそこには噴水があり、今も、静かに水を噴き上げていた。

「瑠璃」

　声をかけられ、瑠璃が振り返る。その表情は「やっぱり来たのか」という気持ちと、「何でまた来たの？」という気持ちが入り交じった、複雑なものだった。

「……まだ何か用があるの？　わたしを殺したいんだったら、もういい加減に諦あきらめたら」

「何言ってんだよ馬鹿。何度も言わせるなよ。俺はお前を傷つけるつもりなんかないんだ。ただ、ちゃんと話を聞いてくれないから、苦労して追いかけてるだけだよ」

「……………そう……」

　悲しげな瞳に、拒きよ絶ぜつの色が浮かび上がってくる。

　わかっていたことだが、瑠璃は話を聞くつもりなど毛頭ない。圧倒的な魔力で相手をねじ伏せ、自分を守ろうという想おもいしか持っていないのだ。

「じゃあ……もう追いかけてこれないようにしてあげる」

『白はく銀ぎん帝てい』は両手を広げた。

　張り詰める緊張感から、呼吸を忘れそうになる。

　一瞬の交錯にして、最大の分岐点。

　数秒後には、全てが決まる。

「行くぜ」

「さよなら……兄様」

　世界はただ──二人のためだけに存在していた。

　瑠る璃りめがけ、未み来きが駆ける。

　受ける瑠璃は、魔ま力りよくを放出し魔方陣を造り出した。左右に二つと、頭上に一つの計三つ。その全てが、標的を消滅させるだけの力を有している。

　絶対にかわせない距離になるまで、瑠璃は未来を攻撃しようとしなかった。

　引きつけて引きつけて引きつけて……

　最高の瞬間を、息を潜めて待ち続ける。

　死神ですら目を逸そらす緊張感の中。

『白銀帝』と『魔女喰いウイツチイーター』が────ぶつかりあった。

　撃ち出される、レーザーのごとき魔弾。三箇所から同時に撃ち出されたそれは、瑠璃の目の前でぶつかり合い、急激な勢いで圧縮され密度を増していく。

　神だって貫ける白銀の魔弾は──

　極上で凶悪な威力を誇る最高のレーザーとなり、『魔女喰いウイツチイーター』に襲いかかった。

　さあ……もう泣き言は言ってられねえぞ。とにかく、このレーザーみたいな攻撃をどうにかしないと──全部終わりだッッ！

　左手に持つ、武装系魔術に昇華させた十字架を魔弾に向ける。

　十字架は、油を弾はじく水のように、瑠璃の魔弾を弾いてくれた。

　いける……か？　くそッ！　瑠璃の攻撃の底が見えないから、予想が立てられねえ。

　いつまで続くかわからない我が慢まん比べが始まる。ただはっきりしていることは、未来は死ぬまでそれに付き合うしかないということだ。

　駄目だッ！　十字架だけじゃ凌ぎ切れねえッ！　右腕も使って防ぐと同時に消していかないと──このまま強引に押し切られる！

　これが『白銀帝』の力。

　戦術や駆け引きなどいらない。相あい性しよう差など力でねじ伏せる。誰にもどうすることもできない力で、相手が動けなくなるまで魔弾をぶち込む。

　未来の右腕が限界を迎えたのは、嫌になるくらい、すぐのことであった。

　それに対し、瑠璃のレーザーのごとき魔弾は一向に衰えを見せない。

　喰くわれても弾はじかれても何も変わらない。

　全てを白銀色に染め上げるまで──魔弾は決して止まらない。

　十字架のおかげで凌げてるんだッ！　これがぶっ壊れでもしたら、もう本当にどうしようもねえッ！　今しか……今しかチャンスはないんだッ！　頼む。少しでいい……ほんのわずかな裂け目があれば─────俺は、『白はく銀ぎん帝てい』だって喰くらってみせる。だから──

　それはもはや、願いというよりは、助けを求める想おもいだった。

　このままでは駄目だと、頭が理解してしまっている。

　そして『白銀帝』はかすかな隙も見せない。

　駄目……なのかよ、くそッ！　兄様でも神様でも何でもいいから──何か都つ合ごうのいい奇跡の一つくらい起きろよッ！

　だが、何も起こらない。

　それがどうしようもない現実─────────の、はずだった。

「ッ─────」

　突然、未み来きの影からナイフが飛び出してきた。

　そしてそれは魔弾に突き刺さり──ほんのわずかな切れ目を入れた。

　一瞬、呆あつ気けにとられてしまった。だがすぐに、体中の細胞が叫び声を上げる。

　行けッ─────と。

　残った力の全てを使い、未来は魔弾に生まれた裂け目に両手を突っ込んだ。

　魔ま力りよくを喰らう紋もん章しようを宿した右手と。

　魔弾を弾く十字架を持った左手。

　それは、神さえも貫く白銀の魔弾を─────

「引き裂けぇッッッッ」



　─────まっぷたつに、引き裂いた。



「なっ─────」

　驚愕する瑠る璃りの顔が見えた。そこからは、何も考えられない。できる限り最速で繊細に、未来は瑠璃の体に抱きついた。

　勢いがあり過ぎ、そのまま二人は地面を転がる。未来が体を使って瑠璃を庇かばったため、瑠璃の体が地面に打ちつけられるようなことはない。

　勢いがなくなり動きが止まると、未来は瑠璃の両肩を押さえ、地面に釘付けにした。

「くっ──はなっ──」

　凄すさまじい力で、瑠璃が未来から逃げ出そうとする。

　その顔に、体に、心に──未来はありったけの想いをぶつけた。

「兄様を信じろッッッ！」

　凍りついたように、瑠る璃りの動きが止まった。

「お前が信じた、お前の兄様を信じろッッ！　大丈夫だ。何も怖くないんだ。誰もお前の敵じゃないんだッ！　もしも、誰か敵になってお前を傷つけようとしたとしても──」

　未み来きは、持っていた十字架を瑠璃の眼前へと晒さらした。

「──俺がお前を護まもってやる。お前の兄様が……大切な妹であるお前を、死ぬ気で護ってやる。たとえ世界が全て敵になったとしても……俺はお前を護ってやる。だから、もう怯おびえるのはやめろ。お前の兄様を、信じろ」

　これで何も変わらないのであれば、もう瑠璃を救う術は残っていない。できることは、最悪の結末に付き合ってやることくらいだ。

　未来は、静かに瑠璃の答えを待った。

　どんな反応をするのか心配だったが、それは全て無む駄だな心配でしかなかった。

「信じて、いいの……」

　目に涙を浮かべ、甘えるような瞳で──妹は未来を見つめていた。

「ああ。大丈夫だよ。お前は俺が護ってやるから」

　誰も寄せつけず、一人で自分を守り続けてきた少女は──その一言で、気持ちをコントロールできなくなってしまった。

「兄様、兄様……兄様ぁっ」

　別人のように弱くなってしまった瑠璃は、大粒の涙を流し、無我夢中で未来に抱きついてきた。

「兄様……もう、わたしを独りにしないで。お願い、ずっと一緒にいて……もう、わたしから離れないでっ」

　年頃の少女らしく、溢あふれ出る感情そのままに未来のことを抱きしめる。

　そこにはもう、『白はく銀ぎん帝てい』と呼ばれ恐れられる、魔女の姿はなかった。

「にいさまぁ……」

　その豹ひよう変へんぶりに戸惑いつつも、瑠璃の気が済むまで、未来はその愛情表現につき合った。





　いや～、参った参った。まさか最後に、瑠璃があんな可愛かわいらしい姿を見せるとは。普段あんなに無ぶ愛あい想そうな子が、あんな風に必死になって抱きついてくるなんて……それに加えて、あのドレスだろ。可愛いって思わないほうがおかしいよな。

　一人、正面玄関の前に残った未来は、先程の瑠璃の姿を思い出しニンマリしていた。

　とりあえず第一の目的は達成した。そういう満足感も、未来の気持ちを良くしている。

　だけど、護ってやると言ったはいいが……どう考えても、瑠璃のほうが俺より強いんだよな。そんな子を、偉そうに護まもってやるっていったところで……ハハ。駄目だなこりゃ。永と遠わに説教してる場合じゃねえや。俺は俺で、自分の力量を考えて行動しないとな…………

　急に真面目な顔になると、未み来きはそばに落ちていたナイフを拾った。

　未来の必死の説得を受け自分を取り戻した瑠る璃りは、未来に言われるがまま、とりあえず北エリアへと戻っていった。

　未いまだ不安な気持ちはあるだろうが、兄様の言葉は絶大な威力を持っているようだ。

　後で説明する。という、曖昧な言葉であるにもかかわらず、瑠璃は未来を信じて何も聞かずに、北エリアへと帰っていった。

　もう、瑠璃が他の魔女と戦うという心配はしなくていいだろう。あれだけ落ち着いている瑠璃であれば、北エリアの優秀な魔女たちが上手くケアしてくれるはずだ。

　まあ多少の混乱はあるかもしれないが、とりあえずこれで最悪の事態を避けることはできた。

「……」

　あとは──もう一つの終しゆう焉えんを、迎えるだけだった。

「……もう、誰もいないぜ。ここにいるのは俺だけだ。だから出てこいよ」

　暗闇に話しかける。何の反応もないが、未来は繰り返し声をかけ続けた。

「なあ、もう終わりにしよう。全部わかってるんだ。いるんだろ？　そこにいないにしても……どこかで俺のことを見てるんだろ？　だから、出てきてくれよ。二人だけで……話をしよう」

　独り言にしか見えない、暗闇への問いかけ。

　気が遠くなるほど長い──数秒程度の時間。

　暗闇は静かに動き、少女は姿を現した。

「……やあ」

　未来はできる限り優しい声で、

　姿を表した少女、

「こんばんは。お兄さん」

　影かげ村むら純じゆんに、そう言った。

　さてと、何から話したらいいもんか……

　こうなることはわかっていたのだから、ちゃんと話すことを考えておけば良かった。若干の後悔があったが、今更悔やんだところで何か変わるわけではない。

　知っていることを話し、

　想おもうことを伝えれば、

　それでいいと思った。

「……純じゆん。まずは、素す直なおに出てきてくれてありがとう。そして、大切なことだからはっきり言わせてもらうよ」

　小さく息を吸い、大きく吐いた。

　純はいつもと同じ、大人びて落ち着いた顔をしていた。

「──瑠る璃りを壊したのは、お前だろ？」

　邪じや魔まするものは誰もいない夜の校舎前。

　噴水が、噴き出す音が聞こえた。

「お兄さん。申し訳ありませんが、お兄さんが何を言っているのか、私にはよくわかりません。私は、お兄さんが心配だったから、言いつけを無視してお兄さんを追いかけてきただけです。隠れていたのは、お兄さんに心配を掛けたくなかったからで……けして、やましいことがあるからというわけではありません」

「……そっか。確かに、そっちのほうが筋は通ってるよな。お前は俺の妹で、俺が心配で、誰にも内緒で俺の後を追いかけてきて……そっちのほうが、お前らしいよな……」

「お兄さん……一つお聞きしますが、どうしてそんな悲しげな顔をしているのですか？」

　その問いに対する答えは、一つしかなかった。

「決まってるだろ。お前が、大切な妹だからだよ」

「お兄さん……」

　もう一度、未み来きは小さく息を吸い、大きく吐いた。

　この物語の終わりが、静かに始まる。

「……俺になりすまして、瑠璃とメールをかわしていたのはお前だな？」

「……」

「瑠璃が壊れるきっかけとなった、ぬいぐるみを送ったのはお前だな？」

「……」

「名前を書かずに、俺に『たすけて』って手紙を送ったのは──お前だな？」

「……」

「瑠璃を壊して他の魔女と戦わせ、この学園を破壊しようと計画したのは……」

　そのセリフを言い切る前に、純は言葉を挟んできた。

「お兄さん。先程も言いましたが、私にはお兄さんの言っていることがわかりません。仮に、今の推測全てが事実だったとして、何か証拠はあるのですか？　お兄さんが仰おつしやったとおり、全てが私の計画だったという証拠が？」

　純にしては珍しく、強い態度ではっきりと否定した。

　瞳には、「悪い冗談はやめてください」という意思が込められている。ここで、「俺の勘かん違ちがいだった。ごめん」と言えたら、どんなに楽だろう。

「証拠はな……正直言うとないんだ」

「じゃあ……」

「でも、それは今だけの話だ。純じゆんだってわかってるだろ？　魔女ってのは、国が大事に育ててる貴重な存在だ。しかも、相手は『五ご帝てい』と呼ばれるほどの、一人で国をつぶせるほどの戦闘力を持った最高の存在だ。そんな子を嵌はめようとしたんだ。隠そうとした証拠なんて……探せば嫌ってほど出てくるよ。それにな、気づいてないかもしれないけど、お前は一つ重大なミスを犯したんだ。だから俺は確信してるんだ。あの手紙を送ったのは……お前だって」

「……」

「もう終わりにしよう。全てわかってるんだから、何を言っても俺には通用しない。これ以上、俺に嘘うそは……………つかないでくれ」

　いつの間にか、未み来きはうつむいてしまっていた。

　こんなことを言っておきながら、未来は心のどこかで、純が否定してくれることを望んでいた。

「……………………………そうです。全て、お兄さんが思ったとおりです」

　だけど、妹は、嘘をついてくれなかった。

「お兄さんの推測通り、私はお兄さんになりすまして白はく天てん院いんさんにメールを送りました。お兄さんになりすました理由は、家族を失い、傷心中だった白天院さんと、お兄さんに直接の面識があったからです」

「よく、瑠る璃りが心を開いてくれたな？　俺も瑠璃のことをそんなに知ってるわけじゃないけど……そう簡単に、他人を信頼して心を開くタイプじゃないだろ。いったい、どんな魔法を使ったんだ？」

「簡単です。あの方の実のお兄さんの話題を出したのです。亡くなった実のお兄さんの話題を出し、その代役として接していたら、あの方は簡単に心を開いてくれました。どの程度の仲だったのかは知りませんが、よほど、大切に思っていたのでしょう」

「……」

　いつもと同じ表情で話す純の言葉を、未来は不思議と穏やかな気持ちで聞いていた。

「なぜ、そんなことをする必要があったんだ？　瑠璃を嵌めたところで、お前に何の得があるっていうんだ？」

　純は静かに瞳を閉じた。

　そして決心を固めると、再び瞳を開いた。

「お兄さんは……私が幼少時代を過ごした研究所の名前を知っていますか？」

「知ってるよ。『神かん薙なぎ研究所』だろ」

　魔女の歴史を語る上で、絶対に無視をすることができない存在。

　全ては、この研究所から始まったと言っても過言ではなかった。

「はい。私は生まれてから、お兄さんの妹として御み堂どうの家に引き取られるまで、ずっとそこで生活してきました。そこでは、自分という存在と意思を殺し、国のために尽くし、国を護まもるための力をもった魔女になるよう教えられ、育てられました。そのために不必要な感情は全て排除してあります。普通の人は怖がる、『死』いう現象も、私は怖くありません」

　純じゆんは、研究所で日々を過ごし、魔女としての力を手に入れた代償として、長くは生きられない体になっている。にもかかわらず死を恐れていない姿には、どうしようもない説得力があった。

「その、『神かん薙なぎ研究所』が潰される直前、私は研究者の一人からある命令を受けました。それは──魔女の学園を破壊すること。そのために、私は白はく天てん院いんさんを利用したのです」

「それは、研究所の人間の意思なんだな？」

「はい。その通りです」

「……どうして、奴やつらは魔女の学園を破壊することを望んだんだ？」

「その人はこう言っていました。『学校などというつまらない施設では、国を護れるほどの、本当に強い魔女は生まれない。狂きよう気き的だと批判されようが、国を護るためには、人間を超えた魔女を造らなくてはいけない』と」

「……なるほどね。確かに、『五ご帝てい』が暴れて学校を破壊したとなると、今の魔女の世界は大混乱になる。その隙を狙って、研究所の連中は勢力を取り戻そうとしてるってわけか……………何だよ。最終的な目標は、クーデターってことかよ」

「はい。研究所にとって『五帝』という存在は、最も厄介な存在でした。非人道的と批判を受けるようなことをせずとも、国を護れるだけの魔女を造り出すことができる。それを体現している『五帝』がいる限り、研究者たちの主張が受け入れられることはありません。だからこそ、『五帝』という存在は、この学園と共に排除しなければいけなかったのです」

「瑠る璃りの家族を殺したのも、そいつらだな？　爆弾入りのぬいぐるみを送って……家族もろとも、瑠璃を殺そうとしたんだな？」

「そちらの事件について、私は詳しいことは知りません。ですが、たぶんお兄さんの推測通りだと思います」

　おそらく、未み来きの父親はその辺のことを詳しく知っているのだろう。

　だから監視するという本音もあり、研究所にいた純を引き取った。

　そして生き残っているその狂気を、警けい戒かいしていたのだ。

「お兄さんには理解できない話だと思います。ですが研究所の方々は、それこそが、国を護る最良の方法だと信じていました。それが正しいのかどうか。それは、私にはわかりません。ただ、私には、その命令に従う以外の生き方はありませんでした。なぜならそれ以外─────私が生まれてきた意味は、ないからです」

「……」

「御み堂どうの家に引き取られた私は、時間をかけて、皆さんからの信頼を得ました。そして信頼を得て、自由に動けるようになった私は、研究所の方と連絡を取りつつ、過去の事件と『五ご帝てい』と呼ばれる方々のことを調べました。そして思いついたのが、今回の計画です。お兄さんと白はく天てん院いんさんが、過去に出会っていたというのも好都つ合ごうでした。その繋つながりを最大限に利用するため、私は白天院さんに最初のメールを送りました。時期で言えば……ちょうど、私たちが中学に進学する頃だったと思います」

　純じゆんの偽装は完璧だった。

　未み来きはそれに気づくどころか、純を怪しいと思ったことすら、一度もないのだから。

「正直、標的が白天院さんである必要はありませんでした。『五帝』の中の誰か……いえ、もっと言えば、この学園を破壊してくれるほどの力をもった人なら、誰でもよかった。ただ、白天院瑠る璃りという方が、最も私の計画通りに動いてくれるという計算があったから、私はあの方を選んだのです。心に傷を持ち、圧倒的な力を有し……壊れやすいあの方を」

　瑠璃に対する、純の評価は何一つ間違っていなかった。

　むしろ、瑠璃という少女がいたから、この計画が生まれたと言っても過言ではない。

「瑠璃は心の病なんかじゃなかった。むしろ逆だ。正常だったからこそ、家族を殺されたという過去と、自分も殺されるのではないかという重圧で、少しずつ弱っていった。そしてその結果として、あんなにも警けい戒かい心が強く、裏切られることを恐れる子になったんだ」

　未来の言葉を肯定するように、純は小さく頷いた。

「はい。白天院さんに疑惑を植えつけるのは簡単でした。優しい言葉で、『誰かがあなたを殺そうとしている。だから警戒しろ』と言えば、愛するお兄さんの言葉だからでしょうか、簡単に信じてくれました。そうなってしまえば、仕上げは簡単です。自分の家族を殺したものと同じぬいぐるみを送り、お兄さんのフリをして決別の言葉を伝えることで簡単に壊れてしまいました。そこに、深い説明など必要ありません。きっかけさえ与えてしまえば、後はあの方が勝手に疑念を大きくしてくれます。なぜなら、私はそうなるようにあの方と接していたのですから」

「……」

「お兄さんに助けてという手紙を送ったのは、お兄さんがこの学園にやってきて白天院さんと出会ったとき、何の繋がりもないと不自然になると思ったからです。私が最も恐れるのは、存在しない繋がりの正体を、お兄さんが白天院さんに直接尋ねることでしたから。だから手紙を送ることで、白天院さんとお兄さんの繋がりを作り、適度な距離を保たせることにしたのです。その間の物語は、私が適当に作り、お兄さんに聞かせればそれで済みましたから……むろんこの間、お兄さんたちから疑われるような行動は一切しませんでした。これは、研究所が造り出した魔女の実用試験でも有りましたから、計画は全て、細心の注意の下で行われました。お父さんもお兄さんも……誰一人として私を疑うことなく、計画は確実に進んでいきました」

　何だよ。つまりは全て純じゆんの手の平の上ってわけか……前から何となくわかってたけど、純って結構、腹黒なんだよな。

「そして、白はく天てん院いんさんは全てが敵にしか見えない状況で、誰だれ彼かれ構わず攻撃し、破壊して……何もかもが計画通りに行くはずでした。そして────私は、自分が生きてきた唯一の目的を……達成できるはずでした」

「……」

「だけど、できなかった」

　とても悲しげな顔で、純は呟つぶやいた。

「計画は完璧なはずでした。まさか、そちらの切り札である『五ご帝てい』を利用するなど夢にも思っていなかったでしょうから、誰にも警けい戒かいされることなく、計画を進めることが出来るはずでした。でも、現実はそんなに上手くいってくれなかった……最初の計算外は、この学園にお兄さんがやってくることでした。魔女ではないお兄さんがどんな力を持ち、どんな目的でやってくるのか、私には全くわかりませんでした。だから、機を見てそれをお兄さんから聞き出そうとしたのですが……それも上手くいきませんでした。お兄ちゃんが来る。あのチラシのせいで、お兄さんの周りには気軽に女性が集まるようになり、私は満足に近づくことすらできなかった。それに、お兄さんは集まってきた女性から話も聞いていたようですし……私自身も、変に目立つ行動をするわけにはいかなくなってしまった……賢い人がいるのですね。あんな紙切れ一枚で、異物であったはずのお兄さんを、学園中の魔女の味方にしてしまった」

　……貴き美み子こが、ただのお遊びでやっただけって言ったら、純はどんな顔すんのかな？　まあいっか。賢い人だと思われてるみたいだから、そこはそっとしておいてやろう。

「白天院さんの壊れ方も、私の予想よりも大分甘かった。私の推測では、北エリアを出た段階で、すでに多数の死傷者が出ているはずだったのですが……実際は、そうならなかった。お兄さんと会うことで、あの人は私が思っていたよりも強くなってしまったようです。だから、最初の段階では最小限のことしかしなかった。それに加え、前もっての準備も立派でした。移動手段を絶つことにより、北エリアの魔女を閉じ込めた。あの一手は、見事としか言いようがありません。あの一手のせいで、魔女が同士討ちをするという計画の大半が、潰されたことになるのですから」

　悲しげな顔のまま、純は未み来きの顔を見つめた。

「そして極めつけは、お兄さんの存在です……まさか、『白はく銀ぎん帝てい』を制するほどの力を持っているとは思いませんでした。たとえどんな邪じや魔まが入ったとしても、壊れてしまった『白銀帝』を止めることは、誰にもできないはずだったのに……」

　褒められたと感じた未み来きは、照れくさそうに苦笑した。すると、純じゆんはつられて笑いをこぼした。

　こうやって見ていると、本当に──悲しい現実全てが、嘘うそだったと思えてくる。

「お兄さん。お兄さんはどこで、私のことに気づいたのですか？　確かに、本気になって調べればすぐに見つかるような証拠はたくさんあります。ですが、それらは全て、手遅れになってからしか見つからないように注意していたのに……お兄さんはどこで、私の存在に気づいたのですか？　私が犯した重大なミスとは……一体何なのですか？」

　簡単なクイズに答えるように、未来は何でもない態度で答えた。

「ああ。それだったら、別に大したことじゃないさ。覚えてるか？　永と遠わと俺とお前、三人で俺の部屋で話をしたときのことを」

「はい。確か、永遠さんがお兄さんに、赤いドレスを見せようとしていたときですね」

「ああ。そのとき俺たちは手紙について話をして、永遠の奴やつが、そういう手紙を持っているなら証拠になるから、瑠る璃りに見せてもらえばいいって言ったよな」

「はい。そういう話をした記憶はあります」

「そのとき、お前は強い口調で否定して、こう言ったんだ。『そういった連絡も、消してしまったと本人が言ってしまえばそれまでですし』って」

「？　……それが何か？」

「気づかないか。手紙の処分は『捨てる』であって、『消す』じゃない。『消す』って言葉を使うのは、メールなんかで連絡を取り合っているときだけで……その事実に気づいたとき、ふと思ったんだよ。もしかしたら、瑠璃は『手紙』じゃなくて『メール』で誰かと連絡を取り合っていたんじゃないかって。そして、そのことを知っていたから……お前は思わず、『消す』って表現を使っちゃったんじゃないかって」

「……」

「そうなると、後は連鎖的にわかってきたよ。誰が手紙を出したとか、どうして瑠璃が俺を慕したっているのかとか……全部がな」

「そう……ですか。そっか。そんな、つまらない失敗で……」

「正直、気づかなかったら、俺は命を賭けてまで瑠璃を止めようとは思わなかったと思う。思ったとしても、たぶん、お前が言うとおり手遅れになってからだっただろうな」

　悔やむような顔を見せた純だったが、やがて、自嘲気味に小さく笑った。

「いえ……お兄さんは、最初から命を賭けて白はく天てん院いんさんを止めようとしたと思います。だって、お兄さんの最愛の妹である……永遠さんが絡んでいましたから。お兄さんはいつもそうでした。最終的には──永遠さんのことを最優先するんです。この学園に来た直接的な理由も、それですよね。結局お兄さんは永遠さんを護まもるために……この学園に来たんです。だから、永遠さんを護るためだったら……お兄さんは最初から、命を賭けて白天院さんを止めようとしたと思います」

　そこまで言うと、純じゆんは不思議と満ち足りたような顔で、小さく笑った。

「私が話さないといけないことは、これで終わりです。もう、言いたいことはありませんし、言わなくてはいけないこともありません。これで……全て終わりです。私が生まれてきた意味も、生きていく理由も全て……これで、終わりました。後は、お兄さんの好きにしてください。私には──もう何もありませんから」

　その顔は、「何もかもがどうでもよくなった」という、諦あきらめにも見えた。

　そして、誰に語るでもなく、独り言のように純は呟つぶやく。

「ずっと……ずっと、永と遠わさんが羨うらやましかった。できることなら、私は永遠さんになりたかった。自分の生き方を疑わず、みんなを惹ひきつけ、みんなを護るために自分を犠牲にできる……そんな、永遠さんのような女の子になりたかった。そうすれば、お兄さんの最愛として、いつまでも、お兄さんのそばにいることができたのに……………」

　それは、

　とても、悲しい顔だった。

「なぁ、純」

　だからこそ──未み来きは想おもいを伝えたかった。



「俺は、最愛に順番をつけたことなんて一度もないぜ」

　──大切な妹へ。

　伝えなくてはいけない、想いを。



「お兄さん……」

「何か勘かん違ちがいしてるみたいだから、はっきり言っておくぞ。俺にとってお前は、永遠と同じくらい、大切な妹だよ。そりゃもちろん、状況や環境によって優先順位はつけるかもしれないけど……そんなもんあくまで、力を貸す順番であって、最愛の順番じゃない。だから、そんな顔をするのはやめてくれ。そうじゃないと、俺がここに来た意味がなくなっちまう」

　純は戸惑っていた。

　一緒にいた時間が長いから、何を考えているのか、すぐにわかってしまう。

「……そんなことは、嘘うそです。私の正体を知った今、お兄さんが私を大切にする理由はありません。なぜなら私はお兄さんを……いえ、お兄さんの周りにあるもの全てを、利用しようとしたんですから。私の、身勝手な目的のために」

「身勝手な目的っていう、自覚はあるんだな？」

「はい。ですが、罪悪感や後悔はありません。目的のために不必要な感情は全て排除されていますから。身勝手ということを認にん識しきしていても、それに対して、私が何かを感じるようなことはありません。ですので、お兄さんも嘘うそをつく必要などありません。優しく気を遣っていただかなくても、どうせ私は何も言いませんから」

　そう言って、拗すねたような顔を見せる純じゆんを見ていたら、こんなときなのに、未み来きは笑ってしまった。

「……何が、おかしいのですか？」

「いや。俺が知ってる、純のままだなって思って」

「まだ……気を遣っているのですか？　今言ったとおり、私は何も思いませんから、お兄さんの好きなように私を否定してくれれば──」

「そんなことしたら、お前は泣いちゃうだろ」

「……………馬鹿な。どうして私が、お兄さんに嫌われたからと言って泣かなくては……」

　強がりな態度を見せつつも、もうひと押ししたら、泣き出しそうな顔をしていた。

　本当に、妹という生き物は、変なところで意地っ張りだから困る。

「いいや。お前は絶対に泣くよ。お前は昔からそうだったもんな。『私のことは気にしないでください』って感じのことを言いながら、いっつも、『何で私を最優先してくれないんですか？』って感じの顔して……お前は知らないだろ？　自分がいつもそんな顔して、俺に迷惑を掛けてたってこと」

「そんなっ。私は、お兄さんに迷惑を掛けたことなんて一度も……永と遠わさんじゃ、ないんですから」

「そうか。お前はいつも、永遠は俺に迷惑ばかりかける困った奴やつだって思ってたんだな」

「ち、違います。それは、お兄さんがそうなるように話を進めたから……や、やめてください。お兄さんの意地悪に、お付き合いしてる場合じゃないんですから」

　少し照れた顔をすると、純は怒ってそっぽを向いてしまった。

　こういう姿は素す直なおに可愛かわいいと思う。

　これが、もう一人の困ったほうの妹だったら、顔を殴られてるか、骨を折られてるか、体を燃やされてることだろう。

「はは。結局そうなんだよ。妹なんて生き物は、多かれ少なかれ兄貴に迷惑掛けるようにできてるんだよ。肝心なのは、兄貴って生き物が……それを許してやれるかどうかだ。それで聞くけど……俺は、どうすると思う？　お前の説明を聞いて、俺はお前に何をしてやると思う？」

　きっと、純はそういう質問を最も恐れていたんだと思う。

　だからこそ自分から、嫌ってほしいなどという、望んでもいない望みを口にしたんだ。

「お兄さんは……私の知っている、御み堂どう未来という人は……………私を……」

　想おもいを言葉にすると、純は、感極まって泣き出しそうな顔になってしまった。

「許すよ。俺がお前を憎むわけないし、嫌うわけないだろ。第一、お前だって被害者みたいなもんなんだから。憎む理由がないだろ？　だから……もう、自分を嫌うようなことは言うな。俺の大切な妹の悪口を、もう言わないでくれ」

「……ぅ、ぁ……………」

　とうとう我が慢まんできなくなった純じゆんは、小さな両手を瞳にやり、必死になって涙を押さえていた。

「やめて……もう、そんな優しいことを言わないで……私には、お兄さんに優しくされる資格はないんです……だって私は、魔女だから……目的のためならどんなものでも犠牲にして……何が壊れても心が痛まない魔女だから……もうやめて……もうこれ以上、私を壊さないで……」

「純……」

「本当は、無理やりにでも目的を達成する方法はあった……お兄さんの影に仕込んだナイフを使って白はく天てん院いんさんを傷つければ……もう絶対に、誰にもどうすることができないようにできた……だけど、だけど……」

　未み来きは手に持っているナイフに目をやった。

　瑠る璃りの魔弾から未来を護まもってくれたナイフの持ち主が、今のセリフではっきりした。

「このナイフは、純の物だな？」

　顔いっぱいに涙を浮かべ──だけど必死になって顔を整えようとしながら、純は頷いた。

「はい。『心無き殺意ハートレスキル』……私の、魔女としての能力です。その力は、暗殺にしか役に立たない力で……その力でお兄さんが白天院さんを傷つければ……もう絶対に、白天院さんの心は元に戻らない……だから私は、そのナイフを……お兄さんの影に仕込ませたけど……」

　影にナイフを仕込ませる能力か……分類でいったら、武装系ってところか？　確かに、さすがの『白はく銀ぎん帝てい』も、信頼した相手の影から出るナイフは防げないだろうな。

　何だか無む性しように悲しくなってきた。

　どんなに彩り、どんなに優遇されていようが……

　結局魔女は兵器の代役なのだと、教えられてしまった。

「だけど、だけど……………どうしても、使うことができなかった……お兄さんが、お兄さんがどんな顔をするかって考えたら……胸が苦しくなって、涙が出そうになった……意味がわからない。どうしてお兄さんが相手のときだけ……こんな気持ちになるのか……お兄さんは私にとってただの道具だって……ずっと、言い聞かせてきたのに……お兄さんはいつも、私を変な気持ちにさせる……それがなぜなのか…………私には、わからない……」

「純」

「来ないでっ──」

　近づこうとする未み来きを、純じゆんは強烈に拒きよ絶ぜつした。

「お兄さんが私を壊したっ！　お兄さんが悲しむ顔を想像したら、私は……私がしなくてはいけないことができなくなった。それじゃあ駄目なのにっ！　そのためだけに存在してる私の命なのに……そのためだけに造られた……私は、魔女なのに………………」

　涙でクシャクシャの顔のまま、純は強く瞳を閉じた。

　一緒に過ごしてきた時間が長いから。

　純が何を考えているのか、すぐにわかった。

「神かん薙なぎ出身の魔女は、どうして長く生きられないのか知っていますか？　あれは……研究のための副作用であると同時に、裏切ることを防ぐためなんです。長く生き、いらない知恵を付け希望を持たれないために……そして、用済みになったとき……何の躊ちゆう躇ちよもなく、自分の命を断って全ての秘密を守るために……私たちは、自分の命を軽視するように造られたんです。そして、この計画の最後は……私が死に……全ての秘密を守ることだから」

　純の影がわずかに蠢く。

「役目を終えた。もう存在意義のない私なんてッッ──」

　波打つ影から姿を現したのは、銀色のナイフ。影から現れた数十本という数のナイフは、純の感情に合わせ─────

「消えてなくなるしかないじゃないッッッ」

　─────弾丸のように、純めがけて発射された。

「だから言ってるだろ。俺の妹の悪口は言うなって」

　右腕が静かに光る。

　未来は永と遠わのように炎ほのおを造り出すと、姿を現したナイフ全てを炎で包んだ。

　精霊系の魔術は、武装系の魔術に強い。

　未来の炎によって魔ま力りよくを失ったナイフは、カランという音を立て──地面に転がった。



　そして二人を包んだのは、炎で彩られた真っ赤なヴェールだった。



「……何者なんですか？　お兄さんは……そんな力、見たことも聞いたこともない」

「別に。どこにでもいる普通の兄貴だよ。ただ────妹が魔女で嘘うそつきで、少し困ってるってだけだよ」

　未来は純に歩み寄り、そっと抱きしめた。

　できる限りの、想おもいを込めて。

「なぁ、純。お前が俺に助けてなんて手紙を出した本当の理由は何だと思う？」

「本当の理由？　そんなの、説明したとおり……お兄さんと白はく天てん院いんさんの、偽りの繋つながりを作ろうと思って……」

「それだったら、助けてなんて書く必要はない。会いたいとかで充分だし、第一、助けてなんて書いたら、不必要に注意を引くことになってしまうかもしれない。それなのにお前は助けてなんて言葉を書いてしまった。いいか？　お前はまだ悪い魔法にかかってるみたいだから、俺がちゃんと教えてやるよ」

「……」

「あれは──お前の本当の気持ちだったんだ。お前は、心のどこかで、俺に助けてほしいって思ってたんだよ。だからお前は俺に、あんな手紙を送ってきて……………ごめんな。気づいてあげられなくて。そして、こんなにも……遅くなっちゃって」

　未み来きが腕に力を込めると、純じゆんは強く未来を抱き返してきた。

　そして、子供のように泣きじゃくり出した。

「あ……あのとき、お兄さんが……このまま死んじゃうかもしれないって思ったら……私は、無む性しように怖くなった……そんな感情、私の中にはないはずなのに……お兄さんを含め、全ての存在が、目的のための道具でしかないはずなのに……わからない……わからないんです……どうして私に、そんな感情があるのか……どうしてお兄さんがいなくなると思ったら、無性に怖くなったのか……全部、全部わからない……これじゃあ、私は、ただの欠陥品で……」

「何馬鹿なこと言ってんだよ。お前みたいな、最上級の欠陥品があるもんか。いいか、そんなこともわからないんだったら、俺が教えてやるよ」

　そうさ。

　全部、その理由で充分だ。

　俺がここにいるのも──

　こんな能力を手に入れたのも──

　今こうして、純を抱きしめているのも──

「俺たちは──家族だろ」

　──それ以上の理由なんか、いらないんだよ。

「お兄、さん……でも、でも私は……」

「大丈夫だよ。俺が護まもってやるから。だから、もうつまらないことは言うな。この先は、自分のために生きろ。お前が悲しかったら、俺だって悲しいんだ。お前が嬉うれしかったら、俺だって嬉しい。俺だけじゃない。永と遠わや、あのスカポン親父おやじだってそう思ってるんだよ。だから……だからお前は──」

　ありったけの想おもいを込めて。

　最愛の一人に──

「幸せに、なってくれ」

　──言葉を贈った。

「お、兄さん…………」

　強く激しく、純じゆんとは思えないほど力を込めて、きつく抱きしめてくる。

　正直な話……死闘の後だから、傷に響いて痛かった。

「好き……大好き……お兄さんのことが、私は……大好きです……」

　だけど未み来きはお兄ちゃんだから。

　痛みに耐え、言葉に照れながら──

　ずっと、純をやさしく包み続けた。



    

  
    
      



    

  
    
      


エピローグ



　あの事件をきっかけに、純じゆんは学校を辞め、父親の下へと戻った。

　罰を受けるためではない。新しいスタートのため、本当の意味で研究所と決別するため、純は彼女にしかできないことをやりに帰ったのだ。

　だからきっと、もう、純のような魔女が生まれることはないだろう。

　瑠る璃りは普段と変わらない顔で、普通の生活を送っていた。

　校舎の一部を破壊したということで、学園側から罰を受けたようだが、そんなに気にしている様子ではなかった。

　長い間、そういう環境で生きてきたからだろう。真相を知っても動どう揺ようすることなく、冷静に受け止め、ちゃんと消化しているようだった。

「兄様を信じてるから、わたしは何も怖くないよ」

　いつものようにポケットに両手を突っ込んだまま、瑠璃はそう言っていた。

　相変わらず、何を考えているのかわからないところがあるが、あの様子なら、瑠璃は大丈夫だろう。

　余談だが、瑠璃は尋じん常じようじゃないくらい、貴き美み子このことが嫌いなようだった。知り合いなのは間違いないが、何でもかんでも悪ふざけで返すあの性格が大嫌いなので、瑠璃はできる限り貴美子には近づかないようにしているらしかった。

　貴美子は信用できないという発言も、瑠璃のそんな心情から来たのだろう。

　あと、永と遠わがモノレールを焼いたのも、貴美子の入れ知恵だったらしい。貴美子本人としては、軽く故障させ、北エリアの魔女を足止めしてくれればいいと思っていたようなのだが……燃やしたと聞いて、さすがに絶句したらしい。

「お兄たんの妹さんは大胆なのですね」と、微妙な褒め言葉を口にしていた。

　そんな余談をいくつか聞いた、数日後のある日。

　未み来きは、根ね城じろにしている自室にいた。

「それで……やっぱりお兄は、帰っちゃうの？」

「ああ。俺は親父おやじに言われてこの学校に来ただけで、別にこれといった目的があったわけじゃねえし。用事が終わったら、さっさと帰るのが普通だろ」

「それはまあ、そうなんだけど……ふーん。途中で投げ出して帰っちゃうんだ。へぇ。お兄ってば根性がないんだ」

「だから、最初から卒業までこの学校にいるなんて言ってねえだろうが」

　話の内容は、未来のこれからについて。

　事件が解決したことで未来は目的を失い、この学校を去ろうと考えるようになった。すでにそのための手続きは済まし、今日、定期便に乗って本州に帰ればそれで終わりという状況であった。

　制服姿の永と遠わはベッドに座ったまま、不満そうな顔で未み来きを見ている。

　ちなみに、モノレールを燃やした罰として永遠は停学処分をくらい、本人曰く暇だからという理由で、未来の様子を窺いに来ていた。

「でも、純じゆんも学校を辞めて家に帰っちゃったわけだし……何かヤだな。急に二人がいなくなってあたし一人残されるなんて……何だか、仲間外れにされた気分」

「そんな後ろ向きに考えるなよ。そもそもここは女子校で、俺は本当はいないはずの人間だったんだから。それに、最初にここに行って魔女になるんだって言ったのはお前だろ？　今更、一人になるから寂しいなんて言うなよ」

「それはまあ、そうなんだけど……お兄、本当に帰るの？」

　永遠の困ったポイントの一つ。

　こういうときの永遠は、別人のようにしおらしい顔をする。

　そういう顔を見せられると……決心が鈍るからやめてほしい。

「あ、ああ……本気さ。本気で俺は帰るつもりなんだよ。だから、止めても無む駄だだぜ」

「別に……お兄なんかいなくなっても、全然寂しくなんかないけど」

　強がりを口にすると、永遠はベッドの上に仰向けになり、未来に顔を見られないようにした。これは癖の一つで、本気で怒ったり悲しんだりするとき、永遠は決まって顔を人に見せないようにしていた。

　うーん。このタイミングでこんな態度見せられると、俺としても行きにくいな。かといって、俺がこのままこの学校にいたところで、意味があるとも思えんし。それどころか下手すりゃ、男がいるってことで逆にトラブルになるような気がするし……

　正直言うと、未来は迷っていた。

　魔女の学校を本来の形に戻すのであれば、未来はいなくなったほうがいい。かといって、このまま逃げるように帰るというのも気が引ける。

　まあ、そこは考えてもしょうがないから、当初の決定通りにするか。あっ。そういえば、親父おやじから手紙が届いてたんだよな。どうせ帰るんだから、言いたいことがあるんだったらそのとき言えばいいのに……まあいい。もしかしたら急な用事かもしれないし。ちょっと、永遠が大人しいうちに、廊下に出て内容だけでも確認しておくか。

　ベッドで仰向けになっている永遠に気づかれぬよう、未来はそっと部屋を出ていった。



　あーあ。どうしよ？　純に続いて、お兄までいなくなっちゃうなんて。そりゃ、魔女になるために、そういう覚かく悟ごはちゃんとしてきたつもりだけど……いきなりだとちょっと、心の準備が……

　ベッドの上で悩んでいた永と遠わだったが、やがて決心した。

　よしっ。やっぱり、クヨクヨしてるなんてあたしらしくないっ。そうよ。別にお兄が死んで、もう会えないってわけじゃないんだから。ここは、ガツンとお尻を蹴ってあげるくらいの気持ちで、お兄を送り出してあげないと。

　気持ちを切り替えると、永遠は精一杯無理して笑顔を作った。

　兄に、無む駄だな心配をさせないために。

「お兄……」

　顔を上げた先に、未み来きの姿はなかった。

　永遠は、ブーブー文句を言う自分を嫌がり、兄が黙って帰ってしまったと思った。

　涙がでそうなくらい、胸が締めつけられ──永遠は深く、枕に顔を埋めた。

　何よっ。馬鹿お兄っ。最後なのに黙っていなくなることないじゃない。ああいいわよ別にっ。お兄なんかいなくなっても全然痛くないんだから。ふんっ。わかってるもんっ。お兄は別に、あたしのことなんかどうでもよくて………………

　兄の部屋。兄が使っているベッド。

　枕から、兄の匂いがした。

「ばか……ばかおにい……すぐに帰るんだったら、最初から来ないでよ……こんなふうに、いきなり帰られたら……」

　少しだけ、涙が零れてしまった。

「さみしいよ……………おにいちゃん……………」

　誰にも聞こえない小さな声で、永遠は呟つぶやいた。



「えらいっこっちゃぁっ！」

　大きな声を上げて部屋に戻ると、永遠がなぜか大げさな態度で驚いた。顔は枕で隠したまま、脚だけを思いっきりバタバタさせている。

「うん？　どうしたんだよお前。顔を枕で隠して、鼻血でも出たのか？」

　何も知らないため、未来は思いっきり無神経な質問をした。

　永遠は枕を顔で隠したまま立ち上がると、未来の顔面めがけて蹴りを放ってきた。幸い、永遠の視界が隠れていたため、蹴りが直撃することはなかった。

「ふわぁッ！　何で？　体調の心配しただけなのに、何で俺は蹴られそうになったの？」

「うるさい黙れっ！　バカお兄っ！　それより──」

　後ろを向き、顔から枕を離す。なにやらゴソゴソして振り返ったとき、永遠はいつもの顔をしていた。

「何よいきなり戻ってきて。帰ったんじゃなかったの？」

「最後の挨あい拶さつもなくいきなり消えるかよ。それより、これを見ろ。あのスカポン親父おやじからの熱い投書だ」

「熱い投書って……手紙が燃えるわけないじゃない。うん？　なになに──息子たちへ。我が家は、君たちの父親のタバコの不始末により、燃えてなくなってしまいました。ですので、帰ってきても部屋がありませんので、あしからず。冗談と思っているでしょうが、これがビックリするくらいのマジです。証拠として写真を同封するので、大きな眼を見開いてしっかりとみてくださ………………」

　封筒に入っていた写真を確認すると、永と遠わは絶句してしまった。

　真っ黒な炭の塊になった家の前で、あのスカポン親父おやじはすました顔でピースしていた。

「……お、お兄……こ、これっていったい……」

「見りゃわかるだろ。我が家が燃えて親父が写真を取って、手紙を書いて送ってきたんだ」

「そ、それくらいは見ればわかるけど……え？　あ？　うそ、そんな……え？」

　永遠の自我が崩壊しかかっている。

　まあ無理もない。いきなり実家が燃えたと言われたら、誰だってショックだ。

「ピースサインでわかると思うが、怪我人とかは出てないから大丈夫だ。ただ、家はもう駄目になったから、建て直しとかするまで、俺たちが帰る場所はない」

「帰る場所がないって。そんなぁ……まあ、今は寮生活だから、直接困るってことはないけど──っ」

　帰る実家がなくなった。

　その事実に、永遠はピーンと来たようだった。

「あ、ちょっと待って。家が燃えちゃったってことは、もしかしてお兄は……」

　まあ、仕方ない。

　家が燃えてなくなったのなら、これ以外の選択肢は選びようがないのだから。

「……ああそうだよ。この先も変わらず、男なのに魔女の学校に顔を出しますよ」

　ふてくされていた未み来きとは対照的に、永遠の顔には、満面の笑みが浮かんでいた。

「へぇー。そうなんだ。な～んだ。サヨナラとか偉そうなこと言って、結局はこの学校に残るんだ。へぇ、そうなんだ……ぷぷ。かっこわる」

「まあまあ、そんな気を落とすなよ」と言わんばかりの態度で、永遠は未来の肩をポンポンと叩たたいた。

　その、勝ち誇った顔が何か嫌だった。

　くそ。あのスカポン親父め。どこまで俺の人生を狂わせれば気が済むんだ。親父が魔女には手を出すなって言ったから、潔く身を引いてやろうと思ったのに……このまま卒業までここにいて、何か過あやまちが起こってもしらねえからな。ちくしょう。

　このままここに居続けたら、いつか誰かに魔法をかけられ、景気良く堕ちていってしまうような気がしてならない。

　そうなるのが嫌だから、せめて父親には恥をかかせまいと思い、身を引くことを選んだのに──まさか、味方に退路を断たれるとは夢にも思わなかった。

　魔女は妹のような存在で、どんなに心奪われても、手を出したらそれで終わり……わかってるよ。この学校に来た時から、それは充分過ぎるほど胸に刻んできたつもりだよ。だけどな……

　心の中を読まれたら困るという思いから、未み来きは無意識のうちに永と遠わに背中を向けていた。そんなわかりやすい隙を、見逃してくれる妹ではない。

　我が慢まんできなくなったかのように、永遠は、遠えん慮りよなく激しく未来の背中に抱きついてきた。

「うぉっ。おい。何してんだよいきなり。今はそういう場面じゃないだろ。我が家が燃えたっていう事件が起こった後なんだ。だから、もう少しそれについての話し合いをだな」

　背中を取られたまま、未来は当たり前のことを言った。しかし、永遠がそれらしい反応を返すことはない。

「おい。何とか言えよ。拗すねたり顔を隠したり蹴ったり……色々、忙しい奴やつだな」

　永遠が返事をしたのは、それから数秒後だった。

　たった一言──

「……こんなことするの、お兄だけだもん」

　その言葉だけを未来の耳に届け、永遠は未来を抱きしめ続けた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　頭を殴られたような衝撃。何度も聞いた言葉だが、何度聞いても慣れることがない。

　未み来きは酸欠になった魚のような顔で、アタフタと慌てふためくだけだった。

「と、永と遠わ……ちょ、ちょっと待て……俺たちは、兄妹なんだから……そう簡単に、抱きつくみたいなことは……しないほうが……」

「困ってるのは、あたしのほうなんだから。あたしをこんな気持ちにさせる……お兄が悪いんだからね」

　そんな理屈を口にすると、永遠は更に強く、細くて柔らかい体を未来に押し付けてきた。

　脳みそが爆発したような気がした。

　だけどギリギリの所で、未来は踏ん張って魔女の魔法に耐えていた。

　あ、ヤバい。何か、緊張で体が硬くなってきて……まずい。背中が、背中がツリそうだ。で、でも、何とか我が慢まんしないと……俺はお兄ちゃんで、こいつは妹で……

　この先、妹という魔女が仕掛けてくる猛攻を、耐えることが出来るのだろうか？

　前途は多難だった。

　だけど、自分で決めたことだから。

　痛いッ！　いたい。背中がツッた！　痛いッ……

　この先どんな困難があったとしても。

　未来は妹たちを護まもってあげるつもりだった。



    

  
    
      


あとがき



　こんにちは、星ほし家いえなこです。好きな妹キャラは「クレヨンしんちゃんのひまわり」です。

　今回は、妹成分を多めに盛り込んだ作品になります。

　様々な妹たちが、多種多様なやり方でお兄ちゃんを攻撃してくるというお話になるのですが……主人公である未来君は、よくあの猛攻に耐えきったなぁと、作者ながらに感心してしまいます。普通の青少年だったらとっくの昔に撃墜されてるような攻撃にも、お兄ちゃんだからという理由で耐えきる姿は立派の一言ですね。まあ、大部分が情けない姿ではありましたが……お兄ちゃんとして、もの凄すごく頑張っていたと思います。



　それでは、各ヒロインたちについてあれこれ。

　まずは永遠さん。正直に言うと、彼女はプロット段階ではあんな感じの子ではありませんでした。ちょっと暴力的という部分以外は普通の感じの子で、正直、この子がヒロインで大丈夫かなぁと思ったくらいです。それが改稿を重ねていくうちに、作者もビックリするくらい可愛かわいくなっていって……素直じゃない甘えん坊という武器を惜しげもなく振り回す姿は、凶悪の一言ですね。本当に、潜在能力の高さに驚かされる子でした。

　次に純じゆんさん。彼女も、プロット段階ではちょっと物足りない感じがする子でした。ですが改稿を重ねていくうちに、彼女も永と遠わさんと同じように可愛かわいくなっていって、最終的にはとても素敵な妹になってくれました。ただ、あんな風にちゃっかりしてる子になるとは、夢にも思いませんでした。「最後は自分がちょっとだけ得をするように行動する子」という永遠さんの評価は、絶妙だと思いますね。

　そんな二人とは対照的に、最初から最後までほとんど変わらなかったのが瑠る璃りさん。彼女については、ほとんど何にも変更していません。最初から最後まで、瑠璃さんは瑠璃さんのままでした。さすがは白はく銀ぎん帝ていといったところです。そんな彼女について、本編では描けなかった点の補足を少々。普段の立ち振る舞いから、皆さんは瑠璃さんをツンデレ系の子だと思ってしまうかもしれませんが……実は瑠璃さんは、作中で最もやきもちを妬やかないタイプの子です。好きな相手が他の子にチヤホヤされていても、怒ったりなんかしません。むしろ、チヤホヤされている姿を見て優越感を抱いたりします。その根底にあるのは、「この人はわたしのものだから」という意識で、指を噛かむといったマーキング行為はそのためのものです。まあ、本文とはほとんど関係ない知識ですが、瑠璃さんが誤解されてはいけないので、補足させていただきました。

　最後に、スーパー美少女である貴き美み子こ様について少々。実は彼女は、プロット段階では存在すらしていない子でした。それが、結構ページが余ったからという理由で、試しに登場させてみたら……我が物顔で居座るようになってしまいました。チャンスを確実に生かし、実力でレギュラーを勝ち取った女。さすがは貴美子様といったところですね。



　それでは、最後にお力を貸してくださった皆様へ感謝の言葉を。

　毎度のことですが、皆様の力があったからこそ、ここまで来ることが出来ました。

　未熟な私に力を貸してくださったことを、ただ感謝するばかりです。

　そして読者の皆様。

　ここまでお付き合いしてくださり、本当にありがとうございました。

　今後も、読者の皆様のために全力を尽くす覚悟で頑張っていこうと思います。

星ほし家いえなこ



    

  
    
      


　著者

　星家なこ（ほしいえ・なこ）

　　一月六日生まれのＡＢ型。性別は、皆様の想像にお任せします。ファンの方々の大切さと有難さが心に染みる今日このごろ。この先どんな苦難があったとしても、応援して下さる方々のために、燃え尽きるまで頑張り続けたいと思います。最近のお気に入りの言葉は、「直撃大当たり」。



　イラスト

　なちゅらるとん

　　千葉県在住。原画家兼イラストレーター。

　　代表作に「あかね色に染まる坂」「星空へ架かる橋」。カードゲームに大ハマリして最近大会にも出ています。どこかでデュエルする事があればお手柔らかにお願いします。



    

  
    
      

妹が魔女で困ってます。
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